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巻頭感　2021 年度年頭にあたって

図書館長　安　武　真　隆　

　全く予期していなかったことではあったが、前田裕新学長の要請に基づき、2020 年 10 月から
図書館長に就任することとなった。これまで内田慶市図書館長（2012 － 2016 年）、新井泰彦図書
館長（2016 － 2020 年）の下で、図書予算の専門部会の一委員として図書館が抱える問題に幾らか
接してはいたが、図書館運営について特に通じているわけではなかった。また一匹狼的な性格が
災いしてか組織の長になる経験も皆無であったこともあり、マキアヴェッリの新君主のように、

「一私人の身から、ただ運に恵まれて君主になった者は、国を維持するにあたって非常な困難に直
面する」を地で行く心境でのスタートとなった。

　就任してからは、これまでとは異なった角度から図書館を眺めることとなった。そこで目にし
たのは、図書館運営を陰で支える図書館の事務職員の姿である。窓口対応の職員の他にも、バッ
クヤードと呼ばれる場所も含め、総勢 130 名（2021 年 4 月現在）の職員が、図書等資料の選定、
購入、整理、配架、加除、情報提供といった作業に従事されている。時には各種展示なども企画
し学生への啓発活動も行っているが、地味な裏方の作業も多い。昨今の大学の置かれた状況を反
映し、ヒト・カネ・場所の制約が厳しい中、縁の下の力持ちとして彼女・彼ら（いわゆる非正規
の職員も少なくない）の日々の創意工夫が、関西大学の研究教育の心臓とも言うべき図書館運営
を支えているのである。限られた人員・予算ゆえに、貴重資料の中には未整理のままのものも多
数存在するという。委託業務領域の拡大に伴い、図書館業務に関するノウハウや暗黙知の継承・
蓄積も課題となっていると聞く。これまで一教員として図書館運営に要望を出すことはあっても、
他の教員・学生からの声に耳を傾け、限られた資源の中でそれに応えるべくやり繰りした経験は
なかった。かつてアリストテレスは、「善き市民は、支配されることと支配することの双方の知識
を持ち、かつその能力があるのでなければならない」と主張したが、大学図書館に関わる一研究
者として、似たような感慨を抱いた。

　先述した専門部会では、昨今の大学図書館が直面している問題のうち、電子ジャーナルの価格
高騰が図書館予算を圧迫し、雑誌の購入タイトルの削減につながる事態に向き合った。当時の専
門部会では、図書予算の増額を前提とせずに、限られた時間と資源の中で、購入停止となる資料
の選定が恣意的にならぬよう、一般ルールを定め全学的な合意調達を目指した。とはいえ、かか
るルールに基づいた削減計画によって、実際に研究教育の遂行に支障を来たさない保証はなかっ
た。図書館長に就任後、電子ジャーナルやデータベースの購入停止に伴う研究教育上の不都合が
浮き彫りとなり、早くも、この削減計画の妥当性が問われることとなった。改めて、削減計画の
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前提条件でもあった、図書予算の増額無し（ゼロ・シーリング）を見直す必要性を痛感させられ
る事態となったのである。幸い大学執行部の理解もあり、2021 年度については、授業運営に支障
をきたすことが懸念される図書資料に限定しての臨時購入が可能となったが、研究教育に必須の
図書資料の中長期的な安定的維持確保のためには、新たな財源を捻出しなければならないし、購
入停止となった図書資料について最低限度のアクセスを保証するために、受益者負担の原則の一
部導入を視野に入れつつも相互利用の拡充など総合的なセーフティネットの構築のための全学的
な合意形成も喫緊の課題であろう。

　図書館が直面する課題は、かかる図書予算の問題だけではない。大学図書館も社会の中に位置
付けられる以上、社会の大きな変化に合わせた対応も求められる。事務職員と何度も意見交換を
する中で、関西大学図書館の事務体制の将来構想として、1）あらゆる面でオンライン化を推進
する、2）事実と要求に基づくサーヴィスを志向する、3）ダイバーシティへの対応を推進する、
以上の三つの考え方を当面の基礎に据えて、取り組む必要があると認識するに至った。以下では
かかる三つの考え方について図書館長としての現時点での認識を披露することとしたい。

1 ）あらゆる面でオンライン化を推進する
　既に館長就任に際して、図書館機能の強化に関連し、デジタル化の推進、オープンサイエンス、
オープンアクセスといったキーワードを念頭において検討することを表明した。図書館が所蔵し
ている書籍情報や各教員の研究成果のデジタル化を通じて、広く容易に社会からアクセス・利用
できるという方向性を念頭に置いてのことである。もちろん、研究分野の多様性を踏まえ、画一
的な管理統制は避け、補完性の原則に基づく必要はある。とはいえ、古典的な図書館機能を維持・
拡充すると同時に、大学そのものをビックデータの塊と理解し、総合的な知的プラットフォーム
として図書館機能の更新を図る必要はあろう。既にデジタル化の前提となる基本方針について大
学としてコンセンサス作りが進行中である。

　かかる動きと軌を一にして、関西大学図書館の事務体制においてもオンライン化を一層展開し
ていく必要があろう。Covid-19 の感染拡大もあり、紙による申請や対面によるサーヴィスに代え
て、来館の有無を問わず各種サーヴィスにオンラインを通じてアクセスできる環境の拡充が求め
られる。業務を支えるシステムのクラウド化の推進も求められるであろう。

2 ）事実と要求に基づくサーヴィスを志向する
　社会の大きな変化に対応してサーヴィス内容を不断に更新していくにあたり、図書委員や事務
職員との自由闊達な議論は不可欠であるが、と同時に何らかの客観的な事実やデータに基づく必
要もあろう。先述の削減計画に伴う研究教育上の不都合に関連して、昨秋に行った実態調査を契
機に、教育に必要なデータベースの同時アクセス数不足が判明し、アクセス拒否の頻度などを勘
案した適正なアクセス数の試算を行うことができた。したがって今後も、自己点検・評価に関す
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る統計の取りまとめにとどまらず、資源の許す限り、より多くの統計資料や実態調査と分析を、
図書館事務における業務に組み込んでいく必要があろう。

3 ）ダイバーシティへの対応を推進する
　専門部会において電子ジャーナルの高騰への対処として図書資料の優先順位を定めた際、教員
の単純多数決ではなく各学部単位での推薦を募るなど、学問分野の多様性を維持すべく苦心した。
大学図書館における多様性の維持は、かかる研究教育の内容に留まらず、事務体制においても検
討されるべきであろう。特に、多様な属性を持つ利用者を念頭に置いたユニバーサル・デザイン
の推進は、KANDAIvision150における「多様性」への対応や、外国人留学生の増加を目指した
構想とも連動する。施設面で外国語表記の増設や、施設設備のバリアフリー化、SDGs に関わる
啓発活動の継続などが当面の課題となろう。

　とはいえ、大学図書館におけるダイバーシティを検討する際の基本姿勢としては、単に「多様
性」概念を提唱するだけでは不十分かもしれない。この点で、削減計画に基づいて購入停止とな
る図書資料の選定の過程が示唆を与えるようにも思う。選定作業は、様々な外部要因が作用した
ため、年度末まで定まらず、どの専門分野にとっても生命線とも言える図書資料が失われる恐れ
があった。削減計画において、実際に皺寄せが来るのは最終的には一部の教員かもしれないが、
それが誰にとっても他人事ではなく、誰もが被害者になりうる、という状況だったのである。か
かる入れ替え可能な状況は、多数者の地位に安住することなく、誰もがマイノリティであるとい
う視点から、ダイバーシティの問題を全員の問題として検討する契機となったようにも思われる。

　以上、思いつくままに関西大学図書館が直面する課題を挙げたが、これらの課題に取り組み、
図書館機能を強化・拡充していくためには、従来から行われてきた図書館業務を遂行する人材を
維持・拡充させると同時に、将来構想を実現するのに必要な人材の配置・育成や、情報収集・分
析、運営意思決定のための人材の充実も不可欠であろう。現在の図書館運営を支えている事務職
員の労働強化とならないよう細心の注意を払いつつ、研究教育機関としての関西大学の心臓とし
て、それを将来に向けてどう機能強化していくか、そのための基盤強化のために何が必要か、大
学全体の集合知を結集しつつ、引き続き模索を続けていく所存である。

 （やすたけ　まさたか　政策創造学部教授）
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自己点検・評価関係資料

1 　基礎データ（2020 年度）

⑴　入館者に関する統計
ａ　過去 5 年間の館別・月別開館日数

月館 年　度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

総合図書館

2016 年度 30 31 29 31 16 25 31 26 24 24 16 21 304
（4） （8） （3） （5） （0） （2） （5） （5） （4） （5） （0） （0） （41）

2017 年度 30 31 30 31 17 26 31 26 25 26 16 22 311
（4） （7） （4） （5） （0） （1） （6） （4） （5） （5） （0） （0） （41）

2018 年度 30 31 28 29 19 24 31 26 25 25 16 20 304
（5） （7） （4） （5） （0） （1） （5） （4） （4） （4） （0） （0） （39）

2019 年度 30 31 29 31 19 26 30 26 24 26 16 18 306
（6） （8） （4） （4） （0） （2） （6） （3） （4） （4） （0） （0） （41）

2020 年度 9 ― 14 25 16 27 31 29 26 24 16 23 240
（0） （―） （0） （0） （0） （1） （4） （6） （3） （4） （0） （0） （18）

⑴　入館者に関する統計
　a 過去 5 年間の館別・月別開館日数
　b 館別・所属別入館者数および 1 人当り平均入館回数
　c 館別・月別・資格別入館者数および 1 日当り平均入館回数
　d 時期別・時間帯別総入館者数および 1 日当り平均入館者数（総合図書館）
　e 過去5年間の地域市民の図書館利用申請者数（総合図書館・ミューズ大学図書館・堺キャンパス図書館）
⑵　図書資料の利用に関する統計
　a 館別・月別図書利用者数および利用冊数
　b 月別入庫検索者数（総合図書館）
　c－1 グループ閲覧室の利用状況（総合図書館）
　c－2 グループ閲覧室の利用目的（総合図書館）
　c－3 ラーニング・コモンズの利用状況（総合図書館）
　c－4 ラーニング・コモンズの利用目的（総合図書館）
　d－1 Web によるサービスの利用状況
　d－2 Web 機能の使用状況
　e 文献複写サービス
　f 図書館間相互利用件数
　g 参考業務（総合図書館）
　h 利用指導
　i 学内で閲覧利用できる電子ジャーナル
　j 過去 5 年間の文献・情報データベース検索回数
　k リポジトリ登録件数・アクセス数・ダウンロード数
　l 閲覧・ダウンロード件数
　mキャンパス間相互利用件数（予約取寄せ）
　n 利用者用パソコン設置台数
⑶　蔵書に関する統計
　①　収書状況
　　a 図書資料の所蔵数（2020 年度末現在）
　　b 過去 5 年間の図書の受入数
　　c 図書資料異動状況
　　d 雑誌・新聞受入種類数
　②　分類別所蔵図書冊数（日本十進分類法による）
　③　分類別所蔵雑誌種類数（日本十進分類法による）
　④　分類別冊数と分類別冊数の全体に占める割合
　　a 分類別冊数
　　b 分類別冊数の全体に占める割合
　⑤　図書館資料費執行額 5 年間の推移
　⑥　電子資料に係る経費の推移
⑷　その他関連統計等
　①　過去 5 年間の図書館職員
　②　学生の閲覧座席数（2021 年 4 月 1 日現在）
　③　10 年間の展示会テーマと会期
　④　資料の出陳・放映（学外からの依頼分）
※新型コロナウイルスの感染症拡大の影響により開館日・開館時間帯が大幅に減少したため、利用者数、貸

出冊数とも例年より減少した。
※緊急事態宣言発出に伴う休館　4 月 11 日～ 6 月 14 日

⑴
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⑵

高槻
キャンパス

図書館

2016 年度 26 23 26 26 16 20 26 22 20 20 22 22 269
2017 年度 25 24 26 26 15 22 25 23 20 20 22 22 270
2018 年度 24 24 23 24 17 20 26 24 21 21 22 21 267
2019 年度 24 23 25 27 15 22 24 25 20 22 21 20 268
2020 年度 9 ― 12 21 12 23 27 23 23 20 21 23 214

ミューズ
大学図書館

2016 年度 26 23 26 26 10 16 26 22 20 20 22 22 259
2017 年度 25 24 26 26 15 22 25 23 20 20 22 22 270
2018 年度 24 24 23 24 17 20 26 24 21 21 22 21 267
2019 年度 24 23 25 27 15 22 24 25 20 22 21 20 268
2020 年度 9 ― 12 21 12 23 27 23 23 20 21 23 214

堺キャンパス
図書館

2016 年度 26 23 26 26 16 20 26 22 20 20 22 22 269
2017 年度 25 24 26 26 15 22 25 23 20 20 22 22 270
2018 年度 24 24 24 24 17 20 26 24 21 21 22 21 268
2019 年度 24 23 25 27 15 22 24 25 20 22 21 20 268
2020 年度 9 ― 12 21 12 23 27 23 23 20 21 23 214

注 1　総合図書館の下段 (　)は内数で、授業期間中の日曜・祝日開館日数を示す。高槻・ミューズ・堺の各図書館は日曜･祝日は休館。
注 2　夏季一斉休業期間中の休館　8月 11日～ 8月 20日
注 3　冬季一斉休業期間中の休館　12月 27日～ 1月 6日
注 4　入学試験等による休館　2月 1日～ 2月 7日
注 5　年度末休館　3月 29日～ 3月 31日
注 6　緊急事態宣言発出に伴う休館　4月 11日～ 6月 14日

ｂ　館別・所属別入館者数および 1 人当り平均入館回数
館所属 総合図書館 高槻キャンパス図書館 ミューズ大学図書館 堺キャンパス図書館

学
　
部

　
学

　
生

法 学 部 入 館 者 数 31,734 10 117 320
平均入館回数 10.2 0.0 0.0 0.1

文 学 部 入 館 者 数 37,031 1 115 131
平均入館回数 11.3 0.0 0.0 0.0

経 済 学 部 入 館 者 数 21,489 1 86 75
平均入館回数 6.6 0.0 0.0 0.0

商 学 部 入 館 者 数 18,111 4 49 82
平均入館回数 5.6 0.0 0.0 0.0

社 会 学 部 入 館 者 数 19,112 4 108 51
平均入館回数 5.6 0.0 0.0 0.0

政 策 創 造 学 部 入 館 者 数 11,441 1 59 5
平均入館回数 7.4 0.0 0.0 0.0

外 国 語 学 部 入 館 者 数 3,899 0 30 32
平均入館回数 5.5 0.0 0.0 0.0

人 間 健 康 学 部 入 館 者 数 1,526 0 14 11,156
平均入館回数 1.1 0.0 0.0 7.9

総 合 情 報 学 部 入 館 者 数 762 7,095 740 24
平均入館回数 0.4 3.3 0.3 0.0

社 会 安 全 学 部 入 館 者 数 809 6 4,934 11
平均入館回数 0.7 0.0 4.1 0.0

システム理工学部 入 館 者 数 15,424 2 79 9
平均入館回数 7.0 0.0 0.0 0.0

環境都市工学部 入 館 者 数 8,414 0 16 4
平均入館回数 6.1 0.0 0.0 0.0

化学生命工学部 入 館 者 数 10,897 0 13 1
平均入館回数 7.4 0.0 0.0 0.0

学 部 合 計 入 館 者 数 180,649 7,124 6,360 11,901
平均入館回数 6.4 0.3 0.2 0.4

大学院学生 入 館 者 数 16,030 322 529 203
平均入館回数 9.7 0.2 0.3 0.1

専
任
教
職
員

大 学 教 員 入 館 者 数 3,421 180 191 152
平均入館回数 4.6 0.2 0.3 0.2

高 中 小 幼 教 諭 入 館 者 数 24 0 80 0
平均入館回数 0.1 0.0 0.4 0.0

事 務 職 員 入 館 者 数 865 144 84 20
平均入館回数 1.8 0.3 0.2 0.0
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上記を除く教職員 入 館 者 数 5,077 89 196 139
校　　　友 入 館 者 数 6,818 24 3,370 344
そ　の　他 入 館 者 数 9,448 333 4,370 341
合　　　計 入 館 者 数 222,332 8,216 15,180 13,100

注 1　平均入館回数は、入館者数を利用対象者数（2020年 5月 1日現在）で除した 1人当たりの数値である。
注 2　「その他」は地域市民、科目等履修生、聴講生、留学生別科、協定大学の専任教員・大学院学生、他機関からの利用者。

ｃ　館別・月別・資格別入館者数および 1 日当り平均入館回数

館・資格

月

総　　合　　図　　書　　館

学部学生 大学院学生 教職員 校　友 その他 合　計 日 平 均
月～土曜日

日 平 均
日曜・祝日

4 2,442 542 387 201 361 3,933 437.0 ―
5 ― ― ― ― ― ― ― ―
6 3,829 649 363 329 589 5,759 411.4 ―
7 9,581 1,381 763 783 870 13,378 535.1 ―
8 3,596 708 486 567 572 5,929 370.6 ―
9 18,324 1,857 1,149 819 1,023 23,172 882.7 222.0
10 37,460 2,812 1,463 841 1,296 43,872 1,588.1 248.5
11 32,472 2,150 1,169 783 1,146 37,720 1,561.7 300.3
12 31,800 2,262 1,181 708 1,017 36,968 1,565.7 319.3
1 29,448 1,731 956 635 974 33,744 1,571.8 577.0
2 5,785 903 603 458 688 8,437 527.3 ―
3 5,912 1,035 867 694 912 9,420 409.6 ―

合　計 180,649 16,030 9,387 6,818 9,448 222,332 973.2 349.1
館・資格

月

高　槻　キ　ャ　ン　パ　ス　図　書　館

学部学生 大学院学生 教職員 校　友 その他 合　計 日 平 均
月～土曜日

日 平 均
日曜・祝日

4 51 24 20 1 10 106 11.8 ―
5 ― ― ― ― ― ― ― ―
6 12 19 20 1 17 69 5.8 ―
7 68 31 42 1 38 180 8.6 ―
8 25 19 20 ― 19 83 6.9 ―
9 1,090 42 49 ― 37 1,218 53.0 ―
10 2,212 62 63 3 42 2,382 88.2 ―
11 1,405 34 53 1 33 1,526 66.3 ―
12 1,290 32 50 1 44 1,417 61.6 ―
1 856 32 43 ― 30 961 48.1 ―
2 64 14 29 14 30 151 7.2 ―
3 51 13 24 2 33 123 5.3 ―

合　計 7,124 322 413 24 333 8,216 38.4 ―
館・資格

月

ミ　ュ　ー　ズ　大　学　図　書　館

学部学生 大学院学生 教職員 校　友 その他 合　計 日 平 均
月～土曜日

日 平 均
日曜・祝日

4 112 39 23 140 212 526 58.4 ―
5 ― ― ― ― ― ― ― ―
6 219 24 42 72 105 462 38.5 ―
7 480 85 47 368 499 1,479 70.4 ―
8 153 32 41 233 374 833 69.4 ―
9 538 63 57 393 485 1,536 66.8 ―
10 1,082 85 73 443 494 2,177 80.6 ―
11 980 57 80 412 452 1,981 86.1 ―
12 1,033 93 67 411 399 2,003 87.1 ―
1 1,124 22 52 334 409 1,941 97.1 ―
2 419 17 38 299 437 1,210 57.6 ―
3 220 12 31 265 504 1,032 44.9 ―

合　計 6,360 529 551 3,370 4,370 15,180 70.9 ―
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館・資格

月

堺　キ　ャ　ン　パ　ス　図　書　館

学部学生 大学院学生 教職員 校　友 その他 合　計 日 平 均
月～土曜日

日 平 均
日曜・祝日

4 93 5 16 13 24 151 16.8 ―
5 ― ― ― ― ― ― ― ―
6 124 7 12 17 27 187 15.6 ―
7 452 23 22 30 56 583 27.8 ―
8 139 13 11 13 14 190 15.8 ―
9 954 15 25 28 29 1,051 45.7 ―
10 2,556 27 58 68 32 2,741 101.5 ―
11 2,167 23 36 58 40 2,324 101.0 ―
12 2,462 51 55 56 25 2,649 115.2 ―
1 2,319 22 39 23 36 2,439 110.9 ―
2 308 13 16 14 33 384 18.3 ―
3 327 4 19 24 27 401 17.4 ―

合　計 11,901 203 309 344 343 13,100 61.2 ―
注 1　「その他」は地域市民、科目等履修生、聴講生、留学生別科、協定大学の専任教員・大学院学生、他機関からの利用者。
注 2　緊急事態宣言発出に伴う休館　4 月 11 日～ 6 月 14 日

d　時期別・時間帯別総入館者数および 1 日当り平均入館者数（総合図書館）
区　分 時間帯 9～10 10～11 11～12 12～13 13～14 14～15 15～16 16～17 17～18 18～19 19～20 20～21 21～22 合　計

春
　
　
学

　
　
期

授業期間
総入館者 1,744 1,862 1,919 2,642 3,395 3,323 2,905 2,820 2,073 1,282 517 24,482
1 日平均 34.2 36.5 37.6 51.8 66.6 65.2 57.0 55.3 40.6 25.1 10.1 480.0

試験期間
総入館者
1 日平均

休暇期間
総入館者 1,400 1,069 1,334 1,616 1,614 1,170 1,117 735 355 142 10,552
1 日平均 46.7 35.6 44.5 53.9 53.8 39.0 37.2 24.5 11.8 4.7 351.7

小　　計
総入館者 1,744 3,262 2,988 3,976 5,011 4,937 4,075 3,937 2,808 1,637 659 35,034
1 日平均 21.5 40.3 36.9 49.1 61.9 61.0 50.3 48.6 34.7 20.2 8.1 432.5

秋
　
　
学

　
　
期

授業期間
総入館者 6,840 15,465 10,361 25,724 15,803 23,964 11,291 17,073 8,616 4,643 1,493 141,273
1 日平均 77.7 175.7 117.7 292.3 179.6 272.3 128.3 194.0 97.9 52.8 17.0 1605.4

試験期間
総入館者 1,414 1,924 1,987 3,156 2,808 3,375 2,296 2,254 1,574 805 291 21,884
1 日平均 101.0 137.4 141.9 225.4 200.6 241.1 164.0 161.0 112.4 57.5 20.8 1563.1

休暇期間
総入館者 2,319 1,583 2,077 2,625 2,506 2,357 2,125 1,331 684 250 17,857
1 日平均 56.6 38.6 50.7 64.0 61.1 57.5 51.8 32.5 16.7 6.1 435.5

小　　計
総入館者 8,254 19,708 13,931 30,957 21,236 29,845 15,944 21,452 11,521 6,132 2,034 181,014
1 日平均 57.7 137.8 97.4 216.5 148.5 208.7 111.5 150.0 80.6 42.9 14.2 1265.8

日祝開館
総入館者 870 599 826 1,210 1,042 834 608 295 6,284
1 日平均 48.3 33.3 45.9 67.2 57.9 46.3 33.8 16.4 349.1

年度合計
総入館者 9,998 23,840 17,518 35,759 27,457 35,824 20,853 25,997 14,624 7,769 2,693 222,332
1 日平均 41.3 98.5 72.4 147.8 113.5 148.0 86.2 107.4 60.4 32.1 11.1 918.7

注 1　春学期　授業期間：4 月 6 日～ 8 月 3 日、定期試験の実施がなかったため、試験期間の設定なし
休暇期間：4 月 1 日～ 4 月 5 日、8 月 4 日～ 9 月 20 日

　　 秋学期　授業期間：9 月 21 日～ 12 月 26 日・1 月 7 日～ 1 月 14 日、試験期間：1 月 15 日～ 1 月 30 日
休暇期間：12 月 27 日～ 1 月 6 日・1 月 31 日～ 3 月 31 日

注 2　授業期間とは、学年暦による授業期間（補講日含む）を示す。
注 3　各期間の入館者数には、日祝開館に係る数値を含まない。
注 4　試験期間とは、図書資料の貸出期間を 3 日間に短縮した日から試験終了日（予備日含む）までを示す。
注 5　年間を通して開館時間を短縮した。
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e　過去 5 年間の地域市民の図書館利用申請者数（総合図書館・ミューズ大学図書館・堺キャンパス図書館）

総合図書館 新　規 再登録 合　計 対　象
2016 年度 45 101 146 吹田市・池田市・八尾市の在住者
2017 年度 49 101 150 吹田市・池田市・八尾市の在住者
2018 年度 37 120 157 吹田市・池田市・八尾市の在住者
2019 年度 24 116 140 吹田市・池田市・八尾市の在住者
2020 年度 47 103 150 吹田市・池田市・八尾市の在住者

注 1　2020年度の登録者数の内訳は、吹田市 146名、池田市 4名、八尾市 0名

ミューズ大学図書館 新　規 再登録 合　計 対　象
2016 年度 31 56 87 高槻市在住者
2017 年度 29 54 83 高槻市在住者
2018 年度 23 51 74 高槻市在住者
2019 年度 20 64 84 高槻市在住者
2020 年度 30 48 78 高槻市在住者

堺キャンパス図書館 新　規 再登録 合　計 対　象
2016 年度 4 5 9 堺市在住者
2017 年度 5 3 8 堺市在住者
2018 年度 8 6 14 堺市在住者
2019 年度 8 8 16 堺市在住者
2020 年度 12 11 23 堺市在住者

⑸
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⑵　図書資料の利用に関する統計
ａ　館別・月別図書利用者数および利用冊数

月
利用者区分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合　計

総
　
　
　
合

　
　
　
図

　
　
　
書

　
　
　
館

館
　
内

　
閲

　
覧

学部学生 9 ― 69 162 53 149 383 389 431 261 19 8 1,933
12 ― 116 297 88 268 609 645 744 414 33 15 3,241

大学院学生 18 ― 40 51 26 56 54 47 33 32 23 26 406
59 ― 90 110 52 103 92 89 57 47 50 47 796

教 職 員 11 ― 17 35 29 28 30 25 21 20 9 18 243
24 ― 29 59 65 65 43 32 37 68 14 25 461

そ の 他 64 ― 58 92 80 123 155 136 87 129 84 86 1,094
207 ― 139 258 179 333 408 366 262 374 245 197 2,968

計 102 ― 184 340 188 356 622 597 572 442 135 138 3,676
302 ― 374 724 384 769 1,152 1,132 1,100 903 342 284 7,466

館
　
外

　
貸

　
出

学部学生 460 ― 1,205 3,477 1,196 3,480 7,960 7,604 8,162 5,624 944 693 40,805
1,257 ― 2,931 8,743 3,067 6,979 15,278 14,738 16,357 12,560 2,199 1,484 85,593

大学院学生 355 ― 451 794 432 931 1,520 1,232 1,254 978 522 525 8,994
1,023 ― 1,100 1,892 1,078 2,161 3,096 2,427 2,614 2,178 1,269 1,284 20,122

教 職 員 318 ― 317 510 420 742 932 757 772 640 425 567 6,400
775 ― 866 1,284 1,003 1,640 1,625 1,485 1,516 1,441 941 1,204 13,780

そ の 他 308 ― 357 623 542 695 831 796 721 701 551 635 6,760
791 ― 832 1,375 1,392 1,749 1,906 2,129 1,790 1,792 5,750 3,176 22,682

計 1,441 ― 2,330 5,404 2,590 5,848 11,243 10,389 10,909 7,943 2,442 2,420 62,959
3,846 ― 5,729 13,294 6,540 12,529 21,905 20,779 22,277 17,971 10,159 7,148 142,177

合　　計 1,543 ― 2,514 5,744 2,778 6,204 11,865 10,986 11,481 8,385 2,577 2,558 66,635
4,148 ― 6,103 14,018 6,924 13,298 23,057 21,911 23,377 18,874 10,501 7,432 149,643

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館

館
内
閲
覧
・
館
外
貸
出

学部学生 17 ― 17 29 15 103 309 228 243 139 19 16 1,135
44 ― 53 76 35 207 584 393 479 366 36 29 2,302

大学院学生 14 ― 20 15 15 26 26 18 25 20 7 8 194
25 ― 44 25 23 46 33 24 38 38 16 18 330

教 職 員 8 ― 11 18 13 24 18 26 23 17 11 10 179
17 ― 28 40 44 61 30 77 50 37 21 16 421

そ の 他 7 ― 6 6 2 11 10 4 10 5 6 25 92
8 ― 32 9 3 20 16 115 12 10 7 34 266

計 46 ― 54 68 45 164 363 276 301 181 43 61 1,602
94 ― 157 150 105 334 663 609 579 451 80 99 3,321

ミ
ュ
ー
ズ
大
学
図
書
館

館
内
閲
覧
・
館
外
貸
出

学部学生 15 ― 26 96 42 91 137 133 182 190 72 22 1,006
36 ― 76 222 99 151 242 263 332 418 146 37 2,022

大学院学生 10 ― 6 18 12 18 24 11 9 5 6 8 127
14 ― 17 35 21 29 33 20 20 7 18 17 231

教 職 員 14 ― 15 18 15 23 29 17 20 14 15 9 189
26 ― 23 37 28 36 62 43 26 22 33 18 354

そ の 他 53 ― 27 112 60 91 110 93 107 92 72 89 906
102 ― 52 240 120 191 208 179 330 183 153 176 1,934

計 92 ― 74 244 129 223 300 254 318 301 165 128 2,228
178 ― 168 534 268 407 545 505 708 630 350 248 4,541

堺
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館

館
内
閲
覧
・
館
外
貸
出

学部学生 21 ― 24 161 36 99 261 218 228 251 22 33 1,354
65 ― 49 436 97 193 491 423 424 489 47 72 2,786

大学院学生 1 ― 2 10 6 7 12 6 8 7 8 1 68
1 ― 5 27 12 16 33 31 9 9 16 1 160

教 職 員 11 ― 15 21 11 17 34 18 40 22 13 9 211
34 ― 28 66 24 39 64 40 92 60 29 21 497

そ の 他 35 ― 18 42 26 53 64 51 42 38 34 30 403
68 ― 42 117 58 101 220 101 83 65 65 65 920

計 68 ― 59 234 79 176 371 293 318 318 77 73 2,066
168 ― 124 646 191 349 808 595 608 623 157 159 4,428

注 1　館内閲覧・館外貸出ともに上段は利用者数、下段は利用冊数を示す。
注 2　総合図書館の館内閲覧は、書庫図書の出納・取り寄せによる館内閲覧手続を行なったものを示す。
注 3　緊急事態宣言発出に伴う休館　4 月 11 日～ 6 月 14 日

⑹
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ｂ　月別入庫検索者数（総合図書館）
月

利用区分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合　計

総
合
図
書
館

入
庫
検
索

学部学生 20 ― 144 206 128 365 795 814 928 347 125 57 3,948
大学院学生 117 ― 242 290 158 319 627 497 509 398 250 249 3,720
教 職 員 165 ― 211 284 226 424 552 438 393 340 234 342 3,688
そ の 他 14 ― 23 20 18 39 68 53 49 41 33 56 415

計 316 ― 620 800 530 1,147 2,042 1,802 1,879 1,126 642 704 11,771
注 1　入庫検索とは、図書館利用規程第 13 条による書庫図書の利用をいう。
注 2　「その他」とは、特別の事由により入庫を許可された研究員等を示す。

ｃ-1　グループ閲覧室の利用状況（総合図書館）
月別

区分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 月平均
（日・祝日を除く）

利用コマ数 ― ― ― ― ― 3 13 15 14 0 0 4 49 4.1
利用者数 ― ― ― ― ― 26 146 180 153 0 0 12 517 43.0

注 1　授業時間 90 分をコマ単位としている。
注 2　春学期は利用を停止した。

ｃ-2　グループ閲覧室の利用目的（総合図書館）
申込件数 コマ数 実人数

授業目的 30 417
研究会利用 14 72
資料の閲覧 1 4
読書会 2 10
その他（落書き消しや撮影） 2 14

計 49 517

ｃ-3　ラーニング・コモンズの利用状況（総合図書館）
ワーキング・エリア利用状況

月別
区分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用件数 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
利用者数 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

一日あたり
の利用者数 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

注 1　年間を通して利用を停止した。
ワークショップ・エリア利用状況

月別
区分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用件数 ― ― ― ― ― 1 5 6 1 0 0 0 13
利用者数 ― ― ― ― ― 19 84 128 37 0 0 0 268

注 1　春学期は利用を停止した。

ｃ-4　ラーニング・コモンズの利用目的（総合図書館）
ワーキング・エリア ワークショップ・エリア

利用目的 件数 利用目的 件数
授業関連・グループ学習 ― 授業・ゼミ 6
自主学習 ― その他 ―
卒業論文・修論準備 ―
その他 ―

計 ―

ｄ-1　web によるサービスの利用状況
サービス種別 件数

蔵書検索 1,534,671
（0）

予約申込 8,191
（631）

相互利用申込 1,436
購入希望申込 2,186

注 1　蔵書検索件数および予約申込件数については mobileopac による検索数も含み、内数で（　）で示す。
注 2　購入希望は Web 以外に書類提出によるものもある。

⑺
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ｄ-2　web 機能の使用状況
web 機能 件数

予約資料到着連絡 4,958
複写物到着連絡 798
借用本到着連絡 298
相互利用謝絶連絡 294
購入希望謝絶連絡 80
返却督促連絡（翌日） 11,499
返却督促連絡（2 週間後） 2,619

ｅ　文献複写サービス （単位：枚）
区　分

種　別 総合図書館 高槻キャンパス図書館 ミューズ大学図書館 堺キャンパス図書館 小　計

電
子
式
複
写

モノクロ 257,875 7,879 3,137 2,430 271,321
カラー 375 2,290 15 12 2,692

マイクロ 5,201 0 0 0 5,201
合　計 263,451 10,169 3,152 2,442 279,214

注 1　「モノクロ」はモノクロ複写とモノクロプリントアウトの合計枚数。
注 2　「カラー」はカラー複写とカラープリントアウトの合計枚数。

ｆ　図書館間相互利用件数
種別

月別

国　　　　　　内 国　　　　　　外
提　　供 依　　頼 提　　供 依　　頼

閲覧 貸出 複写 合計 閲覧 借用 複写 合計 閲覧 貸出 複写 合計 閲覧 借用 複写 合計
4 月 5 27 70 102 0 22 44 66 0 0 0 0 0 0 6 6
5 月 0 1 3 4 0 6 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0
6 月 18 22 155 195 0 14 69 83 0 0 0 0 0 0 6 6
7 月 14 48 185 247 0 35 116 151 0 3 1 4 0 0 5 5
8 月 14 35 95 144 0 22 105 127 0 1 1 2 0 0 4 4
9 月 24 61 263 348 1 34 255 290 0 0 0 0 0 0 17 17
10 月 16 59 240 315 1 42 244 287 0 1 1 2 0 0 22 22
11 月 23 37 207 267 1 57 153 211 0 0 1 1 0 0 20 20
12 月 13 43 294 350 1 46 163 210 0 0 0 0 0 0 8 8
1 月 12 37 173 222 1 36 186 223 0 0 0 0 0 0 23 23
2 月 3 32 156 191 0 26 61 87 0 0 1 1 0 0 2 2
3 月 6 64 163 233 0 41 90 131 0 1 3 4 0 0 10 10

合　計 148 466 2,004 2,618 5 381 1,486 1,872 0 6 8 14 0 0 123 123
注 1　提供の貸出と複写、依頼の借用と複写の件数にはキャンセル件数を含む。

ｇ　参考業務（総合図書館）

区　　分 学　内　利　用　者 学　外　利　用　者 合　計教職員 大学院学生 学部学生 その他 校　友 諸機関 その他
調

　
　
査

所　　　蔵 11 8 8 0 0 0 0 27
事　　　項 10 5 8 1 1 0 0 25
そ　の　他 0 0 0 0 0 0 0 0

計 21 13 16 1 1 0 0 52
注 1　総合図書館における申込書の提出により処理した件数。
注 2　学内利用者中の「その他」には、学内他部署からの業務上の問い合わせのほか、科目等履修生、聴講生、留学生別科生を含む。

ｈ　利用指導
区　　分

種　　　　別
総合図書館 高槻キャンパス図書館 ミューズ大学図書館 堺キャンパス図書館

件数 クラス 人数 件数 クラス 人数 件数 クラス 人数 件数 クラス 人数
① 入門ガイダンス「蔵書検索を学ぼう」 22 22 243 0 0 0 0 0 0 3 2 34

② 活用ガイダンス
「文献のさがし方を学ぼう」 7 7 135 0 0 0 0 0 0 1 1 13

③ 上位年次生のための入庫ガイダンス 557 5 613 12 0 12 0 0 0 0 0 0
注 1　件数は実施回数、クラス数は参加したクラス数、人数は参加者延べ数である。
注 2　①②はクラス・ゼミ・研究室対象。
注 3　③は各図書館で実施した総合図書館地下書庫ガイダンスで、クラス単位と個人単位の総数。

⑻
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ｉ　学内で閲覧利用できる電子ジャーナル

種　　　類 タイトル数
（端数が不明のものは概数） 種　　　類 タイトル数

（端数が不明のものは概数）
ACS（AmericanChemicalSociety） 64 OUP（OxfordJournals） 265
APS（AmericanPhysicalSociety） 11 RSC（RoyalSocietyofChemistry） 47
beck-online（大学パッケージプレミアム版） 234 SAGEJournal（Premier+IMechE） 1,006
CUP（CambridgeUniversityPress） 404 SpringerLinke-Journal 2,261
ElsevierScienceDirect 2,265 Taylor&Francis 2,020
EmeraldManagementeJournalPortfolio 213 WileyOnlineLibrary 1,642
IELOnline（IEEE/IETElectronicLibrary） 455 日経 BP記事検索サービス 29
JSTOR（Arts&Sciences Ⅰ） 115 その他 3,931

合　　　計 14,962
注 1　2020 年まで取り上げていた OECDiLibraryPackages については、2020 年 3 月末に契約解除したため、当統計の対象から外した。

ｊ　過去 5 年間の文献・情報データベース検索回数
種　　　　　　別 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 備　考

1 AFPWorldAcademicArchive ＊ 86 258 138 4（1-3月） ― 2014年4月～2019年3月
2 beck-online：プレミアム版（ドイツ法情報データベース）計数されていない 計数されていない 計数されていない 計数されていない 計数されていない 2007年4月～
3 BibliographyofBritishandIrishHistory ＊ 14 8 13 2 0（1－3月）2011年5月～2020年3月
4 BusinessSourceComplete（ビジネス関連データベース） 7,568 7,046 7,177 4,577 2,444 2012年2月～
5 CiNii（NII 論文情報ナビゲータ） 598,592 389,476 195,933 190,225 117,712 2005年4月～
6 DBpia 1,333 1,595 1,723 1,388 1,594 2014年4月～
7 eBookCollection（EBSCOhost） 7,642 10,503 8,825 4,866 1,873 2011年7月～
8 EconLitwithFullText 1,495 5,587 5,481 3,331 1,893 2012年2月～
9 TheEconomistHistoricalArchive1843-2015 88 72 169 164 14（1－3月）2012年7月～2020年3月
10 EighteenthCenturyCollectionsOnline（ECCO1&2） 79 556 114 477 455 2013年4月～
11 英国王立国際問題研究所（チャタム・ハウス）オンライン・アーカイブ 24 15 88 13 6（1－3月）2014年4月～2020年3月
12 EntertainmentIndustryMagazineArchive ― ― ― ― ― 2013年4月～2020年3月
13 eol（有価証券報告書を含む企業情報データベース） 38,149 128,417 118,368 128,343 1,046,051 2006年4月～
14 Factiva.com 3,053 3,744 4,309 7,006 11,901 2013年4月～
15 Frantext 計数されていない 計数されていない 計数されていない 計数されていない ― 2007年10月～2019年9月
16 GlobalTradeAtlas ＊ 34 23 20 2（1－3月） ― 2014年4月～2019年3月
17 ゴールドスミス・クレス両文庫所蔵社会科学系学術図書データベース（MOMWI&Ⅱ）★ 9 5 13 6 12 2013年4月～
18 新・判例解説 Watch ＊ 230 242 191 223 139 2011年7月～
19 HeinOnline 740 1,226 1,344 1,332 1,177 2012年～
20 法律文献総合 INDEX ＊ 344 267 233 269 137 2011年7月～
21 法律判例文献情報（法関連文献索引）＊ 2,721 2,511 2,306 2,381 1,557 2006年4月～
22 18thCenturyHouseofCommons,ParliamentaryPapers★ 0 0 0 0 0 2013年4月～
23 19th&20thCenturyHouseofCommons,ParliamentaryPapers★ 2 44 31 47 13 2009年～
24 医中誌Web 3,566 6,671 4,223 3,138 3,044 2014年4月～
25 ICPSR ★ 108 225 71 563 1,045 2005年4月～
26 TheIllustratedLondonNewsHistoricalArchive1842-2003 93 103 219 156 5（1－3月）2013年4月～2020年3月
27 Integrum ★ 194 122 138 154 0（1－3月）2013年4月～2020年3月
28 MusicPeriodicalsDatabase ― ― ― ― ― 2013年4月～
29 InternationalMedievalBibliographyOnline ＊ 14 17 13 2 0（1－3月）2011年5月～2020年3月
30 ジャパンナレッジ Lib（百科事典データベース）△ 39,082 43,839 44,541 39,020 82,886 2005年4月～
31 TheJapanTimesArchives 69 268 561 135 400 2015年4月～
32 JCIF（国際金融情報センターオンラインサービス） 17 10 110 45 0（1－3月）2006年4月～2020年3月
33 JDream Ⅲ（科学技術情報索引） 20,805 17,492 15,096 13,729 10,409 2004年～
34 JournalCitationReports 526 965 657 780 330 2010年4月～
35 JURISOnline（ドイツ法律情報データベース）★ 2,028 1,572 1,368 1,527 2,030 2004年10月～
36 化学書資料館　（国内で発行された化学書データベース） 3,228 1,716 1,897 2,935 817（1－3月）2007年4月～2020年3月
37 官報情報データベース▲ 6 7 9 13 4 2006年4月～
38 聞蔵Ⅱビジュアル（朝日新聞記事索引）＊ 40,380 60,518 25,143 49,837 32,975 2006年10月～
39 KISS △ 3,850 2,561 2,618 2,887 1,302 2008年8月～
40 公的判例集データベース＊ 387 469 349 346 175 2011年7月～
41 KuselitOnline 計数されていない 計数されていない 計数されていない 計数されていない 計数されていない 2014年4月～2020年3月
42 教保文庫スカラー 328 546 744 426 92（1－3月）2014年4月～2020年3月
43 LearnTechLib 計数されていない 計数されていない 計数されていない 計数されていない 計数されていない 2015年～
44 LEX/DBインターネット（法律情報データベース）＊ 5,483 5,135 5,156 6,196 3,943 2003年4月～
45 Lexis〈旧 LexisAdvance〉（法情報索引） 2,198 1,562 773 1,505 1,399 2003年～
46 MagazinePlus（和雑誌記事索引） 21,913 41,859 18,968 45,239 7,178 2003年～
47 毎索（毎日新聞記事索引） 6,321 6,423 6,261 5,565 7,429 2005年4月～

⑼
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⑽

種　　　　　　別 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 備　考
48 MathSciNet（数学文献データベース） 10,152 11,017 7,751 19,030 ― 2006年11月～2019年12月
49 MLAInternationalBibliography ＊ ― ― ― 23,415（4－12月）3,423（1－3月）2011年4月～2020年3月
50 Mpac（マーケティング情報サービス） 1,081 557 566 347 1（1-3月）2007年10月～2020年3月
51 日本文学 web 図書館（和歌＆俳諧ライブラリー）＊ 236 495 325 348 27（1－3月）2013年4月～2020年3月
52 日経 NEEDS-FinancialQUEST（社会・地域統計）★ 4,920 17,903 33,457 1,353 1 2002年7月～
53 日経テレコン（日本経済新聞ビジネス情報データベース）☆ 1,512,327 1,545,578 1,814,449 3,005,849 1,778,746 2003年10月～
54 19thCenturyU.S.Newspapers 138 130 431 218 5（1－3月）2014年4月～2020年3月
55 OxfordEnglishDictionary 1,089 791 469 361 108（1－3月）2014年4月～2020年3月
56 ProQuestBasicSearch（専門分野型データベース） 2,142 2,218 2,697 3,173 3,775 2003年11月～
57 ProQuestCongressional 32 33 10 65 53（1－3月）2003年～2020年3月
58 PsycARTICLES（心理学文献データベース） 3,872 3,622 6,349 4,147 2,038 2014年4月～
59 PsycINFO（心理学雑誌記事・文献索引） 3,835 3,634 6,284 4,151 378（1－3月）2006年4月～2020年3月
60 RegionalBusinessNews　（地域ビジネス関連データベース） 863 4,790 4,363 2,908 1,510 2012年2月～
61 産経新聞データベース＊ 2,519 2,527 2,481 2,951 3,730 2014年4月～
62 SciFinder（化学情報データベース） 61,294 57,728 46,100 58,747 11,908（1－3月）2003年～
63 Super　法令 web ＊ 95 76 93 105 84 2011年7月～
64 TheTimesDigitalArchive1785-1985 201 217 739 172 10（1－3月）2012年7月～2020年3月
65 TranslationStudiesBibliography ＊ 6 1 28 46（1－3月） ― 2012年4月～2019年3月
66 WebofScience（引用・被引用論文索引） 34,908 34,129 43,353 48,013 45,653 2001年8月～
67 WebOYA-bunko（大宅壮一文庫雑誌記事索引）＊ 225 311 256 322 34（1－3月）2005年11月～2020年3月
68 WestlawNext（法情報索引） 3,055 6,912 4,257 2,673 4,082 2003年～
69 WorldBanke-Library 13 16 14 12（1－3月） ― 2014年4月～2019年3月
70 山一証券株式会社　第一期・オンライン版△ 9 33 19 13 ― 2014年4月～
71 ヨミダス歴史館（読売新聞記事索引） 11,456 11,312 10,527 16,560 25,489 2005年4月～
72 CNKI（中国学術文献オンラインサービス） ― ― ― ― 4,165（4－12月）2020年4月～
73 東洋経済デジタルコンテンツ・ライブラリー△ ― ― ― ― 51,907（4－12月）2020年4月～
74 DoctrinalPlus ― ― ― ― 1,015（4－12月）2020年4月～
75 Lexis360 ― ― ― ― 276（4－12月）2020年4月～
76 NationalGeographicVirtualLibrary ― ― ― ― 241（4－12月）2020年4月～
77 ProQuestHistoricalNewspapers：ChineseNewspapersCollection,1832-1953 ― ― ― ― 2,877（4－12月）2020年4月～
78 WallStreetJournal ― ― ― ― 74（4－12月）2020年4月～
79 群書類従（正・続・続々）〈JKBooks〉 ― ― 274（4－12月） 746 1,507 2018年4月～
80 東洋経済新報／週刊東洋経済　デジタルアーカイブス　第1期　［大正期］〈JKBooks〉 ― ― 0（4－12月） 1 15 2018年4月～
81 Japan-U.S.　EconomicRelationsGroupRecords,1979-1981 ― ― 61（7－12月） 3 54 2018年7月～
82 ColdWarVoicesofConfrontationandConciliation ― ― 42（11－12月） 3 52 2018年11月～
83 鎌倉遺文Ⅰ△ ― ― ― 29（8－12月） 193 2019年8月～
84 鎌倉遺文Ⅱ△ ― ― ― ― 350（1－3月）2020年1月～
85 ゴールドスミス・クレス両文庫所蔵社会科学系学術図書データベース（MOMWⅢ） ― ― ― ― 40（1－3月）2020年1月～
86 BusinessArchivesOnline（企業史料統合データベース）〈J-DAC〉 145 133 131 264 86 2012年12月～
87 通産政策史資料〈J-DAC〉 24 17 5 15 12 2015年1月～
88 近現代史料データベース〈J-DAC〉 0（12月） 8 163 11 70 2016年12月～
89 地方自治関係資料〈J-DAC〉 ― 0（11－12月） 1 3 0 2017年11月～
90 スポーツ産業史データベース〈J-DAC〉 ― ― 4（10－12月） 1 0 2018年10月～
91 全国商工会議所関係資料〈J-DAC〉 ― ― 0（12月） 48 92 2018年12月～
92 都市問題と地方自治〈J-DAC〉 ― ― ― 0（12月） 9 2019年12月～
93 近代文学作家自筆資料集〈J-DAC〉 ― ― ― ― 16（10－12月）2020年10月～
注 1　統計算出方法について
　（1）各統計は、1 月～ 12 月までの検索回数の合計である。統計値については、データベース提供機関が独自の基準で計数した値をそのまま利用してい

るため、それぞれの統計値が必ずしも同じ算出方法であるとは限らない。
　（2）＊はログイン回数、☆は結果表示件数、★はダウンロード件数、△はページビュー数、▲は利用申込者数を示す。
　（3）表中の「―」は、当該年度が利用（統計計上）開始前または利用提供終了（提供方法変更）後であること、または別の統計に含まれていることを

示す。
　（4）2020 年の統計値について、新型コロナウイルス感染症拡大に対する各出版社等の支援サービスにより、同時アクセス数が契約内容よりも増えたこ

とで、大幅に検索回数等が増えているものがある。
注 2　各データベースに係る注記
　 5 　CiNii は、CiNiiArticles のみの利用統計から、2014 年の統計より CiNii 全体の利用統計に計数の方法が変更になった。NII-ELS の終了に伴い、2017

年 4 月よりサイト上での論文提供サービスを終了した。
　12　2014 年以降の統計は 56 に含まれる。
　13　図書館及び会計研究科での利用状況。
　17　ゴールドスミス・クレス両文庫所蔵社会科学系学術図書データベース（MOMWⅠ）は、2014 年 4 月以降、TheMakingof theModernWorld,

Part Ⅱ :1851-1914（MOMW Ⅱ）を含む。2015 年からプラットフォームの変更に伴い、検索回数からダウンロード件数へ計数の方法が変更になっ
た。

　19　HeinOnlineは、WorldConstitutionsIllustrated、U.S.FederalAgencyDocuments,Decisions,andAppeals、HistoryofInternationalLawを含む。
　28　2016 年以降の統計は 56 に含まれる。
　30　83、84 の鎌倉遺文Ⅰ・Ⅱの統計値を除くため、2019 年より計数方法を変更し、ページビュー数を計数することとした。なお、2020 年度より同時ア

クセス数が新たに 2 アクセス追加となり、合計 4 となっている。
　35　JURISOnline の統計値には、文書取出件数（文書〈全文・要約・抄録等〉の閲覧件数）を計上している。
　45　2017 年 4 月に Lexis.com は、LexisAdvance にバージョンアップした。また、2020 年 10 月より、Lexis へ名称変更した。
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　49　2016 年～ 2019 年 3 月までの統計は 56 に含まれる。2019 年 4 月以降は出版社が変更となり、個別にログイン数を計数している。
　54　19thCenturyU.S.Newspapers の 2017 年統計値は、122 ではなく 130 が正しいものとなる。
　56　ProQuestBasicSearch には、ERIC、LISA（2020 年 3 月まで）、LLBA（2020 年 3 月まで）、WorldwidePoliticalScienceAbstracts（2020 年 3 月

まで）、SociologicalAbstracts、PILOTS、SocialServicesAbstracts、EntertainmentIndustryMagazineArchive（ 2020 年 3 月まで）、Music
PeriodicalsDatabase、MLAInternationalBibliography（2019年 3月まで）が含まれる。また、2014年 4月よりProQuestDissertations&Theses
Global（2020 年 3 月まで）、ProQuestHistoricalAnnualReports が含まれる。

　61　2018 年 4 月より、オンライン記事検索サービスの名称が、TheSankeiArchives から産経新聞データベースへ変更された。
　62　SciFinder は、2020 年 4 月から新しいバージョンの SciFinder-n が利用できることとなったが、出版元が利用統計を提供しない方針のため、従来の

SciFinder のみの統計を計数している。
　64　TheTimesDigitalArchive1785-1985 の 2017 年統計値は、203 ではなく 217 が正しいものとなる。
　70　山一証券株式会社第一期・オンライン版の 2020 年統計値は、出版社のデータ取得方法変更に伴う不具合発生により利用統計は取得不可となった。
　72　図書館、経済・政治研究所及び法学研究所で契約している 5 分野すべての利用状況。
　72 ～ 78　2019 年度に新規資料を募集し、最終的に 2020 年 4 月～新規契約を行ったタイトルのため、今回から統計対象とするもの。
　79 ～ 82、85　2018 年度以降に買い切り資料として購入したタイトルについて、新たに統計対象とするもの。
　83、84　ジャパンナレッジ Lib のプラットフォームを使用しているが、ページビュー数であれば個別の統計値が取得できるため、2019 年より計数方法

を変更し個別に掲載するもの。
　86　BusinessArchivesOnline（企業史料統合データベース）は、2014 年 4 月より有価証券報告書を含む。なお、2016 年数値は 147 ではなく 145 が、

2018 年数値は 130 ではなく 131 が正しいものとなる。
　87 ～ 93　86 に加え、人文社会系史資料のオンライン配信プラットフォームである J-DAC（ジャパンデジタルアーカイブズセンター）で閲覧できる

買い切り資料として購入したタイトルについて、新たに統計対象とするもの。

ｋ　リポジトリ登録件数・アクセス数・ダウンロード数
リポジトリ登録件数（累計） 18,843
　同上　アクセス数（累積） 370,956
　同上　ダウンロード数（累積） 869,074

ｌ　閲覧・ダウンロード件数

電子化資料 画像数 刊行物 掲載状態
源氏物語他 190 点 19,535 図書館フォーラム 25 号 全文掲載 58 ページ

ｍ　キャンパス間相互利用件数（予約取寄せ）

提供冊数（受付館）

総合図書館 高槻キャンパス
図書館

ミューズ大学
図書館

堺キャンパス
図書館 合　計

受入冊数
（依頼館）

総合図書館 1,136 649 1,074 2,859
高槻キャンパス図書館 445 25 39 509
ミューズ大学図書館 1,158 149 103 1,410
堺キャンパス図書館 539 82 25 646

合　計 2,142 1,367 699 1,216 5,424

ｎ　利用者用パソコン設置台数

総合図書館 高槻キャンパス図書館 ミューズ大学図書館 堺キャンパス図書館 合　計
127 9 10 16 162

⑾
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⑿

⑶　蔵書に関する統計
①　収書状況
ａ　図書資料の所蔵数（2020 年度末現在）

種　別
区　分

図書の冊数　（冊） 定期刊行物の種類数 視聴覚資料
の 所 蔵 数
（点数）

電子ジャー
ナルの種類
（点数）

電子書籍
（点数）図書の冊数 開架図書の

冊数（内数） 内国書 外国書

総合図書館 2,200,616 238,723 15,172
（1,925）

8,817
（818） 124,152 14,962 10,359

高槻キャンパス図書館 58,921 58,921 271
（143）

246
（56） 489 ― ―

ミューズ大学図書館 48,540 48,540 411
（142）

73
（16） 230 ― ―

堺キャンパス図書館 51,571 51,571 185
（145）

44
（22） 166 ― ―

法学部資料室 33,185 33,185 1,028
（370）

50
（12） 79 1 0

経商資料室 32,986 32,986 765
（402）

228
（28） 0 1 0

社会学部資料室 27,922 27,922 1,116
（151）

45
（4） 341 0 0

法科大学院ロー・ライブラリー 15,306 15,306 74
（74）

0
（0） 0 0 0

会計専門職大学院図書資料室 1,241 1,241 10
（10）

0
（0） 0 0 0

東西学術研究所 18,777 0 778
（134）

144
（9） 121 0 1

経済・政治研究所 20,013 0 52
（50）

1
（1） 0 2 0

法学研究所 15,922 0 73
（73）

0
（0） 0 1 0

人権問題研究室 25,495 24,355 70
（70）

2
（2） 111 0 0

計 2,509,694 254,366 20,005
（3,689）

9,650
（968） 125,499 14,965 10,360

注 1　図書の冊数には、製本した雑誌等逐次刊行物を含む。
注 2　視聴覚資料は、マイクロフィルム、マイクロフィッシュが大半を占め、カセットテープ、ビデオテープおよび CD-ROM・DVD-ROM

等を含み、図書の冊数の内数である。
注 3　定期刊行物の種類数には電子ジャーナルの種類数は含んでいない。下段（　）は内数で、継続して受け入れている種類数。
注 4　電子ジャーナルの種類数は延べ数で、総合図書館で集中管理をしている。
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ｂ　過去 5 年間の図書の受入数 （単位：冊）
年度

館 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度

総合図書館 21,730 25,369 20,821 20,016 19,004

高槻キャンパス図書館 1,501 1,672 1,579 1,521 1,923

ミューズ大学図書館 1,450 1,588 1,417 1,560 1,552

堺キャンパス図書館 1,896 1,998 1,896 1,967 2,167

計 26,577 30,627 25,713 25,064 24,646
注 1　製本した雑誌等逐次刊行物を含む。

ｃ　図書資料異動状況 （単位：点）

種別
区分 和　書 洋　書

マイクロ資料
その他 合　計

フィルム フィッシュ

取
得
内
訳

購　入 15,249 4,735 52 0 71 20,107

受　贈 710 17 0 0 0 727

その他 2,465 1,275 72 0 0 3,812

合　計 18,424 6,027 124 0 71 24,646

除籍抹消 4,377 3,467 0 0 1 7,845

増減計 14,047 2,560 124 0 70 16,801

期末在高 1,411,191 819,886 96,342 24,149 8,080 2,359,648
注 1　中国語・朝鮮語図書は、和書に含める。
注 2　「種別」の「その他」は AV 資料、CD-ROM、DVD-ROM 等の資料を含む。

ｄ　雑誌・新聞受入種類数

種別
区分

雑誌・新聞

和 洋 合　計

取
得
内
訳

購　入 1,452 851 2,303

受　贈 845 39 884

その他 58 22 80

合　計 2,355 912 3,267
注 1　中国語・朝鮮語図書は、和書に含める。

⒀
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分類 内　　訳 和 洋 合　計
000 総　記 15,538 11,977 27,515
010 図書館．図書館情報学 6,911 4,654 11,565
020 図書．書誌学 17,387 14,625 32,012
030 百科事典．用語索引 3,559 3,958 7,517
040 一般論文集．一般講演集．雑著 18,194 1,575 19,769
050 逐次刊行物．一般年鑑 23,490 8,019 31,509
060 団体．博物館 1,369 476 1,845
070 ジャーナリズム．新聞 17,458 7,452 24,910
080 叢書．全集．選集 56,846 18,621 75,467
090 貴重書．郷土資料．その他の特別コレクション 1,250 2,338 3,588

総記・計 162,002 73,695 235,697
100 哲　学 4,203 5,471 9,674
110 哲学各論 2,567 3,926 6,493
120 東洋思想 18,853 754 19,607
130 西洋哲学 7,922 20,250 28,172
140 心理学 13,788 15,640 29,428
150 倫理学．道徳 4,025 1,494 5,519
160 宗　教 5,983 4,310 10,293
170 神　道 2,654 56 2,710
180 仏　教 15,995 1,908 17,903
190 キリスト教．ユダヤ教 6,564 9,022 15,586

哲学 ・計 82,554 62,831 145,385
200 歴史．世界史．文化史 6,739 10,681 17,420
210 日本史 53,254 1,221 54,475
220 アジア史．東洋史 33,561 5,239 38,800
230 ヨーロッパ史．西洋史 5,421 17,746 23,167
240 アフリカ史 328 1,591 1,919
250 北アメリカ史 781 2,784 3,565
260 南アメリカ史 97 95 192
270 オセアニア史．両極地方史 99 167 266
280 伝　記 22,528 7,142 29,670
290 地理．地誌．紀行 30,476 6,764 37,240

歴史 ・計 153,284 53,430 206,714
300 社会科学 13,603 8,194 21,797
310 政　治 42,618 49,197 91,815
320 法　律 63,389 89,877 153,266
330 経　済 91,445 95,091 186,536
340 財　政 8,161 6,920 15,081
350 統　計 9,353 5,811 15,164
360 社　会 63,949 53,218 117,167
370 教　育 49,168 13,887 63,055
380 風俗習慣．民俗学．民族学 17,811 4,466 22,277
390 国防．軍事 4,001 1,462 5,463

社会科学 ・計 363,498 328,123 691,621
400 自然科学 7,777 8,769 16,546
410 数　学 10,217 14,924 25,141
420 物理学 6,024 15,395 21,419
430 化　学 6,300 12,988 19,288
440 天文学．宇宙科学 2,395 1,036 3,431
450 地球科学．地学 7,397 4,261 11,658
460 生物科学．一般生物学 6,508 8,550 15,058
470 植物学 1,270 226 1,496
480 動物学 2,405 495 2,900
490 医学．薬学 25,380 10,697 36,077

自然科学 ・計 75,673 77,341 153,014
500 技術．工学 15,995 21,892 37,887
510 建設工学．土木工学 19,093 12,108 31,201
520 建築学 15,899 6,275 22,174
530 機械工学．原子力工学 10,607 8,802 19,409
540 電気工学 23,814 16,299 40,113
550 海洋工学．船舶工学．兵器．軍事工学 1,513 381 1,894
560 金属工学．鉱山工学 5,877 6,249 12,126
570 化学工業 7,183 6,898 14,081
580 製造工業 4,649 1,476 6,125
590 家政学．生活科学 1,881 420 2,301

技術 ・計 106,511 80,800 187,311

②　分類別所蔵図書冊数（日本十進分類法による）
分類 内　　訳 和 洋 合　計
600 産　業 5,443 416 5,859
610 農　業 12,622 4,361 16,983
620 園芸．造園 1,257 221 1,478
630 蚕糸業 232 1 233
640 畜産業．獣医学 988 149 1,137
650 林業．狩猟 1,447 239 1,686
660 水産業 1,793 280 2,073
670 商　業 17,597 14,642 32,239
680 運輸．交通．観光事業 9,698 7,175 16,873
690 通信事業 3,546 2,399 5,945

産業 ・計 54,623 29,883 84,506
700 芸術．美術 14,261 6,661 20,922
710 彫刻．オブジェ 1,019 301 1,320
720 絵画．書．書道 18,041 4,022 22,063
730 版画．印章．篆刻．印譜 845 373 1,218
740 写真．印刷 2,086 509 2,595
750 工　芸 4,332 1,378 5,710
760 音楽．舞踏．バレエ 6,772 1,691 8,463
770 演劇．映画．大衆芸能 15,608 3,816 19,424
780 スポーツ．体育 10,303 3,113 13,416
790 諸芸．娯楽 1,852 238 2,090

芸術 ・計 75,119 22,102 97,221
800 言　語 5,015 15,843 20,858
810 日本語 11,372 303 11,675
820 中国語．その他の東洋諸言語 9,987 1,151 11,138
830 英語 7,007 10,618 17,625
840 ドイツ語．その他のゲルマン諸語 1,096 4,476 5,572
850 フランス語．プロバンス語 1,070 3,145 4,215
860 スペイン語．ポルトガル語 493 570 1,063
870 イタリア語．その他のロマンス諸語 145 407 552
880 ロシア語．その他のスラブ諸語 407 1,352 1,759
890 その他の諸言語 432 951 1,383

言語 ・計 37,024 38,816 75,840
900 文　学 12,615 10,998 23,613
910 日本文学 101,436 1,628 103,064
920 中国文学．その他の東洋文学 30,332 807 31,139
930 英米文学 8,717 25,843 34,560
940 ドイツ文学．その他のゲルマン文学 3,372 13,548 16,920
950 フランス文学．プロバンス文学 4,686 12,679 17,365
960 スペイン文学．ポルトガル文学 1,633 10,854 12,487
970 イタリア文学．その他のロマンス文学 512 570 1,082
980 ロシア・ソビエト文学．その他のスラブ文学 1,908 3,202 5,110
990 その他の諸言語文学 520 1,511 2,031

文学 ・計 165,731 81,640 247,371
合　計 1,276,019 848,661 2,124,680
その他 234,968

図書館蔵書数 2,359,648
注 1　中国語・朝鮮語図書は、和書に含める。
注 2　2014 年度にミューズ大学図書館および堺キャンパス図書館か

ら移管を受けた資料を含む。
注 3　「その他」は、個人文庫などの未分類図書を表す。
注 4　分類名称は新訂 10 版による。

③　分類別所蔵雑誌種類数（日本十進分類法による）
分類 内　　訳 和 洋 合　計
000 総　　　記 4,781 977 5,758
100 哲　　　学 488 525 1,013
200 歴　　　史 848 339 1,187
300 社 会 科 学 4,026 3,541 7,567
400 自 然 科 学 747 934 1,681
500 技　　　術 1,721 1,618 3,339
600 産　　　業 681 359 1,040
700 芸　　　術 830 170 1,000
800 言　　　語 262 267 529
900 文　　　学 1,644 449 2,093

その他 12 1 13
合計 16,040 9,180 25,220

注 1　中国語・朝鮮語図書は、和書に含める。
注 2　2014 年度にミューズ大学図書館および堺キャンパス図書館か

ら移管を受けた資料を含む。
注 3　重複するタイトルは、カウントしていない。

⒁
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④　分類別冊数と分類別冊数の全体に占める割合
ａ　分類別冊数

年度 2020 年度
館名

分類 総合図書館 高槻キャンパス
図書館

ミューズ大学
図書館

堺キャンパス
図書館

000 総記 220,189 11,228 2,867 1,413
100 哲学 134,603 3,354 2,410 5,018
200 歴史 199,139 2,394 2,267 2,914
300 社会科学 638,553 18,393 16,823 17,852
400 自然科学 133,569 5,079 8,114 6,252
500 技術 173,038 5,598 7,678 997
600 産業 78,890 2,444 2,488 684
700 芸術 85,458 2,614 1,017 8,132
800 言語 66,470 5,100 2,199 2,071
900 文学 235,739 2,717 2,677 6,238
その他 234,968 0 0 0

合　計 2,200,616 58,921 48,540 51,571
注 1　総合図書館の蔵書のうち「その他」は、貴重書や特別コレクション・書状など十進分類法になじまないもの。
注 2　2017 年度から「その他」は、４キャンパス図書館ごとに算出することとした。

ｂ　分類別冊数の全体に占める割合

年度 2020 年度
館名

分類 総合図書館 高槻キャンパス
図書館

ミューズ大学
図書館

堺キャンパス
図書館

000 総記 10% 19% 6% 3%
100 哲学 6% 6% 5% 10%
200 歴史 9% 4% 5% 6%
300 社会科学 28% 30% 34% 34%
400 自然科学 6% 9% 16% 12%
500 技術 8% 10% 16% 2%
600 産業 4% 4% 5% 1%
700 芸術 4% 4% 2% 16%
800 言語 3% 9% 5% 4%
900 文学 11% 5% 6% 12%
その他 11% 0% 0% 0%

合　計 100% 100% 100% 100%

⑤　図書館資料費執行額 5 年間の推移 （単位：円）
2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度

図　書
和 90,865,375 86,294,134 84,288,861 83,701,578 82,100,097
洋 81,407,431 79,951,962 71,552,046 67,391,716 72,617,188

雑　誌
和 30,454,818 29,520,048 32,401,608 28,552,190 26,869,675
洋 365,449,403 330,814,027 348,152,804 355,108,041 359,138,162

電子媒体 629,996 3,420,619 2,233,737 1,605,997 1,225,125

マイクロ資料
和 629,856 1,797,336 7,318,080 3,333,456 1,785,520
洋 833,902 373,554 0 0 0

そ の 他 の 資 料 14,256,315 18,258,932 27,649,781 37,072,965 37,739,219
外部データベース 93,344,220 93,257,202 90,371,348 86,242,698 76,512,849

合　　　計 677,871,316 643,687,814 663,968,265 663,008,641 655,640,229
製　本　費 8,853,744 7,602,663 6,959,015 6,579,734 5,738,810

注 1　中国語・朝鮮語図書は、和書に含める。
注 2　「電子媒体」は CD-ROM、DVD-ROM等を含む。
注 3　「その他の資料」には、追録、AV 資料を含む。

⒂
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⑥　電子資料に係る経費の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
2018 年度 2019 年度 2020 年度

電子ジャーナル経費執行額 278,621,627 282,533,596 286,730,735
データベース経費執行額 90,371,348 86,242,698 76,512,849
電子書籍経費執行額 16,201,226 25,577,065 28,131,304

合　　　計 385,194,201 394,353,359 391,374,888
注 1　「電子書籍経費執行額」は、図書費として予算を執行する資料（買い切り製品のデータベース及び電子で刊行

される雑誌バックナンバー）の経費を含む。

⑷　その他関連統計等
①　過去 5 年間の図書館職員

2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度
専 任 職 員
〔人　数〕 21 19 18 18 18

定時職員
〔総勤務時間〕 11,680 11,680 11,750 12,700 11,750

備　　　考

収書担当業務に2名、
サービス担当業務に
3名、システム担当業
務に１名、計 6 名の

「派遣職員」を採用。

収書担当業務に2名、
サービス担当業務に
3名、システム担当業
務に１名、計 6 名の

「派遣職員」を採用。

収書担当業務に3名、
システム担当業務に
1 名、庶務担当業務
に 1 名計 5 名の「派
遣職員」を採用。

収書担当業務に3名、
システム担当業務に
1 名、庶務担当業務
に 1 名計 5 名の「派
遣職員」を採用。

収書担当業務に3名、
システム担当業務に
1 名、庶務担当業務
に 1 名計 5 名の「派
遣職員」を採用。

注 1　定時職員は各人の勤務時間数が異なり、人数での比較が困難なため総予算時間数を記載した。
注 2　４月 1 日現在の職員数を示す。

②　学生の閲覧座席数（2021 年４月１日現在）

図書館の名称 学生閲覧室
座席数（Ａ）

学生収容定員
（Ｂ）

収容定員に対す
る座席数の割合
A/B*100（％）

その他の学習
室の座席数　

備　考
【学生収容定員内訳】

総 合 図 書 館 2,260 23,514 9.61 ―
（千里山キャンパス）
①　学部　　 21,668 名
②　大学院　　1,876 名

高槻キャンパス図書館 235 2,214 10.61 ―
（高槻キャンパス）
①　学部　　　2,090 名
②　大学院　　　124 名

ミューズ大学図書館 134 1,145 11.70 ―
（高槻ミューズキャンパス）
①　学部　　 1,100 名
②　大学院　　　45 名

堺キャンパス図書館 272 1,352 20.12 ―
（堺キャンパス）
①　学部　　 1,320 名
②　大学院　　　32 名

計 2,901 28,225 10.28 ― ①　学部　　 26,178 名
②　大学院　　2,077 名

⒃
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③　10 年間の展示会テーマと会期
年　　度 展示のテーマと講演会の演題 会　　期

2011 年度
特別展 「大坂文人・学者の世界―江戸時代を中心に―」 2011 年 4 月１日～ 5 月 15 日

EUi 企画 日・EUフレンドシップウィーク展示「ヨーロッパのメガネ男子」 2011 年 5 月 20 日㈮～ 6 月 3 日㈮

2012 年度 EUi 企画 日・EUフレンドシップウィーク展示「LOVELETTERfrom
Europe」

2012 年 5 月 28 日㈪～ 6 月 11 日㈪
（6 月 5 日㈫除く）

2013 年度
特別展

「なにわユーモア画譜」展特別企画としての「プレ展覧会　春
爛漫コレクション」 2013 年 4 月 1 日㈪～ 4 月 8 日㈪

大正葵丑蘭亭会百周年（おおさか）記念行事 2013 年 4 月 1 日㈪～ 5 月 19 日㈰
（総合図書館第一会議室及び展示室）

EUi 企画 日・EU フレンドシップウィーク展示 ｢EU 諸国の言語に翻訳
された日本の小説 ｣ 2013 年 6 月 3 日㈪～ 6 月 14 日㈮

2014 年度

図書館・博物館
連携企画展

関西大学名品万華鏡　―館館選イチオシ！―
（於：関西大学博物館） 2014 年 4 月 1 日㈫～ 5 月 18 日㈰

関西大学図書館
創設100 周年

記念展示
関西大学図書館 100 年のあゆみ展 2014 年 4 月 1 日㈫～ 5 月 18 日㈰

EUi 企画 日・EU フレンドシップウィーク展示「アナザー・ワールド」 2014 年 6 月 30 日㈪～ 7 月 14 日㈪
関西大学創立
130 周年記念

展示
科学と芸術―著名院士学者書法展― 2015 年 3 月 27 日㈮～ 4 月 23 日㈭

2015 年度 EUi 企画 日・EUフレンドシップウィーク展示「EUのMultilingualism」 2015 年 5 月 8 日㈮～ 5 月 24 日㈰

2016 年度 EUi 企画 日・EU フレンドシップウィーク展示「ヨーロッパのカフェと
文学」 2016 年 5 月 12 日㈭～ 5 月 26 日㈭

2017 年度 実施せず
2018 年度 記念展示 「石濵純太郎とその学問・人脈」展 2018 年 10 月 22 日㈪～ 11 月 17 日㈯

2019 年度

特別展示
新元号「令和」の出典である『万葉集』 2019 年 4 月 4 日㈭～ 4 月 24 日㈬
新元号「令和」ゆかりの資料
～『万葉集』『文選』『和漢朗詠集』を中心に～ 2019 年 5 月 12 日㈰～ 6 月 30 日㈰

企画展示

平成―11,070days ― 2019 年 5 月 12 日㈰～ 8 月 2 日㈮
（総合図書館 2 階開架カウンター前）

企画展「わたしたちは世界を変えられる」 2019年 9月 21日㈯～ 2020年 1月 30日㈭
（総合図書館 2 階開架カウンター前）

SDGs パネル展「パートナーシップでつくる私たちの世界」 2019 年 11 月 16 日㈯～ 12 月 6 日㈮

2020 年度 企画展示

企画展「知りたい！」が未来をつくる「知りたい！」で世界をひろげる
「科学道 100 冊」

2020年 3月 25日㈬～ 2020年 7月 22日㈬
（於：総合図書館2階開架カウンター前）

企画展「わたしたちは世界を変えられる　
SustainableDevelopmentGoals」

2020 年 4 月 1 日㈬～ 2021 年 3 月 22 日㈮
（於：総合図書館2階開架カウンター前）

企画展「向きあう、広がる、新学期」 2020年 9月 21日㈪～ 2021年 1月 30日㈯
（於：総合図書館2階開架カウンター前）

注 1　展示会のうち場所を示していない場合は、総合図書館展示室において開催した。

⒄
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④　資料の出陳・放映（学外からの依頼分）
依頼機関 展示会・番組等の名称 会期・放映日 掲載・借用依頼資料 請求記号

読売新聞東京本社
文化事業部

特別展
「奇才―江戸絵画の冒険者たち―」

十二ヶ月図
大石氏祇園一力康楽之圖
福禄寿
別世界巻

C2*721.8*M1*1-1/2
C2*721.8*M1*2
C2*721.8*M1*3
C2*721.8*M1*4

東京都江戸東京
博物館

2020 年 6 月 2 日㈫
～ 6 月 21 日㈰
　※ 18 日間開催

山口県立美術館
2020 年 7 月 7 日㈫
～ 8 月 30 日㈰
　※ 49 日間開催

あべのハルカス
美術館

2020年9月11日㈮
～ 11 月 8 日㈰
　※ 55 日間開催

株式会社日経映像 テレビ東京「新・美の巨人たち」
特別編「ゆるい日本画」

2020年6月20日㈯
22：00 放送 別世界巻 C2*721.8*M1*4

⒅
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2 　2020 年度　図書館自己点検・評価委員会名簿
氏　　名 備　　考

規程第 5条 1号委員
新　井　泰　彦 委員長・図書館長

任期：2020 年 4 月 1 日～ 2020 年 9 月 30 日

安　武　真　隆 委員長・図書館長
任期：2020 年 10 月 1 日～ 2021 年 3 月 31 日

規程第 5条 2号委員

木　戸　彩　恵 図書委員会委員（文学部選出）

佐　藤　雅　代 図書委員会委員（経済学部選出）

川　口　寿　裕 図書委員会委員（社会安全学部選出）
任期：2020 年 4 月 1 日～ 2020 年 9 月 30 日

山　川　栄　樹 図書委員会委員（社会安全学部選出）
任期：2020 年 10 月 1 日～ 2021 年 3 月 31 日

石　垣　泰　輔 図書委員会委員（環境都市工学部選出）
任期：2020 年 4 月 1 日～ 2020 年 5 月 31 日

岡　　　絵理子 図書委員会委員（環境都市工学部選出）
任期：2020 年 6 月 1 日～ 2021 年 3 月 31 日

規程第 5条 3号委員 山　﨑　秀　樹 学術情報事務局長

規程第 5条 4号委員 久保田　真　也 学術情報事務局次長（図書館担当）

規程第 5条 5号委員

濱　生　快　彦 図書館事務室

北　野　正　人 図書館事務室

鵜　飼　香　織 図書館事務室

堀　口　和　弘 図書館事務室

【事務局（図書館事務室）】　畠山　勝代、堀口　和弘

⒆
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3 　図書館自己点検・評価委員会規程
 制定　平成 6年 1月 28 日

　（趣　旨）
第 1 条　この規程は、関西大学図書館規程第 7 条第 2 項の
規定に基づき、図書館自己点検・評価委員会（以下「委
員会」という。）について必要な事項を定めるものとする。

　（任　務）
第 2 条　委員会は、図書館における教育研究の支援活動及
び管理運営の自己点検・評価の取組を行うため、次の事
項を行う。
　⑴　自己点検・評価の方針の策定並びに点検項目の設定

及び変更
　⑵　データの収集、分析及び検討
　⑶　報告書の作成
　⑷　その他自己点検・評価及び第三者評価に関する事項

　（各機関の協力）
第 3条　委員会は、前条第 2号に規定するデータ収集のため、
それに関わる各機関に対して協力を求めることができる。

　（報　告）
第 4 条　委員会は、自己点検・評価の結果を図書館長に報
告し、図書委員会の議を経て公表することができる。

　（構　成）
第 5条　委員会は、次の者をもって構成する。
　⑴　図書館長
　⑵　図書委員のうちから図書館長が指名する者若干名
　⑶　学術情報事務局長
　⑷　学術情報事務局次長（図書館担当）
　⑸　図書館事務職員から若干名
　 2　図書館長が必要と認めた場合、2名以内に限り、図書
委員会の議を経て大学内外の有識者に委員を委嘱する
ことができる。

　（委員長等）
第 6条　委員会に委員長及び副委員長を置く。
　 2　委員長は図書館長をもって充て、副委員長は委員の
うちから委員長が指名する。

　 3　委員長に事故があるときは、副委員長がその職務を
代行する。

　（委員の任期）
第 7 条　第 5 条第 1 項第 2 号及び第 5 号に規定する委員の
任期は、2年とする。ただし、再任を妨げない。

　 2　前項の委員に欠員が生じたときは、補充しなければ
ならない。この場合において、後任者の任期は、前任
者の残任期間とする。

　（運　営）
第 8条　委員会は、委員長が招集し、その議長となる。
　 2　委員会は、委員の過半数の出席をもって成立し、議
事は出席委員の過半数の同意をもって決し、可否同数
の場合は議長が決する。

　 3　委員会は、必要に応じて、委員以外の者に出席を求め、
その意見を聴くことができる。

　（事　務）
第 9条　委員会の事務は、図書館事務室が行う。

附　則
　この規程は、平成 6年 4月 1日から施行する。
附　則
　この規程（改正）は、平成 8年 4月 1日から施行する。
附　則
　この規程（改正）は、平成 12 年 4 月 1 日から施行する。
附　則
　この規程（改正）は、平成 13 年 10 月 1 日から施行する。
附　則
　この規程（改正）は、平成 15 年 4 月 1 日から施行する。
附　則
　 1　この規程（改正）は、平成15年 4月 1日から施行する。
　 2　この規程（改正）施行後最初に第 5条第 3号及び第 4
号の規定により選出された委員の任期は、第 7 条第 1
項本文の規定にかかわらず、平成 16 年 3 月 31 日まで
とする。

附　則
　この規程（改正）は、平成 18 年 10 月 12 日から施行し、
平成 18 年 8 月 1 日から適用する。

附　則
　この規程（改正）は、平成 21 年 4 月 1 日から施行する。
附　則
　この規程（改正）は、平成 26 年 4 月 1 日から施行する。
附　則
　この規程（改正）は、2019 年 10 月 1 日から施行する。

⒇
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田 中 舞 衣

令和 2年度図書館等職員著作権実務講習会に参加して

1．はじめに

　令和 2 年 9 月 24 日㈭～ 9 月 25 日㈮に、京都大学
吉田南総合館南棟にて文化庁著作権課主催の「令和
2 年度図書館等職員著作権実務講習会」が実施され
た。
　本講習会の目的は、著作権法施行令（昭和45年政
令第 335 号）第 1 条の 3 第 1 項に掲げる図書館その
他の施設の職員に対し図書館等の実務に必要な著作
権に関する知識を習得させることであった。
　本稿では著作権実務講習会の講義内容を中心に報
告する。

2．著作権法概論（Ⅰ）

　文化庁著作権課の宇山雄大氏より、「著作権制度の
沿革」や「著作権の概要」について講義が行われた。
　そもそも、著作権法の目的とは第 1 条に定められ
ており、「著作物並びに実演、レコード、放送及び有
線放送に関し著作者の権利及びこれに隣接する権利
を定め、これらの文化的所産の公正な利用に留意し
つつ、著作者等の権利の保護を図り、もつて文化の
発展に寄与すること」である。私は今まで著作権法
は著作者（創作者）の権利を保護するための法律と
とらえていた。しかし、過度な権利の保護はかえっ
て著作物の利用を滞らせるため、権利を保護すると
同時に制限することによって著作物の公正な利用を
確保し、文化の発展に寄与していることを学んだ。
また、著作者とは、「著作物を創作する人」のこと
で、通常であれば、実際の創造を行う個人が著作者
となり得る。しかし、著作者とは必ずしも著作物を
創作した個人のみを指すのではなく著作権法第15条
に示される条件をすべて満たす場合には法人、その
他の使用者が著作者となる場合があるため、注意が
必要である。

3．著作権法概論（Ⅱ）

　文化庁著作権課の課長補佐、池野浩幸氏より「著
作者の権利」や「著作隣接権」について講義が行わ
れた。
　著作物とは、著作権法第 2 条で「思想又は感情を
創作的に表現したものであって文芸、学術、美術又
は音楽の範囲に属するもの」と定義されている。そ
のため、人の思想や感情を伴わない単なるデータ（富
士山の高さは 3,776 メートル等）やアイディアに留
まるもの（表現されていないもの）は著作物とは判
断されない。
　広義の「著作権」は「著作隣接権」と「著作者の
権利（著作権）」に分かれる。「著作隣接権」とは著
作物などを人々に伝達する者（著作隣接権者）に与
えられる権利のことである。著作隣接権者には、実
演家・レコード製作者・放送事業者・有線放送事業
者がある。「著作隣接権」は無方式主義であるため登
録等は不要で、実演等を行った時点で自動的に付与
される。「著作者の権利」とは著作権者が自ら著作物
を利用することができ、他人に著作物を無断で利用
されない権利である。「著作者の権利」についても、
無方式主義であるため登録等は不要で、著作物を創
造した時点で自動的に付与される。また、「著作者の
権利」は、さらに、「著作者人格権」と「著作権（財
産権）」に分かれる。「著作者人格権」は著作者が精
神的に傷つけられないようにするための権利であり、
創作者としての感情を守るためのものであるという
性質から譲渡や相続ができない一身専属の権利であ
る。「著作者人格権」には、「公表権（無断で公表さ
れない権利）」、「氏名表示権（名前の表示を求める権
利）」、「同一性保持権（無断で改変されない権利）」
がある。一方で、「著作権（財産権）」は財産的利益
を守るためのもので、譲渡や相続が可能である。著
作物が創造された時点では、通常であれば「創作者
＝著作権者」であるが、上述したように、著作権（人
格権）は譲渡や相続が可能であるため、創作者と著
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作権者が異なる場合があり、注意が必要である。

4．著作権法概論（Ⅲ）

　文化庁著作権課の著作権調査官、高藤真人氏より
「他人の著作物等を利用する方法」や「著作物等の例
外的な無断利用ができる場合」について講義が行わ
れた。
　他人の著作物を利用するためには原則として著作
権者の許諾を受ける必要がある。しかし、「保護の対
象でないもの」や「保護期間が切れているものの場
合」、「権利制限規定による例外の場合」などは許諾
を得ずに他人の著作物を利用することができる。ま
ず、著作権法の保護の対象となる著作物とは、「日本
国民の著作物であること」、「日本で最初に発行され
た著作物であること」、「条約によって保護の義務を
負う外国の著作物であること」のいずれかに該当し
ているものである。つづいて、保護期間とは「著作
権」や「著作隣接権」などに定められている一定の
存続期間のことをいう。例えば、「著作者人格権」は
一身専属の権利であるため、保護期間は著作者の「生
存している期間」である。一方で、「著作権（財産
権）」の保護期間は、著作者が著作物を「創作したと
き」にはじまり、原則として著作者の「生存してい
る期間」＋「死後70年間」である。なお、保護期間
の計算方法を簡単にするため、すべての期間は、死
亡・公表・創作した年の「翌年の 1 月 1 日」から起
算される。さいごに、「権利制限規定による例外」で
許諾を得ずに利用できる場合とは、例えば、私的使
用のための複製や教育目的の複製、司法・立法・行
政のための内部資料としての複製等である。

5．著作権法各論（Ⅰ）

　文化庁著作権課の著作権調査官、高藤真人氏より
「図書資料の複製等」について講義がおこなわれた。
　上述の通り、著作物の利用の際には原則として著
作権者の許諾が必要である。しかし、図書館等の公
共的機能に着目し、一定の条件を満たせば著作権者
の許諾が不要とされている。図書館等で提供されて
いる複写サービスはその一例である。「主体が図書館
等であること」、「営利目的でないこと」、「図書館等
が所蔵している資料を複製すること」、これらの条件
を遵守したうえで、「利用者の求めに応じて、その調
査研究の用に供するためにすでに公表されている著

作物の一部分を一人につき一部提供する場合」、「所
蔵資料の保存のために必要がある場合」、「他の図書
館等の求めに応じ、絶版その他これに準ずる理由に
より一般に入手することが困難な所蔵資料（絶版資
料等）の複製物を提供する場合」のいずれかに当て
はまる場合に、図書館等は著作物の複写サービスな
どを利用者に提供することができる。

6．著作権法各論（Ⅱ）

　文化庁著作権課の著作権調査官、高藤真人氏より
「視聴覚資料の利用等」について講義が行われた。
　非営利・無料の場合の上演や貸与等や障害者のた
めの複製について学んだ。視覚障害者のための複製
等については、すでに公表され、著作物の題名など
の出所を明示したうえで、著作物を点字に訳して複
製することが可能であり、この場合は権利者に許諾
を取らず、誰でも複製することができる。また、視
覚著作物を音声にするためには、上記の条件に加え
て、公衆に提供されていないことなどを遵守するこ
とが必要であることを学んだ。

7．おわりに

　これまで、「著作権」という言葉は日常で耳にし、
目にすることはあったが、著作権についての知識は
曖昧で、不確かなものであった。今回の講習会を受
講し、著作権とは何かを学び、著作権法がどのよう
な目的で制定されているかなどを知ることができた。
特に印象的であったのは、「著作者が必ずしも著作権
者ではない」ということである。現在私が担当して
いる学術機関リポジトリの業務において、コンテン
ツを登録するためには著作権者から複製権と公衆送
信権の許諾を受ける必要がある。その際著作権者の
確認が欠かせないが、執筆者、出版社、学会など様々
な主体が著作権者となる場合がある。そのため、「論
文を書いた人（執筆者）が著作権者である」と解す
るのではなく、「著作者が必ずしも著作権者ではな
い」ということを日ごろから念頭に置き慎重に業務
に取り組みたい。また、自身が勤めている図書館が、
利用者に提供している様々なサービスの根拠を学ぶ
ことができ、とても貴重な機会となった。著作権法
は、社会状況の変化に対応するために、内容が改正
されていくものであるため、今後も継続して著作権
法について学んでいきたい。
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2020年度図書館活動報告
●●●●●●●館 活書図 告報動

1　図書委員会
第 1 回：2020 年 4 月 15 日㈬［持回り開催］
・審議事項（2019 年度図書費決算について、2020 年

度図書費予算について）
・報告事項（2020年度冊子体雑誌及び個別電子ジャー

ナルの選定について、学習用図書の選書協力につい
て、2020年度市民利用の受付結果について、新型コ
ロナウイルスの影響拡大に伴う図書館の対応につい
て、図書館年間展示計画について、図書館における
SDGs の取組について、koaLABO（パスファインダ
ー）の周知について、2020年度図書委員会開催日程
について）

第 2 回：2020 年 5 月 20 日㈬［オンライン開催］
・確認事項（図書委員会における代理出席の取扱につ

いて）
・報告事項（2019年度冊子体雑誌及び個別電子ジャー

ナルの支払実績およびその割合について、2021年度
冊子体雑誌および個別電子ジャーナルの予算につい
て、冊子体雑誌、個別電子ジャーナルの選定につい
て、オックスフォード大学出版局の電子書籍トライ
アルについて、新型コロナウイルスの影響拡大に伴
う図書館の対応（特別入館）について）

第 3 回：2020 年 6 月 17 日㈬［オンライン開催］
・審議事項（電子ジャーナルパッケージ及びデータベ

ースのスクラップ＆ビルドによる新規購入希望申請
について）
・報告事項（冊子体雑誌及び個別電子ジャーナルの投

票結果について、研究用図書の購入希望について、
新型コロナウイルスの影響拡大に伴う図書館の対応
について、図書館における SDGs の取組について）

第 4 回：2020 年 7 月 22 日㈬［オンライン開催］
・審議事項（冊子体雑誌及び個別電子ジャーナルの選

定について）
・報告事項（CAT2020 による図書館書誌データの変

更について、高額資料の購入について、KOALA の
利用停止について、新型コロナウイルスの影響拡大
に伴う図書館の対応について、KULibrarythinks
SDGsⅡの実施について、2020 年度自己点検・評価
報告書の作成について）

第 5 回：2020 年 9 月 23 日㈭［オンライン開催］
・審議事項（2021 年度図書費の予算申請について）
・報告事項（2020 年度図書費予算執行状況（4 月～ 8

月）について、ProQuestEbookCentral試読型選

書システムのトライアルについて、高額資料の購入
について、新型コロナウイルスの影響拡大に伴う図
書館の対応について、図書館ミニ・ガイダンス（秋
学期）の実施内容について、【高槻・ミューズ大学・
堺】秋学期企画展「これが世界のノンフィクション」
について、リザーブブック制度について、KULibrary
thinksSDGs2020 の実施について、2020 年度自己
点検・評価報告書の提出について、総合図書館書庫
狭隘化対策について）

第 6 回：2020 年 10 月 21 日㈬［オンライン開催］
・審議事項（電子ジャーナルパッケージ・データベー

スの 2021 年購入候補について）
・報告事項（学園祭期間中の図書館の開館日程につい

て、「新入生に贈る100冊」関連講演会の実施につい
て、その他）

・懇談事項（新館長の所信に基づく暫定方針について
の意見聴取協力依頼）

第 7 回：2020 年 11 月 18 日㈬［オンライン開催］
・報告事項（冊子体雑誌及び個別電子ジャーナルの

2021年購入候補について、2021年度関西大学図書館
市民利用の募集について）

・懇談事項（館長の暫定方針（案）における当面の課
題についての意見交換）

第 8 回：2020 年 12 月 16 日㈬［オンライン開催］
・審議事項（2021 年度図書館開館日程（案）につい

て、冊子体雑誌・個別電子ジャーナル（C+D）及び
電子ジャーナルパッケージ・データベース（A+B）
の2022年における新規購入希望申請受付の見送りに
ついて）

・報告事項（文献相互利用（ILL）における校費料金
立替処理3月分の運用について、2021年度学部一般
入試期間中の図書館の利用について、高額資料の購
入について）

・懇談事項（館長の暫定方針（案）についての意見交
換）

第 9 回：2021 年 1 月 27 日㈬［持回り開催］
・報告事項（2020年度図書費予算執行状況（4月～12

月）について、高額資料の購入について、電子ジャ
ーナルパッケージ・データベースの2021年購入候補
について、新型コロナウイルスの影響拡大に伴う図
書館の対応について）

・その他（館長からの経過報告と要請）
第 10 回：2021 年 2 月 17 日㈬［オンライン開催］
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・審議事項（総合図書館への集密書架増設に伴う館内
レイアウト変更について）
・報告事項（総合図書館リニューアル計画（書庫狭隘

化対応を含む）について、冊子体雑誌、個別電子ジ
ャーナルの2021年購入資料タイトルについて、2021
年度図書館ガイダンスについて、新型コロナウイル
スの影響拡大に伴う図書館の対応について）
・その他（館長からの経過報告と要請（セーフティネ

ットの構築））
第 11 回：2021 年 3 月 17 日㈬［オンライン開催］
・報告事項（「日々是好日365 日、今日を生きよう」
（春学期企画展）の実施について、ミューズ大学図書
館、堺キャンパス図書館における図書リタイヤ作業
について、新型コロナウイルスの影響拡大に伴う図
書館の対応について）
・その他（館長からの経過報告と要請（セーフティネ

ットの構築））

2　図書館自己点検・評価委員会
第 1 回：2020 年 7 月 22 日㈬［オンライン開催］
・審議事項（2020年度自己点検・評価報告書の作成に

ついて）
・報告事項（関西大学自己点検・評価委員会（大学部

門委員会）事項について）
第 2 回：2020 年 8 月 5 日㈬［持回り開催］

・審議事項（2020 年度自己点検・評価報告書（修正
案）について）

3　図書館会議
　図書委員会開催の前週水曜日に図書館長と図書館職員で

「図書館会議」を開催し、次回図書委員会事項等を協議して
いる。

4　関西四大学図書館長会議
　新型コロナウイルス感染拡大状況に鑑み開催を取止めた。

5　講演会・セミナー・講習会等の開催
⑴　オンライン講演会【「新入生に贈る 100 冊」関連企画】
・開催日：2020 年 11 月 16 日㈪
・演　題：「敏感すぎる人（HSP）として少数派で生

きること」
・講演者：十勝むつみのクリニック

　　　　長沼　睦雄氏
⑵　館内での研修会
・開催日：2020 年 12 月 2 日㈬
・演　題：「With/Afterコロナの大学図書館の在り方」
・主催者：紀伊國屋書店

⑶　館内での展示①

・開催日：2020 年 3 月 25 日㈬～ 7 月 22 日㈮
・内　容：春学期企画展「知りたい！」が未来をつく

る「知りたい！」で世界をひろげる
・場　所：総合図書館 2 階開架カウンター前

⑷　館内での展示②
・開催日：2020 年 4 月 1 日㈬～ 2021 年 3 月 22 日㈮
・内　容：企画展「わたしたちは世界を変えられる

SustainableDevelopmentGoals」
・場　所：総合図書館2階「KULibrarythinksSDGs

開架ブース」
�　館内での展示③
・開催日：2020 年 9 月 21 日㈪～ 2021 年 1 月 30 日㈯
・内　容：SDGs 教員推薦図書の展示
・場　所：総合図書館 2 階開架カウンター前

〈巡回展示（館外）〉
・2020 年 11 月 1 日㈰～ 11 月 10 日㈫

　　紀伊國屋書店　梅田本店
・2020 年 11 月 16 日㈪～ 11 月 25 日㈬

　　紀伊國屋書店　札幌本店
・2020 年 12 月 1 日㈫～ 12 月 10 日㈭

　　紀伊國屋書店　新宿本店
・2020 年 12 月 16 日㈬～ 12 月 25 日㈮

　　紀伊國屋書店　神戸阪急店
・2021 年 1 月 17 日㈰～ 1 月 26 日㈫

　　紀伊國屋書店　福岡本店
・2021 年 2 月 1 日㈪～ 2 月 10 日㈬

　　紀伊國屋書店　広島店
�　館内での展示④
・開催日：2020 年 9 月 21 日㈪～ 2021 年 1 月 30 日㈯
・内　容：企画展「向き合う、広がる、新学期：

SustainableDevelopmentGoals」
・場　所：総合図書館 2 階開架カウンター前

�　館内での展示⑤
・開催日：2020 年 9 月 21 日㈪～ 10 月 16 日㈮
・内　容：「これが世界のノンフィクション」
・場　所：堺キャンパス図書館

�　館内での展示⑥
・開催日：2020 年 10 月 1 日㈭～ 2021 年 3 月 27 日㈯
・内　容：「SDGsaudiovisualselection」

　　　　「名作シリーズ傑作選」
・場　所：総合図書館 2 階 AV 資料閲覧コーナー

�　館内での展示⑦
・開催日：2020 年 10 月 23 日㈮～ 11 月 21 日㈯
・内　容：「これが世界のノンフィクション」
・場　所：高槻キャンパス図書館

�　館内での展示⑧
・開催日：2020 年 11 月 26 日㈭～ 12 月 23 日㈬
・内　容：「これが世界のノンフィクション」
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・場　所：ミューズ大学図書館
�　各種ガイダンス

　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、春学期は
入門・活用・入庫・ミニガイダンスとも対面では実施せ
ず、秋学期はミニガイダンスの一部を除き実施した。実
施停止期間中は、その代替として、次のとおり対応した。
⃝「入門ガイダンス」
・音声動画を作成、配信
・�オリエンテーション「図書館いって Q」の内容をリ

ニューアル
⃝「活用ガイダンス」
・全提供モジュールについて音声動画を作成、配信

・�koaLABO に「【教員向け】オンライン版図書館ガ
イダンスの授業利用」ガイドを作成

⃝「入庫ガイダンス」
・�2020 年度に限り、「書庫の利用方法」ビデオ視聴に

より、学部 3 年次以上の学生には自己申告により入
庫資格を認めることとした。

⃝図書館ミニ・ガイダンス
　需要が高く 1 対 1 での対応となるオーダーメイドガ
イダンスのみ秋学期から実施した。

6　規程・内規・要領の改正
なし
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コロナ禍における図書館利用サービスについて

新　谷　大二郎

●●●●●●●館 活書図 告報動

　本稿は、2020 年 3 月～ 2021 年 3 月の当館における新型コ
ロナウイルス感染症対応（以下、「コロナ対応」という。）に
ついて、報告するものである。取り上げるトピックは、以下
のとおりである。

1　2020 年 3 月以降の当館のコロナ対応
2　コロナ禍でのサービス検討
3　感染予防対策について
4　ノウハウの蓄積および今後の課題

　それぞれの対応のより詳細な点については、当館ウェブサ
イトの新型コロナウイルス感染症対応特設ページにまとめた
ので、関心があればご覧いただきたい。

新型コロナウイルス感染症対応特設ページ URL
https://kansai-u.libguides.com/c.php?g=927108

1　2020 年 3 月～ 2021 年 3 月の当館のコロナ対応
　当館では、2020 年 3 月以降にコロナ対応が本格化した。主
な対応は以下のとおりである。

3 月 ・�グループ学習空間の提供中止（グループ閲覧室は
9 月 21 日まで、ラーニング・コモンズは 9 月 28
日から一部再開）
・ガイダンスの受付中止（9 月 14 日まで）
・�学部卒業式・大学院学位記授与式の中止による関

係者以外入構禁止措置に伴い、臨時休館
4 月 ・�休講措置に伴い、休業期間中と同規模のサービス

内容での開館（開館日時の縮小）
・図書館ガイダンスの一部音声動画化、配信

・11 日より臨時休館（～ 6 月 14 日まで）
・�臨時休館体制の中での授業担当教員への授業準備

支援開始
・�13日よりシフト制による在宅勤務体制に移行。事

務室、業務委託業者ともに 2 チームに分かれて、
隔週で出勤（5 月末まで）

5 月 ・�学部生・大学院生の条件付利用を開始（事前申込
制、曜日・時間限定、入館上限人数設定）

6 月 ・�入構規制措置緩和を受け、学部生・大学院生の条
件付利用の条件を緩和（事前申込不要、曜日・時
間の拡大）
・�15日より臨時休館を解除。学外者の利用も可とし
（ミューズ大学図書館は6月24日から）、ほぼ平常
に近いサービス内容で再開

8 月 ・�休業期間に入り、通常の休業期間中のサービス内
容での開館とする。

9 月 ・�14日、秋学期から原則対面授業が再開されること
になったことを踏まえ、ガイダンスの受付を再開。
図書館ミニ・ガイダンスについてはデータベース
の使い方を個別に案内するオーダーメイドガイダ
ンスを除き、秋学期は実施しないことを決定
・�21日、秋学期開始。総合図書館の平日の開館時間

のみ 2 時間短縮して開館。グループ学習空間につ
いては、同 21 日にグループ閲覧室の提供を再開、
28日からはラーニング・コモンズの提供を一部再
開

10 月 ・�特定学部の積極的予防措置により出席停止となっ
た学生の入館を制限

1 月 ・�大阪府下緊急事態宣言発令に伴い、グループ閲覧
室、ラーニング・コモンズを閉室（一部は授業第
15 週終了後閉室）

2 月 ・�24 日、グループ閲覧室、ワーキング・エリアを除
いたラーニング・コモンズの提供を再開

2　コロナ禍でのサービス検討
　当館ではコロナ禍での利用者への支援内容として、主に以
下の内容を検討ないし実施した。
⑴　図書館が有する電子情報資源の案内、ガイダンス等の利

用案内の電子化
　図書館では電子図書、電子ジャーナル、データベース、各
種オンラインパスファインダーなど、利用者が来館せず利用
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できる情報資源を従前より備え付けてきたが、コロナ禍の状
況において、それらの入手、利用方法が利用者にほとんど浸
透していないことが明らかになった。
　それを受けて、図書館ではwebパスファインダー作成ツー
ル LibGUIDES（当館での名称は koaLABO）を用いて、上述
の新型コロナウイルス感染症対応にかかる情報をまとめた特
設ページを作成するとともに、同特設ページに「学外から利
用できるサービス」と題して、上記の各種情報資源にはどの
ようにしてアクセスするかを示したwebページを作成するこ
ととした。その甲斐あってかどうか、4 月春学期開始当初は
頻繁であった電子情報資源へのアクセスにかかる問い合わせ
が、5 月に入ってからは減少し、替わって図書館の開館再開
予定に関する問い合わせが増加するという推移があった。
　また、上述のような既存のサービスの認知度を高める案内
を充実させるとともに、新たな電子的な利用案内のコンテン
ツ拡充を行った。具体的には、利用ガイダンスの内容の音声
動画配信（元となっているパワーポイント資料も提供）、各種
利用案内に利用者をナビゲートするポータルページの作成な
どが挙げられる。ポータルページでは、各データベースごと
に演習問題を提供することも行った。これは、音声動画ガイ
ダンスもしくは提供用ガイダンス資料と併せて教員自身で図
書館ガイダンスを完結できるような構成となるよう意図した
ものである。ただ、今のところ、それらのコンテンツについ
て、図書館がそうした使い方を意図して公開していることを
伝達する手段に乏しく、認知度が高い状況にあるとは言えず、
対面で用途を伝えることができれば、より有効に活用しても
らえそうなのに、と二律背反の悩ましい状況にある。
�　データベースベンダーなどによる特別支援サービスの導入
　コロナ禍において、各ベンダーから特別支援サービスが提
示され、当館においても利用者から情報提供があったものも
含めて、各社の支援内容を精査、積極的に導入を行った。
�　臨時休館中の特別入館サービス
　上述したように、臨時休館当初は来館せず利用できるサー
ビスに関する問い合わせが集中したが、その後、開館再開予
定の問い合わせが増加し、対応が求められることになった。
特に早くから卒業論文等に着手する学部・研究科の教員・学
生からの要望は切実なものであったため、図書館としても電
子的な資源だけではまかないきれないサービスの需要に応え
る方途が必要であった。当然、それまでにも検討を重ねては
いたが、それがより切迫したものとなってきたということで
ある。ところで、この時期の要望について印象に残っている
のは、勉強する「場所」がないから図書館を開けてほしいと
いう趣旨のものがかなり多かったことである。
　こうした状況に対応するべく、図書館では条件を設けて入
館を許可する特別入館サービスと、図書および論文単位の文
献複写物を郵送で送付する郵送サービスの実施について、検
討を行った。郵送サービスについては、すでに実施していた
機関も複数あり、それら機関における実施状況も探りつつの

検討となった。
　結果として、当館では郵送サービスについては種々の事情
から実施には至らず、5 月中旬より制限された条件下で入館
を認める特別入館サービスを実施することになった。当初の
主な条件は以下のとおりである。
・申込書のメール送付による事前申込制
・週 2 日開館
・開館時間中 1 時間のみ滞在を認める。
・1 時間単位での入館上限人数を 40 名とする。
・提供サービスの限定（レファレンス不可など）

特別入館サービス申込様式

 

  

No.  ―    ―    
関西大学図書館長 殿                             年   月   日 

特別入館申込書 

□キャンパスへの立ち入り及び窓口業務についての本学の取扱に基づき、密となる状況を避けるなどの感染拡大防止に留意することに同意

するとともに、以下の注意事項を確認の上、特別入館を申し込みます。(左のボックスに☑を入れてください) 

(1) 関西大学に在籍する学部生、大学院生の方が申込可。科目等履修生等も含みます。単位互換履修生は申し込めません。 
(2) 本申込書を利用希望日の前々日(土・日祝祭日除く)の 17:00 までに、lib-toku@ml.kandai.jp にメールで提出してください。ただし、

利用希望館とは別のキャンパス図書館の取寄せを希望する場合は、1 週間前までに提出してください。さらに、配送に時間を要する場

合は、調整させていただくことがあります。マイクロ資料を希望の場合は、事前にご相談ください。 

(3) 総合図書館、高槻キャンパス図書館、ミューズ大学図書館、堺キャンパス図書館が利用できます。来館時には図書館からの回答メー

ルの画面をカウンターに提示してください。 

(4) 利用可能日は祝祭日を除く火・金曜日 10：00～16：00 です。 
(5) 滞在時間は最大 1 時間以内とします。利用可能なサービスは貸出・複写・返却となります。（なお返却については、総合図書館におい

ては、利用可能日に限り正面入り口前に返却ボックスを設置します。別のキャンパス図書館は、係員にお渡しください。） 

(6) 同時に入館できる人数の上限を設定しているため、ご希望に添えない場合は、入館日時の変更をお願いすることがあります。 
(7) 図書の貸出冊数は学部生 10 冊、大学院生 20 冊、貸出期間は学習用図書 1 か月(貸出延長不可)、研究用図書は学部生は 1 ヶ月(貸出延

長不可)、大学院生は 3 ヶ月とします。製本雑誌は貸出できません。KOALA 上では帯出できるように表示されますので注意ください。 

(8) 本申込書は利用希望日時を第 3 希望まで記入した上で、提出してください。また、少しでも多くの方にご利用いただくため、連続し

た日程での申し込みは控えてください。 

申 
請 
者 

学籍番号：                 氏名： 

TEL：                   e-mail： 
                     ※lib-toku@ml.kandai.jp からの連絡を受信できるように設定ください。 

理由・目的等 □卒業論文・学位論文  □課題・レポート  □その他（           ） 
※該当する項目に☑を入れてください。その他の場合、()内に理由を入力ください。 

利用希望館 
□総合  □高槻  □ミューズ  □堺 
※いずれか一つに☑を入れてください。 

利

用

希

望

日

時 

第 1 希望   月 日 ( ) 
以下のいずれか一つに☑を入れてください 
□10:00～11:00  □11:00～12:00  □12:00～13:00   
□13:00～14:00 □14:00～15:00  □15:00～16:00   

※事務記入欄 

第 2 希望   月 日 ( ) 
以下のいずれか一つに☑を入れてください 
□10:00～11:00  □11:00～12:00  □12:00～13:00   
□13:00～14:00 □14:00～15:00  □15:00～16:00   

※事務記入欄 

第 3 希望   月 日 ( ) 
以下のいずれか一つに☑を入れてください 
□10:00～11:00  □11:00～12:00  □12:00～13:00   
□13:00～14:00 □14:00～15:00  □15:00～16:00   

※事務記入欄 

他

館

か

ら

の

取 
寄 
希 
望 
資 
料 

請求記号 書名・著者名・出版者・資料ＩＤなど 
  

 
 

        資料ＩＤ（            ） 

 
 
 
  

 
 

        資料ＩＤ（            ） 

 
 
 

備考  

 
【事務処理欄】 

 日付  氏名 
受  付 ／ 事務室  
確 認  ／ 総合・高・ミュ・

堺  

通 知 ／ 総合・高・ミュ・

堺  
※本申込書に記入された氏名、所属、電話番号等の個人情報については、特別入館申込に関する業務（申込者本人への事務連絡を含む）以

外の目的には使用しません。 

館長 次長 事務長 
／ 

 
／ 
 
 

／ 
 
 

　その後あまり間を置かず緊急事態宣言が解除され、大学の
入構禁止措置も解除されたため、特別入館サービスによる開
館日数は 6 日と短いものとなったが、その間の申込にかかる
問い合わせのメールのやりとりは 1,000 件を超え、受付を担
当するスタッフは連日遅くまで対応にあたることになるなど、
特別入館サービスと実施には至らなかった郵送サービスを並
行して提供するには人的資源を筆頭に、あらゆる資源が足り
ていないといった、その後の対応を検討する際の材料を得る
貴重な経験となった。
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3　感染予防対策について
当館において実施している感染予防対策については、以下の
とおりである。

〇ソーシャルディスタンスの確保に関して
⑴　閲覧座席の間引き、座席の使用不可掲示
　総合図書館において、通常 2,000 超の座席を最も少ない時
で240席まで間引き、閲覧座席使用中の間隔の確保に努めた。
バックヤードに収まりきらない座席については、机上に「使
用禁止」掲示を貼付することで対応した。
　間引き後の座席利用については、概ね図書館の意図どおり
に利用されているが、やはり利用者による座席の移動、稀に
は抜取した座席を集めている場所からの座席の持ち出しがあ
り、都度注意している。
⑵　カウンター、グループ学習空間へのテーブルマスクの設置
　約 200 個のテーブルマスクを調達し、カウンターでのスタ
ッフと利用者間、グループ学習空間での利用者間のソーシャ
ルディスタンスを確保するように努めた。
　グループ学習空間においては、テーブルマスクをまたいで
議論をしたり、隣り合うように席を移動させたりと、むしろ
通常よりも距離を近づけることになるような状況も散見され、
利用指導に苦慮した。

⑶　カウンター、自動貸出機動線へのソーシャルディスタン
スシールの貼付

　タイルカーペットにも貼付できるソーシャルディスタンス
シールを50枚調達し、要所に配置した。しかし、相性がある
のか、うまく床面に定着しない館もあり、当該シールをコピ
ー、ラミネート加工の上、養生シールで固定するなどの対応
を行うこともあった。これについては、利用者が図書館の意
図しない行動を見せることもなく、適切に運用できている。

〇換気・消毒に関して
　換気については、厚生労働省の3密防止ポスターによると、
1時間に2回以上、1回数分程度の二方向の開放による換気が
推奨されている。しかし、特に総合図書館では施設全体の空
調管理の側面から開放できる窓が限られるため、実質出入口
の開放による換気を行うしかなく、すると、気候が温暖な季
節はよいが、冬になると出入口に配置されるスタッフの健康
被害が想定されることから、1 時間に 1 回、5 ～ 10 分の換気

を行うことにした。また、窓の開放による換気を行わなくて
も、施設の空調設備による十分な換気が行われていることを
施設管理業者に確認している。そのため、本来は窓の開放に
よる換気は必要ないのだが、念のために実施しているもので
ある。
　消毒については、以下を実施している。

⑴　館内各所への消毒液の設置
⑵　毎日の清掃業者による清掃時に、閲覧机、共用部分（ト

イレ、手すり、電灯スイッチなど）の消毒
⑶　図書館スタッフによる貸出備品の返却時消毒、利用者

用パソコンの閉館時消毒、特別閲覧室の使用後消毒
　その他、利用者からの要望が多いものとしては、返却図書
の消毒があるが、これについては日々の返却図書の量から手
作業による処理は難しく、機器の導入により利用者自身で消
毒を行わせることも検討したが、4 館分の費用を確保するこ
とは難しかったため、実施していない。図書の使用前後に手
指を消毒することを励行している状況である。

4　ノウハウの蓄積および今後の課題
　最後に、コロナ対応にかかる当館におけるノウハウの蓄積
に対する姿勢と、それを活かしての今後の課題への対応方針
について述べたい。
　ノウハウの蓄積に関しては、コロナ対応の当初からこれが
一過性のものではなく、収束後にも影響を及ぼすものである
という認識があったため、ただ雑多に記録を蓄積するだけで
なく、その後それをノウハウとして活用するためにはどのよ
うにすべきかという観点で関連の資料を作成したり、実施し
てきたことをドキュメント化したりといったことに努めてき
た。冒頭のコロナ対応の特設ページの作成も、最たる目的は
利用者に提供する情報を一元化することであったが、そうし
た考えの下に作成されたものでもある。具体的には、緊急事
態宣言発令時などのその時々の状況や大学の対応基準と紐づ
けた図書館各サービスの提供条件の網羅的な相関表の作成や、
時系列に沿った体系的な図書館からの発信情報の記録・整理、
入館者数の推移などの統計情報や数字上の館内のキャパシテ
ィに基づいた閲覧座席数の間引き設定などが挙げられる。こ
のようにしてその当時の判断の結果だけが記録に残るのでは
なく、どのような過程・方法からその判断に至ったのかが資
料上で明らかになるように各種ドキュメントを残しておくこ
とで、今後の対応にも活かされるものと期待している。
　そうした蓄積を基に、このコロナ禍の経験を経て、今後当
館で対応していくべき課題としては、以下の点が挙げられる。
目下、コロナ禍はまだまだ収束の兆しを見せておらず、その
ため、これら課題についても喫緊のものとアフターコロナを
見据えてのものという区別が生じるものと認識しているが、
いずれにしても取り掛かっていかなければならないものとし
て挙げている次第である。
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⑴　図書館の各種サービスの遠隔利用を可能とすること
　特に申込を必要とするサービスなどは、押印・署名を必要
とすることや複雑な条件を説明した上で受け付けることなど
の障壁があり、未だ対面を前提としているものが多く、これ
をオンライン等の対面を前提としない方法で受け付けられる
運用の検討が急務である。
⑵　感染防止策と、居場所、資料保存場所としての図書館の

機能との折り合い
　コロナ禍において授業のオンライン化が促進され、オンラ
イン授業と対面授業が共存する状況が生まれたことにより、
学内でオンライン授業を受講するための場所として、図書館
に新たな需要が生まれている。そのための居場所を求める利
用者の状況は、自身ですべてを用意でき、場所だけを必要と
している者もいれば、オンライン授業を再生するための機器
の貸出から利用方法の説明を求める者まで、千差万別である。
図書館では、現状できる範囲のサービスを提供しながらも、
今後、この新たな需要にどこまで応えるのかを検討していか
なくてはならない。
　また、資料保存場所としての機能についても、感染防止策
を講ずるにあたって、再考を求められる側面が出てきている。
具体的には、感染防止のためには換気を必要とするが、換気
により普段は気候に合わせて最適な水準に保たれているはず
の温湿度が変動し、カビの発生を助長させたり、ムシの侵入
が増加するといったことである。当館でも実際にカビの発生
範囲が広がっている状況が見受けられ、より効果の高いと思
われる薬剤を導入するなどの対策をすでに講じているが、対
処療法でしかないため、抜本的な状況改善には、施設環境の
側面からの対応が必要と考えている。
⑶　感染防止策を講じた上での座席数の原状復旧などの施設

環境の整備
　仮にコロナ禍が収束したとしても、その際の施設環境にお
ける対応が座席をそのまま戻すだけといったことに留まれば、
リスク管理の姿勢を問われることになりかねない。コロナ禍
収束後の施設環境のあるべき状態を見据えて、準備を整えて
いくべきである。
⑷　留学生などの海外在住者、大学付近と遠方など複数に拠

点をもつ利用者の対応
　例えば、郵送サービスを導入している機関でも海外住所へ
の送付は対応していない場合が多く、当館においても郵送サ
ービスを実施したとしても海外はサービス対象外とする想定
であったということがある。また、オンライン授業を希望し
ており、現在の居住地は実家なり遠方であるが、大学付近に
も拠点をもっており、そちらの方に貸出図書を置いたままに
しているため、取りにいけないといった事例も発生している。
これら様々な生活様式に応えるためのサービスのあり方の模
索が必要である。

　その他にもコロナ禍により顕在化し、コロナ前後では考え
方、サービスの提供の方法が変化することになると思われる
ことは枚挙にいとまがない。
　当館では、これまで述べてきたとおり、今回の経験で得た
ノウハウを基にして、これからのあるべき図書館像を検討し、
新しく、かつ持続可能性のある図書館サービスを模索してい
きたい。

臨時休館期間中（2020 年 4 月 11 日～ 6 月 14 日）の利用統計
専任教員 非常勤講師 大学院学生 学部生 その他

入館
者数

貸出
冊数

入館
者数

貸出
冊数

入館
者数

貸出
冊数

入館
者数

貸出
冊数

入館
者数

貸出
冊数

4月11日～
5 月 12 日 総合図書館 26 146 2 45 4 68

高槻キャン
パス図書館 0 0 0 0 0 0

ミューズ大
学図書館 0 0 0 0 0 0

堺キャンパ
ス図書館 1 19 0 0 0 0

5月13日～
6 月 14 日 総合図書館 114 188 69 169 272 885 603 1,773 13 45

高槻キャン
パス図書館 2 1 1 8 3 3 3 14 0 0

ミューズ大
学図書館 5 6 2 1 14 5 21 27 1 0

堺キャンパ
ス図書館 1 8 1 2 0 0 29 40 1 1

注 1　4 月 11 日～ 5 月 12 日は、授業担当教員への授業準備支援のための特別対応期間　貸出冊数にはオ
ンライン貸出更新分も含む。

注 2　5 月 13 日～ 6 月 14 日は、教員・大学院学生・学部生への条件付利用対応期間

 （しんたに　だいじろう　図書館事務室）
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コロナ禍のもとで図書館の事務管理職として何を考えていたか

濱　生　快　彦

●●●●●●●館 活書図 告報動

1　はじめに
　2020年に発生した新型コロナウィルスの感染拡大に対して、
各大学の図書館がどのような対策をとったかについてはすで
に多くの事例報告があり、加えてコロナ以後の図書館の在り
方についても活発な議論が開始されている。またこの間、各
大学や図書館のウェブサイトでは活発な情報提供がなされて
きたし、さらに Twitter などの履歴を子細に追えば、内外の
大学図書館がコロナウィルスの感染拡大に対してどのように
対応してきたかを追うことはできる。関西大学図書館でも情
報を発信することの意味は、サービスを周知することだけで
なく、対応の履歴をきちんと記録する意味もあることを意識
して取り組んできた。
　ある時のこと、過去の対応に反省しなければならない点が
あることに気づき、自身の行動を振り返っていたところ、自
分が2020年の5月は緊急事態宣言の中で職員が2チームに分
かれ、交代での在宅勤務態勢にあったのを失念していること
に気づいた。つまり、「職員の半数が在宅勤務の状況でそんな
ことに気付けるわけがないじゃないか」ということを忘れて
しまっていたのである。
　もちろん、単に私が忘れっぽいだけなのかもしれない。し
かし、人は忘れてしまうものであり、過去の記憶を意図せず
捏造してしまうものでもある。そこで、「コロナ」に対して図
書館がどのように対応したかということだけではなく、この
間管理職者として何を考えていたのかを記録しておくことは、
今後当館で同じ立場に立つ職員に参考になることもあるので
はないかと考えた。ここでは、コロナ禍のもとで大学図書館
の事務を担当する管理職として、何に怯え、何に迷っていた
かを記録しておこうと思う。もちろん、以下の内容は論考と
いうほどのものではないし、図書館の事務管理職としては当
たり前の内容かもしれない。それでも、いつか同じ役割を担
う職員には何か気づきになる点があるのではないかと思う。
　新型コロナウィルスの感染が問題になりはじめるなかで、
最優先に考えたのはもちろん利用者や職員の感染予防や安全
確保だが、この点は学園全体の方針を踏まえた対応を現場の
スタッフや事務室の職員、上司とも相談して、最終的には図
書館長の判断のもとで必要な施策に取り組んできた。
　一方で、自身の業務日誌やノート、自身のメールの送受信
履歴などを振り返ってみると、私は大きく①安心して勤務で
きるよう努めること②できるだけ人的リソースを温存させる
こと③学生に対して必要な情報を伝える方法の 3 点について
考えを巡らせていたようである。以下この 3 点について記憶

をたどってみたい。

2　安心して勤務できるよう努めること
　利用者への感染予防についての施策を検討する一方で、図
書館を運営する職員に感染者が出ること、特にクラスターが
発生することは避けなければならないと考えていた。また、
本学の図書館は利用者サービス業務、収集整理業務（図書・
雑誌）の大半を業務委託しており、全体では60名以上の委託
業者のスタッフも勤務している。所管する事務室には専任職
員だけでなく、派遣職員やアルバイト職員も含め40人弱の職
員が執務しているものの、業務委託のスタッフなしに図書館
を運営することはできない。業務委託のスタッフも含め、感
染の予防を各自で徹底するよう注意喚起を行い、本学が 2 チ
ーム制によるスプリット勤務（1 チームのみが出勤し、別の
チームは在宅勤務）を行う期間は、大学の方針に合わせて業
務委託業者にも 2 チームの編成を依頼し、別チームのメンバ
ーとの接触が生じないよう対応の徹底を依頼した。スプリッ
ト勤務の当初、中にはどうしてもこの日は出勤する必要があ
るという申し出もあったが、大学の方針に従い在宅での勤務
を徹底した。
　勤務に関して言えば、小中学校の休校をはじめ、保育所や
学童保育が休業もしくは登園自粛を求められるケースや、介
護に関して通常とは異なる対応が必要となるケースも生じた。
そのため、休暇に関する法人の特別措置の周知は丁寧に行っ
た。高齢の家族と同居する職員のなかには家族へ感染させて
はいけないという不安を感じる職員もおり、通勤ラッシュを
避けるために時差出勤について相談を受けることもあったし、
アルバイト職員の中には妊娠中のために特別休暇の対象とな
り、予定していた退職日が急に早まることもあった。
　こうした個々の事情への対応には個別の相談を丁寧に行わ
なければいけないと考えていた。しかし、在宅勤務のため対
面での相談ができないケースもありえたため、メールだけで
なく LINE や携帯電話の番号も周知し、しつこいほど必要が
あればいつでも連絡するよう声をかけた。
　こうした勤務への対応が十分であったのか今でも自信はな
い。私ができたことは、特別な対応が必要ではないかと感じ
た職員に声をかけ、また全体に対して相談のしやすい雰囲気
づくりを心掛けるだけだったが、それでも、多くの職員が相
談のために話しかけてくれたことはありがたかった。また、
近くで執務する職員のマスクの着用状況が気になるといった
ことから、人事部門に相談を要することまで、不安の原因は
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様々だったので、誰にどういった相談を受けたのかをしっか
り記録することの重要性に改めて気づかされた。事務管理職
が職員の勤務について考えることは当たり前のことであるが、
前例のない状況の中で職員が安心して仕事に取り組めるよう
努めることについての苦労があったことは記憶しておきたい。

3　できるだけ人的リソースを温存すること
　当館のコロナ禍での対応については、本誌に掲載の新谷

（2021）に詳述のとおりである。2020 年 2 月 27 日に小中学
校、高等学校への臨時休校要請がなされ、3 月 2 日に本学が
多くの学部を設置する吹田市において初の感染者が確認され
たころから、図書館でも大学の方針の下で 3 密を避ける対応
を段階的に実施した。この時期から近い将来に休館せざるを
得なくなるだろうと予測していたが、ラーニング・コモンズ
などのグループ学習スペースの提供停止、パソコンコーナー
など混雑しやすいスペースの混雑解消、換気を効率的に行う
ための扇風機の設置など、細かな対応を少しずつ積み重ねる
ことで、休館の時期をできるだけ先に延ばしたいと考えてい
た。
　これは、大学にとって図書館が開館していることが当然の
ことであって、感染予防に配慮しつつもできるだけ開館して
おくための努力はしなければならないと考えていたためでも
あるが、休館したあとで、どのようなサービスが必要とされ、
また提供できるのか、もし在宅勤務体制が取られるのなら、
それがどの程度業務のパフォーマンスに影響を与えるのか想
像がつかなかったことも大きい。
　3 月中旬の時点で、私は今後想定されるリスク要因をメモ
にリストアップしていた。それを読み返してみると、4 月か
らの授業はどうなるのか、臨時休館はしないこととした場合
に必要な対応は何か、学生やスタッフに感染者が出るなどし
て急きょ休館が必要となった場合の対応、当時の為替は円高
傾向であったが、もし急激な円安が生じた場合に電子ジャー
ナル等の契約にどの程度の影響が生じうるかなど、結果的に
何の対処も不要であったことについても当時は心配していた
ようである。特に、職員や業務委託スタッフに感染者が出て
しまえば、提供できるサービスに大きな制限が生じる可能性
が高いことが一番の懸念点であった。
　当時の業務日誌を振り返ると、その頃は近隣や同規模の他
大学の対応を毎日確認していたので、他大学の図書館が、コ
ロナ禍に対応した新しいサービスを始めたというニュースを
目にすると、つい当館でも同じことに着手しなければならな
いのではないかと考えがちであったことが分かる。Maruzen
eBookLibrary の電子書籍試読サービスを学生に大きく周知
している事例があれば、本学でも実施しなければならないの
ではないかというように。しかし一緒に仕事をしている担当
者は揃って冷静で、そのサービスを実施するのであれば当初
予定していた別のサービスと並行して実施することは難しい
のではないか、既に提供しているサービスの広報を強化して、

本当に必要なものか見極めてから判断したほうがよいのでは
ないか、と拙速な判断を避けるようたびたび進言してくれた。
次第に私も、非常時に事務管理職者の一時的な思い込みによ
って業務負荷を増大させることは、不測の事態が生じた場合
の余力を失うこととなると考えるようになった。
　部署内では、複写物や図書の郵送サービスの実施計画を立
案するなど、入館利用ができない状態が長引く場合への準備
を進めていた。特に郵送貸出については、4 月 7 日に発出さ
れた緊急事態宣言以降、実施の可否について館内で議論を重
ねたが、利用者からは人数を厳しく制限した形での来館利用

（当館では特別入館と呼称）を求める声も多かった。当時の状
況では、郵送貸出と特別入館を同時に実施することは主にマ
ンパワーの点で不可能だということが分かり、資料郵送サー
ビスの実施は、慎重に判断することとなった。
　当館では、比較的早い時期に来館利用（特別入館と呼称）
を再開した。これは利用資格の制限と入館時間の事前予約を
掛け合わせるなど、厳しい条件をつけることで初めて実現で
きた施策であるが、構想していたいくつかのサービスを諦め
たことで可能となった面もある。
　この時点では濃厚接触者の定義なども現在より厳しく、職
員やスタッフに感染者が出て、動ける人員が半分になっても
サービスを継続できるかといったことも想像していた。もち
ろん、利用者の求めに応じてさらに多様なサービスを展開す
べきであったという考え方もあるだろう。しかし、今となっ
ては大げさに感じられると思うものの、このときはできるだ
けマンパワーを節約し、不測の事態に備えながら最も必要な
サービスに力を入れたいと考えていた。

4　学生に対して必要な情報を伝える方法
　臨時休館から特別入館、サービスを制限しての開館へと至
る過程で、特に学部生の利用者に必要な情報を伝えるにはど
うしたらよいのかについて、考えさせられることが多かった。
　自宅から VPN や学認を通じて図書館が契約するデータベ
ースを利用する方法や、特別開館時の入館には事前にメール
による予約が必要であることなど、重要な情報は学内共通の
ポータルサービス、当館のウェブサイト、Twitter を使って
繰り返し発信したが、メールや電話では似たような問い合わ
せが度々寄せられていた。
　必要な情報がなかなか伝わっていないと思われたので、新
たに LINE や Facebook のアカウントを設けたほうがよいの
か、という考えが頭をよぎったこともあった。一方で、SNS
の種類を増やせば自動的に若者世代に情報が伝わるというの
はおそらく幻想だろうという思いもあった。そこで学生のな
かで、「この情報は重要だ、役に立つ」と考える誰かに届ける
ことを優先しようと考え、大学の中でフォローワー数の多い
部門に Twitter のリツイートを依頼したり、Twitter を学生
の連絡ツールとして使っている教員に図書館のアカウントの
フォローをお願いしたりした。また、通常のツイートは図書
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館ウェブサイトに掲出したお知らせへと誘導することを念頭
にした定型的なもの（○○のお知らせを図書館ウェブサイト
に掲出しました）であったが、重要だと考えたものや、たび
たび問い合わせを受ける内容については、これまでの運用に
こだわらず、できるだけ親しみやすい表現でツイートするよ
う心掛けた。
　コロナ禍のような緊急時のもとで、「再開したサービスが十
分に伝わっていない」「利用できるサービスを利用できないと
思い込んでいる」という場面に遭遇するたびに、何が学生に
対して必要な情報を素早く、また幅広く伝える最適な方法な
のかについて、考えを巡らせていたのだが、当時の本学のポ
ータルサイトのお知らせはあまり見られていないと感じるこ
とも多く、結局のところ Twitter を使った情報の伝播力に期
待するしかなかった。Twitter を使った広報に全く手ごたえ
がなかったわけではないものの、これが最強の手段だという
確信も得られなかった。
　その後、本学のポータルサイトは改修され、使い勝手も向
上したが、緊急の連絡が数多く発信される状況を想定すれば、
今後も、学内の他部門や学外の図書館の取り組みも参照しつ
つ、その時点で最良の方法を試行錯誤するほかはないのであ
ろう。ただ、コロナ禍の初期において、必要な情報を伝える
ことの難しさを痛感していたことは記録しておきたい。つま
り、あの時に感じた焦燥感は、実は平時においてもしっかり
考えるべきことだろうとも思えるからである。

5　最後に
　本号の編集を担当する職員から最初に相談を受けたのは、
事務長の立場から当館のコロナ禍での対応を総括するような
文章を書いてもらいたいという依頼であった。しかし、具体
的な対応はより実務に近い職員の方が詳しく、またその職員
が振り返ることが重要だと思われたし、具体的に図書館がと

った対応を俯瞰的に分析する資格が私にあるとも思えなかっ
た。むしろ、手もとでつけている業務日誌やメールの履歴な
どを振り返り、コロナの足音におびえながら、悩んだり「こ
ういうときは臆病なくらいがちょうどいい」と開き直ったり
しながら過ごしていたときに考えていたことが、将来同じ立
場になる職員にとって何かの参考になるのではないかと考え
た。
　上述したこと以外にも、国際的な物流が滞り海外からの洋
雑誌が届かないということも、これまで毎年改善を重ねてき
たガイダンスを対面で行えなくなったということも気になっ
た。遠隔授業が開始され、そのもとでどのようなサービスが
求められているのかを関係する職員や教員に尋ねたりもした。
　しかし、振り返ってみればそうした個別の図書館サービス
のことよりも、図書館で働く人に自分ができそうな支援はな
にか、図書館にやってくる人にどうやって必要な情報を伝え
るかということが気になっていたようである。しなければな
らなかったことが十分にできたとは決して思わないし、冷静
な判断が出来ていたとも思えないが、人がいなければ組織は
運営できないし、人に必要な情報が伝わらなければ運営する
意味がないということを考えていたのかもしれない。
　現時点で、コロナ禍はまだ収束していないもののワクチン
の接種が開始されるなど、明るい話題もある。考えたくもな
いが、もし将来に同じような非常事態が生じたときに、その
時の職員にとって少しでも参考になることがあれば幸いであ
る。

参考文献
新谷大二郎「コロナ禍における図書館利用サービスについて」
関西大学図書館フォーラム26,2021

 （はまお　やすひこ　図書館事務室）
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図書館出版物案内
●●●●●●●館 活書図 告報動

1　冊子目録等
○細江文庫目録……450円 ※
　わが国英語学界の重鎮、故細江逸記の旧蔵書目録。

○大阪関係資料目録……650円
　昭和35年1月1 日現在所蔵の大阪府、市関係の図書・地

図・近世文書・堂島文書・芝居番付・明治中期広告の総

合目録。

○生田文庫・頴原文庫目録……非売品 ※
　在野の万葉集研究家故生田耕一の旧蔵書の一部と、故

頴原退蔵旧蔵書の目録。

○吉田文庫目録……1,300円 ※
　元トルコ駐在特命全権大使であった故吉田伊三郎の旧

蔵書目録。

○岩崎美隆文庫・五弓雪窓文庫目録……1,500円 ※
　江戸時代末期の国学者岩崎美隆の旧蔵書目録と、幕末

の漢学者五弓雪窓の旧蔵書目録。

○増田渉文庫目録……6,000円 ※
　わが国魯迅研究の第一人者であった元文学部教授故増

田渉の旧蔵書目録。魯迅の全著作の初版本他。

○矢口文庫目録……2,700円 ※
　本学の元学長で、イギリス経済史学界の重鎮であった

故矢口孝次郎の旧蔵書目録。

○極東国際軍事裁判資料目録……非売品 ※
　極東国際軍事裁判における検察側及び弁護側提出の書

証と関係資料の目録。

○近世文書目録 ※
　その一……1,350円、その二……2,000円
　大阪周辺の庄屋文書を核に、ほぼ全国各地の近世文書

を加えたコレクション。

○大阪文芸資料目録……3,500円 ※
　明治以降の、大阪にゆかりのある作家・画家・芸能人

などの作品や大阪を題材とした作品などの本学所蔵コレ

クションの目録。

○ 内藤文庫漢籍古刊古鈔目録……2,500円 ※
　内藤湖南・伯健父子旧蔵書の一部善本類の目録。

○ 内藤文庫リスト　№ 1～№ 5…非売品（ただし、№1
は品切）※
○芝居番付目録……8,000円 ※
　大阪を中心とする宝暦から昭和に至る歌舞伎、浄瑠璃

等の芝居番付約6,500点の目録。

○摂津国嶋上郡高浜村西田家文書目録……非売品
○河内国丹北郡六反村谷川家文書目録……非売品
○ 摂津国住吉郡中喜連村佐々木家文書目録……非売
品
○和泉国大鳥郡豊田村小谷家文書目録……非売品
○和泉国大鳥郡岩室村中林家文書目録……非売品

2　CD-ROM版
○内藤文庫目録　KUL-bijou……非売品

3　図書館出版図書
○おおさか文藝書画展　図録……2,000円
　平成 6年 9月、図書館創設80周年記念・文学部創設70

周年記念として開催した「おおさか文藝書画展―近世か

ら近代へ―」の図録

注　※印は関西大学図書館ウェブサイトの特殊コレクションにて目録を公開している。
　　（https://opac.lib.kansai-u.ac.jp/）



『関西大学図書館フォーラム』投稿要項
 制定　平成 8 年 3 月 31 日　　

 改正　　2019 年 2 月 13 日　　

　概要を次のように定める。

⑴　原稿執筆者の範囲

　　原則として、依頼記事・寄稿記事いずれの場合も、本学

の教育職員並びに本学図書館所属の職員を執筆者とする。

⑵　原稿の内容

　　次のいずれかで、執筆者自身の未発表原稿とする。

　　　ア　研究論文・研究ノート

　　　イ　図書館に関する調査・意見

　　　ウ　本学所蔵資料の紹介

　　　エ　図書館職員のレポート

　　　オ　その他図書館に関する記事

⑶　掲　載

　　予定の紙幅を超える寄稿があったときは、掲載する号を

図書館長が決定する。

⑷　謝　礼

　　依頼記事の執筆者（図書館職員は除く）には、若干の謝

礼を贈呈する。ただし、抜刷は提供しない。

⑸　投稿先

　　　関西大学図書館事務室（℡ 06－6368－1157）

　　　電子メール（ lib-ent@ml.kandai.jp）

⑹　執筆要領

　ア　本誌 1ページにつき 2,070 字相当とする。

　イ　原稿は横書き、電子メールまたは図書館が再生可能な

電子媒体での提出を原則とし、手書き原稿も可とする。

　ウ　電子メールまたは図書館が再生可能な電子媒体で提出

する場合は、プレインテキスト（ txt）形式もしくは

ワープロ形式を原則とする。

　エ　本文中に図・表または写真を掲載する場合は、その相

当分の字数を割愛する。

　オ　原稿は次の順に記載する。

　　　①標題、②執筆者名、③本文、④注記、⑤引用文献、

⑥参考文献、⑦執筆者名の読みがな・職名

　カ　原稿の表記は、次に従うものとする。

　　①漢字は原則として常用漢字を用い、新かなづかいによ

る。書誌学的な理由などから、特に旧字体を使用する

必要がある場合は、原稿用紙の右欄外にその旨を記す。

　　　また、欧文原稿を除き句読点は「。」「、」を用いる。

　　②数字は、引用文および漢語の一部として漢数字が習慣

的となっている場合を除き、原則としてアラビア数字

を用いる。

　　③引用文献、参考文献の記載方法は、次のとおりとする。

　　　ａ．雑誌論文の場合

　　　　　筆者名“論文標題”『雑誌名』巻（号）、年月、ペ

ージ

　　　ｂ．図書の中の一部引用の場合

　　　　　著者名“論文標題”『書名』（図書の著編者名）出

版地、出版者、出版年、ページ

　　　ｃ．図書の場合
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一

　

関
西
大
学
所
蔵

『
田
豆
の
毛
衣
』
抄関

西
大
学
図
書
館　

手
紙
を
読
む
会

●
●
●
●し

抄

ぼ
虫

一
　
は
じ
め
に

　

今
回
翻
刻
す
る
『
田
豆
の
毛
衣
』
は
、中
村
幸
彦
文
庫
の
中
に
納
め
ら
れ
た
資
料
で
、

中
村
幸
彦
文
庫
は
、
本
学
図
書
館
が
有
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
も
国
内
外
か
ら
非

常
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　

中
村
幸
彦
（
一
九
一
一
～
一
九
九
八
）
は
日
本
近
世
文
学
の
研
究
で
知
ら
れ
、
一
九

七
三
年
十
月
か
ら
一
九
七
九
年
四
月
ま
で
本
学
図
書
館
長
を
務
め
た
。
本
学
図
書
館
は

平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
に
中
村
先
生
の
蔵
書
を
譲
渡
さ
れ
、「
中
村
幸
彦
文
庫
」

を
創
立
し
た
。
な
お
、
そ
れ
以
前
に
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
は
中
村
先
生
の
数
多
く

の
蔵
書
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
納
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
中
村
先
生
の
地
元

淡
路
島
の
洲
本
市
立
図
書
館
や
、
母
校
で
あ
る
旧
制
洲
本
中
学
校
（
現
・
兵
庫
県
立
洲

本
高
等
学
校
）
に
も
、
先
生
の
蔵
書
が
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

　
「
田た

豆ず

」
と
は
「
鶴た

ず

」
の
こ
と
で
あ
り
、「
田
豆
の
毛
衣
」
と
は
、
鶴
の
羽
毛
を
衣
に

例
え
た
表
現
で
あ
る
。
昔
か
ら
鶴
は
長
寿
で
あ
る
こ
と
か
ら
慶
賀
を
意
味
し
、「
田
豆

の
毛
衣
」
は
、
子
を
思
う
情
深
さ
か
ら
愛
情
を
込
め
て
着
せ
た
産
着
、
白
い
着
物
な
ど

の
意
味
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
歌
に
使
わ
れ
て
き
た
。

　

著
者
で
あ
る
村
田
春
門
（
一
七
六
五
～
一
八
三
六
）
は
、
伊
勢
白
子
生
ま
れ
の
国
学

者
で
本
居
宣
長
の
門
人
で
あ
る
。
号
の
一
つ
を
「
田た

鶴ず
の
や舎
」
と
い
っ
た
。

　

翻
刻
資
料
は
七
冊
か
ら
成
っ
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
「
春
」「
夏
」「
秋
」「
冬
」「
恋
」「
雑
」

「
文
章
」
の
外
題
が
つ
い
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
冊
の
巻
頭
に
は
「
春
門
翁
家
集
」
と

あ
る
。
七
冊
の
他
に
、
多
治
比
郁
夫
氏
（
一
九
三
二
～
二
〇
一
六
）
よ
り
中
村
先
生
に

宛
て
た
書
簡
一
通
と
、
中
村
先
生
が
書
店
で
求
め
た
際
の
書
店
販
売
箋
一
枚
お
よ
び
書

店
の
納
品
書
一
枚
を
付
す
。
書
店
の
納
品
書
の
裏
面
に
は
、
中
村
先
生
の
手
で
「
此
書

各
册
初
め
数
葉
は
村
田
春
門
の
自
筆
也 

昭
和
三
十
九
年
六
月
見
之
」
と
あ
る
。

　

多
治
比
郁
夫
氏
は
、
山
口
図
書
館
の
郷
土
資
料
部
員
か
ら
一
九
五
七
年
六
月
に
関
西

大
学
図
書
館
に
入
り
、
そ
の
後
大
阪
府
立
図
書
館
に
て
勤
務
し
た
。
勤
務
の
傍
ら
、
日

本
近
世
文
学
研
究
や
さ
ま
ざ
ま
な
翻
刻
を
成
し
て
い
る
。

　

多
治
比
氏
の
ご
遺
族
の
了
承
を
得
て
、氏
の
中
村
先
生
宛
書
簡
を
以
下
に
掲
載
す
る
。

「
永
々
と
拝
借
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
「
田
頭
能
毛
古
呂
裳
」
七
冊
、
幸
便
に
托

し
ご
返
送
申
し
上
げ
ま
す
。
歌
二
、
二
八
四
首
、
文
四
五
篇
を
収
め
、
し
か
も
春

門
自
ら
が
編
集
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
よ
く
ぞ
伝
存
し
て
い
た
も
の

と
、
驚
い
た
り
よ
ろ
こ
ん
だ
り
し
て
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
春
門
の
こ
と
、
せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
か
ら
少
し
ず
つ
調
べ
て
い

る
う
ち
、
何
や
彼
と
興
味
が
出
て
来
ま
し
た
。
こ
ゝ
二
、
三
日
大
雷
雨
に
て
少
々

涼
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
た
猛
烈
な
暑
さ
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

く
れ
〴
〵
も
ご
自
愛
下
さ
い
ま
す
よ
う
。

七
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
治
比
郁
夫

中
村
先
生
」

　

な
お
、
今
回
は
時
間
と
紙
面
の
関
係
で
、
春
門
の
自
筆
と
思
わ
れ
る
部
分
（
春
第
一

～
六
丁
、
夏
第
一
～
三
丁
、
秋
第
一
～
四
丁
、
冬
第
一
～
六
丁
、
恋
第
一
・
三
丁
、
雑

第
一
～
二
丁
、
文
章
第
一
～
七
丁
、
合
計
三
十
丁
）
の
み
翻
刻
し
た
。
し
か
し
、
春
門

の
自
筆
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
定
は
非
常
に
難
し
く
、
こ
の
部
分
以
外
に
つ
い
て
も
春

門
筆
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
後
考
を
俟
ち
た
い
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
関
西
大
学
図
書
館
手
紙
を
読
む
会
で
は
、
関
西
大
学
図
書
館
が

所
蔵
す
る
村
田
春
門
、
村
田
嘉
言
、
萩
原
廣
道
関
連
の
資
料
を
翻
刻
し
て
き
た
が
、
平

成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
八
月
に
助
言
者
で
あ
る
森
川
彰
先
生
が
世
を
去
ら
れ
、
そ
の

後
は
我
々
だ
け
で
読
み
進
め
て
き
た
。

　

助
言
者
の
な
い
我
々
に
と
っ
て
は
、
今
回
の
翻
刻
は
甚
だ
心
許
な
く
、
こ
れ
で
よ
い
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二

の
だ
ろ
う
か
と
常
に
不
安
を
感
じ
な
が
ら
の
作
業
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
幸
運
な
こ
と

に
肥
田
晧
三
氏
に
本
原
稿
を
確
認
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
安
堵
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
令

和
三
（
二
〇
二
一
）
年
二
月
二
十
二
日
に
肥
田
先
生
が
逝
去
さ
れ
た
と
の
報
に
接
し
た
。

改
め
て
先
生
の
温
か
い
ご
指
導
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
。

　

〇
関
西
大
学
図
書
館
手
紙
を
読
む
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

池
尻
孝
子
、
鵜
飼
香
織
、
田
中
純
子
、
中
川
敏
子
、
長
谷
章
子
、
瓢
野
由
美
子
、

福
嶌
真
奈
、
八
尾
奈
緒
美
（
五
〇
音
順
）

二
　
書
誌

『
田
豆
の
毛
衣
』
七
巻　
［
村
田
］
春
門
［
著
］　
［
書
写
者
不
明
］　

写
本

資
料
Ｉ
Ｄ
：210232242

～210232307　

請
求
記
号
：L24

＊23-95

＊

 

1
～7 

大
き
さ
：26.6

×19.2cm

　

大
本
七
冊

印
記
：
青
谿
書
屋
（
大
島
雅
太
郎
）

三
　
凡
例

　

翻
刻
に
つ
い
て
は
、
次
の
要
領
に
従
っ
た
。

◦
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

◦
仮
名
は
、原
則
と
し
て
片
仮
名
及
び
平
仮
名
を
用
い
、変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。

◦
踊
り
字
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。

◦ 

破
損
、
虫
害
、
判
読
不
能
は
□
で
示
し
た
。
推
測
で
き
る
場
合
は
□
の
中
に
字
を
入

れ
た
。

◦
難
読
字
は
（　

）
で
か
な
を
付
し
た
。

◦
丁
移
り
は　

」
で
示
し
、
上
に
丁
数
と
表
（
オ
）、
裏
（
ウ
）
と
明
記
し
た
。

◦
歌
は
一
字
下
げ
と
し
た
。

◦ 「
剣
」「
蘭
」「
南
」
と
表
記
さ
れ
た
助
詞
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
け
ん
」「
ら
ん
」「
な
ん
」

と
し
た
。

第1冊　巻頭
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三

第
一
冊
　
春

田
豆
の
毛
衣
春 

春
門
翁
家
集

柳
先
春
緑

か
せ
さ
ゆ
る　

花
の
梢
ハ　

つ
れ
な
く
て　

柳
よ
り
こ
そ　

春
ハ
見
え
け
れ

青
柳
の　

糸
の
ミ
と
り
を　

は
る
か
せ
も　

あ
た
な
る
花
ハ　

お
く
ら
か
す
ら
ん

年
内
立
春

大
空
も　

す
さ
ま
し
け
な
く　

は
る
た
ち
ぬ　

こ
よ
ひ
し
は
す
の　

望
の
よ
の
月

く
は
ゝ
れ
る　

冬
の
日
数
に　

お
く
れ
す
て　

梅
の
花
さ
く　

春
ハ
来
に
け
り

初
春

人
心　

は
る
ハ
わ
か
え
て　

朝
日
陰　

の
と
か
に
ぬ
る
む　

綱
（
つ
な

長が
）

ゐ
の
水

鶯
も　

春
し
る
こ
と
を　

よ
の
人
に　

お
く
れ
し
と
て
や　

い
そ
き
鳴
ら
ん

 

1
オ
」

う
へ
し
こ
そ　

春
た
ち
け
ら
し　

今
朝
よ
り
ハ　

雪
と
も
い
は
す　

霞
棚
引

冬
か
け
て　

咲
し
う
め
と
も　

お
も
ほ
え
す　

年
あ
ら
た
な
る　

花
の
か
そ
す
る

初
春
雨

今
朝
よ
り
ハ　

ほ
の
に
か
す
ミ
て　

し
ら
雪
を　

雨
に
吹
な
す　

嶺
の
春
か
せ

冬
こ
も
る　

萱
ね
の
虫
に　

ふ
る
雨
や　

春
の
心
を　

し
ら
せ
そ
む
ら
ん

若
菜

は
つ
か
な
る　

雪
間
の
わ
か
な　

つ
と
に
し
て　

山
里
人
そ　

お
と
ろ
か
し
け
る

き
え
や
ら
ぬ　

沢
の
氷
も　

一
く
さ
の　

若
な
に
ま
し
へ　

け
ふ
そ
つ
ミ
け
る

疑
冬

朝
日
さ
す　

き
し
の
山
ふ
き　

露
ち
り
て　

は
る
風
ぬ
る
む　

里
の
中
川

 

1
ウ
」

と
も
か
ら
も　

い
は
ぬ
色
な
る　

山
ふ
き
の　

花
の
さ
か
り
を　

人
そ
と
ひ
く
る

苗
代

堰
わ
け
し　

水
の
蛙
子
の　

あ
さ
み
と
り　

こ
な
た
か
な
た
に　

も
ゆ
る
な
は
し
ろ

い
く
は
く
の　

秋
の
た
の
み
か　

こ
も
る
ら
ん　

た
ゝ
一
町
の　

里
の
な
は
し
ろ

寄
花
懐
旧

花
の
か
ハ　

た
ゝ
そ
れ
な
か
ら　

い
た
つ
ら
に　

と
し
を
か
さ
ぬ
る　

庭
の
春
風

花
も
木
も　

今
ハ
お
い
け
り　

か
そ
へ
こ
し　

春
い
く
春
の　

わ
す
れ
か
た
ミ
も

翠
柳
誰
処

朝
霞　

み
と
り
む
ら
こ
に　

ミ
ゆ
め
る
ハ　

た
か
す
む
里
の　

門
の
青
柳

た
か
家
と　

し
ら
す
と
も
よ
し　

手
を
り
て
む　

柳
か
つ
ら
く　

春
の
す
さ
み
に

 

2
オ
」

関
花

其
名
の
ミ　

今
も
の
こ
り
て　

す
ゝ
か
路
の　

関
山
桜　

人
を
と
め
け
り

こ
と
な
ら
ハ　

か
せ
を
も
と
め
よ　

さ
く
ら
花　

今
さ
か
り
な
る　

春
の
せ
き
も
り

花
の
ゝ
ち
み
と
り
ふ
か
し

お
も
か
け
ハ　

ち
ら
ぬ
桜
の　

深
ミ
と
り　

心
も
お
か
す　

か
せ
の
ふ
く
ら
む

根
に
か
へ
る　

花
の
跡
を
も　

し
た
ひ
来
て　

ふ
る
き
瑞
枝
と　

山
か
せ
そ
ふ
く

杜
若

夕
日
陰　

な
ゝ
め
に
か
ゝ
る　

柴
は
し
の　

下
む
ら
こ
な
る　

か
き
つ
は
た
か
な

杜
若　

花
さ
く
沢
を　

行
水
の　

春
あ
さ
か
ら
ぬ　

色
そ
に
ほ
へ
る

樹
陰
夏
道

 

2
ウ
」

是
に
の
ミ　

春
そ
の
こ
れ
る　

さ
く
ら
木
も　

こ
の
く
れ
し
け
き　

山
吹
の
花

若
は
さ
す　

春
の
木
末
の　

な
ひ
き
に
も　

夏
を
も
よ
ほ
す　

風
そ
し
ら
る
ゝ

暮
春
興

ほ
と
ゝ
き
す　

松
の
わ
か
芽
も　

た
ち
の
ひ
て　

ほ
と
な
き
夏
の　

け
し
き
は
ミ
け
り

山
つ
と
の　

わ
ら
ひ
も
今
ハ　

は
る
た
け
て　

松
か
け
つ
ゝ
し　

折
ま
し
へ
つ
ゝ

紅
梅
の
う
つ
ろ
ひ
か
た
な
る
を

佐
保
姫
の　

か
す
ミ
の
袖
も　

今
め
き
し　

う
め
の
色
か
も　

う
つ
る
春
の
日

あ
や
か
り
て　

薺
（
な
ず
な
）の

花
も　

に
ほ
ふ
ら
し　

こ
き
紅
の　

う
め
の
下
か
け

紅
梅
を
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四

お
ほ
か
た
ハ　

し
ろ
き
を
め
つ
る　

も
の
な
か
ら　

こ
を
ハ
い
か
に
と　

人
の
い
ふ
ら
む

 

3
オ
」

紅
の　

う
め
の
下
ゆ
く　

水
鳥
の　

青
は
も
に
ほ
ふ　

は
る
か
せ
そ
ふ
く

ふ
る
さ
と
に
菫
の
さ
き
た
る
を

つ
む
人
も　

な
き
ふ
る
さ
と
の　

坪
す
ミ
れ　

あ
は
れ
色
こ
く　

咲
に
け
る
哉

す
ミ
れ
草　

今
ハ
ふ
り
に
し　

宮
人
の　

袖
の
ゆ
か
り
の　

色
そ
め
て
た
き

柳
に
鶯
の
な
く
を

う
く
ひ
す
の　

う
め
に
な
ら
へ
る　

あ
を
や
き
に　

笠
に
ぬ
ふ
て
ふ　

糸
や
よ
る
ら
ん

鶯
の　

来
な
く
柳
の　

か
よ
ひ
路
を　

吹
ま
と
は
せ
る　

春
の
夕
か
せ

さ
く
ら
の
枝
に
ひ
さ
こ
つ
け
た
る
う
た

山
も
り
も　

た
ゝ
一
枝
ハ　

ゆ
る
す
ら
ん　

賤
の
す
さ
ひ
の　

花
の
し
ら
波

花
の
色
の　

に
ほ
ひ
て
あ
そ
ふ　

は
る
の
日
も　

か
た
ふ
き
に
け
り　

天
の
吉
（
よ
さ

葛づ
ら
）

 

3
ウ
」

元
日
草
つ
く
し

草
の
名
に　

か
け
し
初
日
の　

光
よ
り　

は
る
の
色
を
も　

つ
く
し
つ
る
か
な

さ
ほ
姫
の　

心
つ
く
し
の　

は
る
霞　

に
ほ
ひ
そ
め
け
り　

は
つ
草
の
花

春
漸
暖

霜
と
く
る　

軒
の
し
づ
く
も　

あ
た
ゝ
か
に　

朝
日
か
け
ろ
ふ　

空
そ
の
と
け
き

北
窓
を　

ひ
ら
き
そ
む
れ
ハ　

う
め
か
ゝ
の　

先
朝
い
を
そ　

お
と
ろ
か
し
け
る

待
花

こ
と
さ
ら
に　

お
も
ほ
ゆ
る
哉　

花
を
ま
つ　

心
ハ
ふ
り
し　

心
な
か
ら
に

お
も
か
け
の　

雪
ハ
か
す
ミ
て　

さ
く
ら
花　

待
に
つ
れ
な
く　

さ
ゆ
る
山
か
せ

水
辺
花

 

4
オ
」

夕
か
け
て　

舟
さ
し
ゆ
け
ハ　

大
井
川　

空
に
も
花
の　

波
そ
か
す
め
る

わ
か
宿
の　

一
本
さ
く
ら　

咲
そ
め
て　

に
ほ
ひ
な
か
る
　ゝ

庭
の
や
り
水

春
風

や
は
ら
き
し　

音
吹
か
へ
て　

を
り
〳
〵
ハ　

雪
を
も
さ
そ
ふ　

松
の
春
か
せ

花
鳥
の　

色
ね
の
と
け
く　

な
り
行
も　

春
ふ
く
か
せ
の　

心
な
る
ら
む

春
江
眺
望

う
め
の
花　

か
こ
め
に
ち
り
て　

な
か
れ
江
の　

南
の
き
し
□　

さ
わ
く
か
り
か
ね

浅
み
と
り　

な
ひ
き
あ
ひ
け
り　

江
わ
た
し
に　

か
す
む
向
の　

き
し
の
青
柳

買
梅
花

市
人
の　

た
つ
き
は
か
り
ハ　

ゆ
る
す
ら
ん　

な
く
鶯
の　

宿
の
う
め
か
え

 

4
ウ
」

乞
よ
れ
ハ　

わ
か
も
の
な
ら
ぬ　

春
か
せ
の　

あ
た
ひ
を
つ
の
る　

軒
の
う
め
か
ゝ

籠
中
鶯

こ
の
う
ち
に　

絶
す
さ
へ
つ
る　

鶯
に　

世
ハ
春
な
り
と　

誰
か
つ
け
け
ん

ほ
と
も
な
き　

籠
に
こ
め
ら
れ
て　

鶯
ハ　

お
の
か
声
か
ら　

身
を
う
ら
む
ら
ん

池
水
春
月

月
の
ミ
ハ　

さ
す
か
に
見
え
て　

よ
も
ハ
皆　

か
す
ミ
は
て
た
る　

広
沢
の
池

水
鳥
の　

床
の
玉
も
　ゝ

は
る
の
よ
ハ　

光
し
つ
け
き　

月
の
わ
の
池

折
蕨

も
え
い
つ
る　

谷
の
さ
わ
ら
ひ　

を
り
〳
〵
ハ　

来
て
も
と
へ
か
し　

春
の
山
里

か
き
わ
け
て　

荊
の
も
と
の　

初
わ
ら
ひ　

を
る
手
に
は
ら
ふ　

露
そ
ぬ
る
め
る

 

5
オ
」

春
曙

竹
ふ
か
き　

ね
く
ら
い
つ
ら
ん　

鶯
の　

花
に
や
と
ら
ぬ　

あ
け
ほ
の
ゝ
こ
ゑ

山
の
は
の　

月
ハ
霞
に　

を
さ
ま
り
て　

松
の
ひ
ま
さ
へ　

し
ら
む
あ
け
ほ
の

小
草
の
花
を
つ
む

草
の
花　

つ
ミ
を
か
し
け
り　

春
の
野
の　

こ
て
ふ
の
夢
の　

す
か
り
所
を

秋
萩
の　

わ
か
め
を
さ
へ
に　

む
ら
さ
き
の　

す
み
れ
の
花
に　

つ
ミ
ま
し
へ
つ
ゝ

弥
生
の
は
し
め
山
路
を
ゆ
く

春
霞　

ふ
か
き
山
路
に　

た
の
め
た
る　

人
あ
り
け
な
る　

鳥
の
声
哉

さ
わ
ら
ひ
を　

手
こ
と
に
を
り
て　

さ
く
ら
花　

さ
か
ぬ
を
か
こ
つ　

春
の
山
越

春
光
遍
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五

 

5
ウ
」

梅
桜　

は
な
ハ
か
つ
さ
く　

花
な
ら
ぬ　

木
の
め
も
か
を
る　

春
風
そ
ふ
く

つ
く
は
ね
の　

雲
も
そ
か
を
る　

す
み
た
川　

堤
の
さ
く
ら　

咲
つ
ゝ
く
頃

柴
お
へ
る
人
花
の
か
け
に
た
ゝ
す
め
り

お
の
か
と
る　

斧
に
も
れ
た
る　

さ
く
ら
花　

春
ハ
さ
す
か
に　

め
つ
る
山
人

身
に
お
は
ぬ　

か
こ
そ
ハ
袖
に　

う
つ
る
ら
め　

花
の
木
か
け
の　

は
る
の
山
人

弥
生
の
五
日
の
日
雨
ふ
り
け
る
に
お
ま
へ
の
池
の
さ
く

ら
さ
か
り
な
る
を
見
給
ふ
御
か
た
は
ら
に

侍
り
て
人
々
と
ゝ
も
に
よ
み
て
奉
る

海
山
の　

け
し
き
も
池
に　

う
き
し
ま
の　

雨
し
つ
か
な
る　

花
の
色
か
な

雨
か
す
む　

空
の
け
し
き
も　

き
は
や
か
に　

花
に
な
ら
へ
る　

庭
の
と
き
は
木

 

6
オ
」

め
さ
ま
し
き　

わ
か
か
へ
る
て
の　

色
な
れ
や　

雨
に
ね
ふ
れ
る　

花
の
夕
く
れ

花
光
水
に
漂

渓
川
を　

春
そ
な
か
る
　ゝ

山
吹
も　

さ
く
ら
も
松
も　

色
を
ま
し
へ
て

池
の
へ
の　

花
の
に
し
き
の　

さ
ゝ
ら
か
た　

波
の
あ
や
を
ハ　

風
そ
お
り
け
る

東
風
解
氷

は
る
か
せ
や　

氷
と
く
ら
ん　

さ
ゝ
波
の　

松
か
ね
あ
ら
ふ　

滋
賀
の
辛
崎

初
春
待
花

鶯
の　

春
つ
け
そ
む
る　

あ
し
た
よ
り　

ま
た
る
ゝ
も
の
ハ　

う
く
ひ
す
の
声

野
雲
雀

い
く
度
か　

の
へ
の
ひ
は
り
ハ　

大
空
に　

の
ほ
り
も
は
て
す　

を
ち
か
へ
る
ら
む

 

6
ウ
」

第
二
冊
　
夏

田
豆
の
毛
衣
夏

郭
公
数
声

郭
公　

今
ハ
こ
ゑ
せ
ぬ　

さ
と
ハ
あ
ら
し　

よ
る
ひ
る
わ
か
す　

鳴
て
過
ら
ん

こ
ゑ
〳
〵
に　

う
た
て
鳴
哉　

ま
た
れ
ぬ
ハ　

栄
な
き
も
の
を　

山
ほ
と
ゝ
き
す

首
夏
惜
春

咲
の
こ
る　

花
を
そ
か
こ
つ　

つ
れ
も
な
き　

春
の
日
数
を　

か
そ
へ
つ
く
し
て

こ
ら
え
む
と　

わ
か
は
と
ひ
く
き　

鶯
は　

峰
に
と
ま
ら
ぬ　

春
や
尋
ぬ
る

し
め
の
外
に　

春
を
へ
た
て
　ゝ

か
き
つ
は
た　

ゆ
か
り
の
色
に　

に
ほ
ふ
は
か
な
さ

夏
草

ち
ら
さ
し
と　

露
の
し
ら
玉　

巻
こ
め
て　

蓮
の
わ
か
は
や　

池
に
た
つ
ら
む

 

1
オ
」

 

草
も
ふ
か
く　

生
に
け
る
哉　

か
せ
た
に
も　

か
よ
ふ
ひ
ま
な
き　

庭
の
夏
草

う
月
に
鶯
の
な
く
を

卯
の
花
の　

か
き
ね
の
雪
を　

ほ
た
し
に
て　

山
へ
も
い
ら
て　

鶯
の
啼

河
辺
夏
月

ゆ
く
水
に　

あ
ら
そ
ひ
か
ち
て　

か
は
か
み
の　

山
の
は
し
ら
む　

夏
の
よ
の
月

夕
鵜
河

ゆ
ふ
月
の　

光
を
さ
ま
る　

河
波
に　

う
か
ひ
の
か
ゝ
り　

せ
り
出
□
に
け
り

山
陰
ハ　

は
や
く
く
れ
ぬ
と　

よ
し
の
川　

う
か
ひ
友
よ
ふ　

声
そ
と
よ
め
る

夏
動
物

山
と
よ
ミ　

な
く
蝉
よ
り
も　

耳
も
と
の　

蚊
の
ほ
そ
こ
ゑ
そ　

い
ふ
せ
か
り
け
る

 

1
ウ
」

待
夕
立

ゆ
ふ
た
ち
を　

松
の
あ
ら
し
の　

吹
お
ち
て　

け
ふ
さ
へ
よ
そ
に　

な
る
神
の
音

す
ゝ
し
さ
ハ　

さ
す
か
に
□
へ
て　

こ
ゝ
ま
て
ハ　

ま
つ
に
か
ゝ
ら
ぬ　

夕
立
の
雲

炎
熱

末
葉
た
に　

な
ひ
か
さ
り
け
り　

な
よ
竹
も　

そ
の
名
は
か
り
の　

水
無
月
の
空

日
さ
か
り
ハ　

水
さ
へ
わ
き
て　

飛
鳥
の　

影
も
う
つ
ら
ぬ　

け
ふ
の
い
ふ
せ
さ

涼
風
動
簾

月
を
ま
つ　

軒
の
い
よ
す
を　

う
こ
か
し
て　

い
よ
〳
〵
す
ゝ
し
き　

風
そ
ふ
き
く
る

す
ゝ
し
さ
ハ　

簾
に
見
え
て　

あ
つ
き
日
に　

う
み
し
心
も　

う
こ
く
夕
か
せ



『田豆の毛衣』抄

六

樹
間
夏
月

 

2
オ
」

霜
な
ら
ぬ　

光
さ
や
け
く　

松
の
葉
の　

う
は
し
ら
み
た
る　

夏
の
よ
の
月

夕
立
の　

露
も
す
ゝ
し
く　

木
の
間
よ
り　

月
さ
し
い
つ
る　

か
さ
ゝ
き
の
声

池
上
蓮

い
け
水
ハ　

見
え
す
し
け
れ
る　

は
ち
す
葉
も　

月
や
と
れ
と
て　

露
む
す
ふ
ら
ん

花
の
色
も　

朝
日
に
は
え
て　

か
を
り
け
り　

露
の
玉
ま
く　

池
の
は
ち
す
は

水
無
月
つ
こ
も
り
の
日

あ
す
た
ゝ
む　

秋
と
も
い
は
す　

つ
れ
な
く
て　

夏
に
あ
ま
れ
る　

あ
つ
さ
な
り
け
り

夕
か
せ
は　

さ
す
か
に
涼
し　

け
ふ
の
ミ
か　

秋
も
夏
見
の　

か
は
と
い
へ
と
も

瀬
辺
蛍
多

ほ
た
る
と
ふ　

せ
た
の
わ
た
り
と　

お
も
ふ
間
に　

星
の
は
や
し
に　

夏
ハ
来
に
け
り

 

2
ウ
」

い
か
ゝ
さ
き　

舟
こ
き
ゆ
け
ハ　

芦
の
は
に　

す
か
る
ほ
た
る
そ　

玉
と
ち
り
け
る

松
下
流
水

せ
き
い
れ
て　

秋
を
そ
め
つ
る　

松
か
せ
の　

あ
つ
さ
を
あ
ら
ふ　

山
川
の
水

夏
の
日
に　

わ
き
か
へ
り
て
も　

松
陰
の　

い
は
ね
を
つ
た
ふ　

ミ
つ
そ
す
ゝ
し
き

名
処
夏

時
の
間
に　

な
ら
ひ
た
ち
た
る　

小
つ
く
は
の　

峯
う
つ
り
す
る　

夕
立
の
雲

花
紅
葉　

下
て
る
影
も　

夏
木
立　

い
と
も
小
倉
の　

や
ま
の
や
ま
さ
と

雨
後
夏
月

夏
の
よ
ハ　

さ
へ
き
る
雲
の　

峰
こ
え
て　

雨
な
こ
り
な
く　

し
ら
む
月
か
な

村
さ
め
の　

は
れ
行
露
の　

玉
櫛
笥　

あ
く
る
か
は
や
く　

夏
の
よ
の
月

 

3
オ
」

第
三
冊
　
秋

多
豆
の
毛
衣
秋

草
花
非
一

七
草
ハ　

さ
ら
に
も
い
は
す　

花
か
す
に　

あ
ら
ぬ
う
け
ら
も　

つ
ミ
く
は
へ
つ
ゝ

草
の
名
の　

そ
の
し
な
わ
く
る　

白
露
の　

心
お
き
て
そ　

あ
や
し
か
り
け
る

暁
帰
雁

名
残
あ
れ
や　

よ
も
暁
の　

陰
か
す
む　

山
の
は
た
と
る　

春
の
か
り
か
ね

径
薄

草
む
す
ひ　

す
る
人
も
な
し　

う
ち
な
ひ
く　

を
花
か
も
と
の　

鹿
の
か
よ
ひ
ち

道
あ
り
と　

た
の
め
ぬ
人
を　

は
た
す
ゝ
き　

風
は
た
さ
む
く　

ま
ね
く
庵
の
外

秋
草

 

1
オ
」

花
さ
へ
も　

け
さ
ハ
さ
き
け
り　

よ
ひ
〳
〵
に　

虫
の
や
と
り
の　

庭
の
あ
き
く
さ

暮
そ
む
る　

沢
辺
の
草
の　

下
根
よ
り　

月
も
葉
の
ほ
る　

秋
の
夕
露

三
五
夜
中
新
月
色
二
千
里
外
故
人
心

と
い
ふ
詩
の
句
を
ひ
と
も
し
つ
ゝ
歌
の
本
末
の
は
し
め

に
置
て
月
の
う
た
よ
み
て
た
て
ま
つ
れ
と
仰

ら
れ
け
れ
は

狭
筵
の　

露
お
き
ゐ
つ
　ゝ

な
か
む
れ
ハ　

丸
に
な
り
け
り　

望
月
の
影

琴
の
緒
の　

な
か
き
よ
あ
か
す　

め
つ
る
ま
に　

せ
む
か
た
も
な
く　

月
そ
ふ
け
行

山
は
れ
て　

こ
よ
ひ
は
こ
と
に　

月
を
よ
み　

律
に
し
ら
ふ
る　

松
か
せ
の
声

千
浦
ま
て　

心
を
や
り
て　

待
を
れ
ハ　

ほ
か
ら
か
に
こ
そ　

月
ハ
出
け
る

 

1
ウ
」

し
む
も
の
ハ　

色
と
お
も
ふ
を　

月
か
け
も　

心
に
ふ
か
く　

着
に
け
る
か
な

け
つ
も
を
し　

け
た
ぬ
も
わ
ひ
し　

こ
ほ
る
ま
て　

し
む
か
た
も
と
の　

月
の
下
露

色
ふ
か
く　

言
は
の
花
を　

さ
か
せ
つ
　ゝ

こ
ゝ
ろ
〳
〵
に　

め
つ
る
月
か
な

み
の
む
し

し
め
や
か
に　

声
そ
き
こ
ゆ
る　

秋
の
よ
ハ　

雨
に
ま
さ
れ
る　

露
の
ミ
の
虫

露
も
ら
ぬ　

松
の
し
け
ミ
に　

す
か
り
て
も　

猶
ミ
の
む
し
ハ　

秋
を
わ
ふ
ら
む

山
家
秋
来

虫
こ
そ
ハ　

か
つ
鳴
そ
む
れ　

秋
は
ま
た　

た
つ
と
は
か
り
の　

お
く
の
山
さ
と
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七

鹿
は
ま
た　

こ
ゑ
せ
ぬ
ほ
と
も　

山
さ
と
に　

秋
の
い
り
た
つ　

道
芝
の
露

萩
初
絵

 

2
オ
」

秋
か
せ
ハ　

ま
た
吹
あ
へ
ぬ　

朝
露
も　

色
に
な
り
ゆ
く　

芽
子
の
初
花

秋
萩
の　

花
さ
き
そ
め
て　

さ
を
し
か
の　

妻
こ
ふ
心　

と
き
め
か
す
ら
ん

文
月
十
日
は
か
り
猶
あ
つ
か
り
け
れ
ハ

あ
つ
さ
こ
そ　

さ
ら
に
そ
ひ
け
れ　

草
の
秋
の　

心
う
こ
か
す　

か
せ
も
ふ
か
ね
は

ひ
こ
ほ
し
の　

わ
た
り
て
後
も　

い
か
な
れ
は　

あ
つ
さ
な
か
る
　ゝ

天
の
川
水

林
葉
初
紅

は
た
寒
き　

野
中
に
た
て
る　

な
ら
林　

う
す
色
な
か
ら　

そ
め
は
し
め
け
り

雲
と
見
し　

花
の
は
や
し
の　

は
つ
も
み
ち　

し
く
れ
ひ
ま
な
き　

こ
ろ
と
な
り
け
り

霧
中
求
路

さ
し
て
よ
る　

湊
ほ
り
え
の　

火
の
気
さ
へ　

を
く
ら
き
き
り
に　

ま
よ
ふ
う
き
舟

 

2
ウ
」

し
ほ
舟
の　

か
ら
ろ
の
音
ハ　

高
輪
の　

湊
に
ま
よ
ふ　

秋
の
う
き
ゝ
り

水
郷
秋
望

朝
日
山　

か
け
た
に
見
え
ぬ　

う
き
ゝ
り
の　

は
れ
ま
待
ら
ん　

う
ち
の
川
長

つ
く
り
ゑ
と　

見
え
わ
た
り
け
り　

紅
葉
の　

い
ろ
と
り
そ
ふ
る　

天
の
は
し
た
て

初
雁

よ
ろ
こ
ひ
の　

声
を
ほ
に
あ
け
て　

わ
た
り
来
ぬ　

五
百
よ
の
秋
の　

天
つ
か
り
か
ね

秋
こ
と
に　

わ
た
る
も
の
か
ら　

め
つ
ら
し
く　

き
ゝ
な
さ
れ
け
り　

雁
の
は
つ
こ
ゑ

秋
田

雨
風
の　

時
も
た
か
へ
ぬ　

秋
の
田
の　

瑞
穂
さ
か
ゆ
る　

国
の
ゆ
た
け
さ

朝
夕
の　

露
の
め
く
み
の　

色
に
い
て　

よ
に
も
し
ら
る
　ゝ

秋
の
千
ま
ち
田

 

3
オ
」

秋
朝
風

荻
の
は
を　

今
朝
ふ
く
秋
の　

は
つ
か
せ
や　

越
路
の
か
り
を　

お
と
ろ
か
す
ら
む

秋
夕
雲

真
木
の
立　

山
の
は
ち
か
く　

霧
は
れ
て　

夕
ゐ
る
雲
そ　

雨
を
も
よ
ほ
す

秋
夜
雨

月
見
む
と　

お
も
ひ
し
も
の
を　

よ
も
す
か
ら　

雨
さ
わ
か
し
き　

竹
の
下
ま
と

秋
野
虫

虫
の
名
も　

き
ゝ
な
し
か
ら
に　

う
へ
な
り
と　

お
も
ひ
し
ら
る
　ゝ

あ
き
の
野
へ
か
な

秋
待
月

ま
ち
わ
た
る　

心
い
ら
れ
に　

ほ
の
め
く
は　

月
に
先
た
つ　

夕
つ
ゝ
の
か
け

 

3
ウ
」

秋
惜
月

を
し
む
間
に　

月
は
い
る
へ
く　

な
り
に
け
り　

浪
た
ち
さ
け
ぬ　

沖
つ
海
原

秋
顕
恋

世
に
ふ
か
く　

隠
の
小
野
も　

う
ら
か
れ
て　

草
の
下
ね
そ　

あ
ら
は
れ
に
け
る

秋
恨
恋

今
ハ
よ
の　

秋
に
扇
の　

う
み
ミ
れ
ハ　

し
め
し
人
香
そ　

猶
の
こ
り
け
る

秋
山
鹿

し
め
や
か
に　

鹿
の
鳴
ね
そ　

き
こ
ゆ
な
る　

山
松
か
せ
や　

ふ
き
た
ゆ
む
ら
ん

秋
暁
霜

芦
か
ち
る　

汀
の
鷺
も　

暁
の　

露
し
も
ふ
か
き　

秋
や
わ
ふ
ら
む

 

4
オ
」

秋
古
寺

礎
の　

苔
の
い
ろ
さ
へ　

秋
さ
ひ
て　

も
み
ち
ち
り
し
く　

ミ
ね
の
ふ
る
て
ら

秋
田
家

晩
稲
を
も　

手
こ
と
に
と
り
て　

秋
も
い
ま
ハ　

門
の
筈
木
に　

か
け
て
ほ
す
ら
む

秋
水
郷

大
井
川　

入
江
の
松
も　

老
に
け
り　

あ
は
れ
幾
よ
の　

あ
き
の
夕
か
せ

秋
旅
行

き
ぬ
た
う
つ　

音
に
め
さ
め
て　

秋
も
や
　ゝ

夜
寒
お
ほ
ゆ
る　

旅
衣
か
な

秋
神
祇
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八

玉
串
に　

初
ほ
の
ぬ
き
穂　

と
り
か
け
て　

里
の
子
つ
と
ふ　

辻
や
し
ろ
か
な

 

4
ウ
」

第
四
冊
　
冬

田
豆
の
毛
衣
冬

逐
日
氷
厚

け
ふ
〳
〵
と　

冬
の
日
数
に　

そ
ふ
も
の
ハ　

あ
つ
く
な
り
行　

こ
ほ
り
な
り
け
り

よ
る
波
ハ　

こ
ほ
り
の
う
へ
に　

氷
ゐ
て　

ほ
そ
り
も
行
か　
　

瀧
つ
山
川

雪
中
梅

雪
の
う
ち
に　

け
ふ
咲
そ
む
る　

梅
こ
そ
ハ　

か
を
り
の
と
け
き　

春
の
下
は
へ

ミ
と
し
あ
る　

し
る
し
の
雪
も　

の
と
か
な
る　

春
お
も
ほ
ゆ
る　

梅
の
初
花

脩
竹
冬
青

大
か
た
ハ　

色
な
き
冬
も　

呉
竹
ハ　

松
に
ゆ
つ
ら
ぬ　

ミ
と
り
な
り
け
り

よ
の
中
の　

も
の
て
ふ
竹
ハ　

霜
雪
の　

な
か
〳
〵
ふ
か
き　

緑
を
そ
そ
ふ

 

1
オ
」

山
路
氷

柴
人
も　

冬
こ
も
り
し
て　

紅
葉
も　

氷
し
ま
ゝ
の　

山
陰
の
ミ
ち

岩
ね
ふ
ミ　

朝
こ
え
く
れ
ハ　

音
絶
て　

と
ゝ
こ
ほ
り
け
り　

苔
の
下
水

霽
雪

大
空
の　

ミ
と
り
よ
り
先　

あ
ら
は
れ
て　

朝
日
の
ど
け
き　

松
の
し
ら
雪

空
は
る
　ゝ

あ
ら
し
に
つ
れ
て　

さ
ら
に
又　

よ
そ
に
ふ
り
行　

杜
の
白
ゆ
き

水
鳥
多

木
々
な
へ
て　

ち
り
て
の
後
も　

嶌
陰
に　

む
れ
ゐ
る
か
も
そ　

青
は
な
り
け
る

を
し
か
も
の　

う
ち
む
れ
う
か
ふ　

波
の
あ
や
を　

君
か
ミ
け
し
に　

た
れ
か
お
り
け
ん

閑
庭
雪

 

1
ウ
」

ふ
り
つ
も
る　

雪
に
う
ゑ
た
る　

庭
萑　

来
る
人
せ
た
み　

軒
に
な
れ
け
り

き
え
す
し
て　

ふ
ゆ
更
に
け
り　

わ
れ
ハ
友　

ま
つ
と
し
も
な
き　

庭
の
し
ら
雪

山
路
寒
月

こ
ほ
り
ふ
む　

山
路
ハ
水
の　

音
絶
て　

月
は
か
り
こ
そ　

空
に
な
か
る
れ

け
し
き
あ
る　

鳥
の
か
ら
声　

す
さ
ま
し
く　

月
さ
え
わ
た
る　

さ
よ
の
中
山

井
氷

も
ひ
と
り
の　

伴
の
宮
つ
こ　

朝
こ
と
に　

く
た
き
て
結
ふ　

さ
ゐ
の
ま
し
ミ
つ

か
と
の
ゐ
の　

井
筒
に
か
け
し　

ひ
さ
こ
さ
へ　

う
こ
く
へ
か
ら
す　

つ
ら
ら
ゐ
に
け
り

衾

老
ぬ
れ
は　

あ
つ
き
ふ
す
ま
に　

ま
つ
は
り
て　

霜
よ
の
む
し
の　

わ
ひ
つ
ゝ
そ
な
く

 

2
オ
」

霜
ふ
か
く　

よ
ハ
更
ぬ
ら
し　

埋
火
に　

よ
り
て
ふ
す
ま
の　

し
た
さ
や
く
な
り

行
路
雪

白
妙
の　

田
豆
の
毛
衣　

き
た
り
け
り　

雪
お
し
ふ
れ
る　

野
路
の
た
ひ
人

ふ
く
か
せ
を　

さ
む
し
と
た
に
も　

お
も
ほ
え
す　

ち
り
か
ふ
雪
の　

花
の
下
ミ
ち

月
前
千
鳥

在
明
の　

月
の
ふ
け
ひ
の　

う
ら
千
鳥　

鳴
て
と
ほ
よ
る　

あ
か
つ
き
の
空

あ
は
ち
嶌　

か
よ
ひ
も
た
え
す　

幾
む
ら
か　

月
に
よ
こ
き
る　

浦
千
と
り
哉

椎
柴

冬
を
へ
て　

ミ
を
お
く
山
に　

冬
こ
も
る　

影
た
の
も
し
き　

軒
の
し
ひ
柴

大
か
た
ハ　

吹
に
し
た
か
ふ　

な
ら
は
し
を　

い
か
に
と
す
さ
ふ　

か
せ
の
椎
柴

 

2
ウ
」

椎
柴
の　

し
け
ミ
に
さ
け
ふ　

こ
の
は
さ
る　

あ
な
さ
わ
か
し
の　

嶺
の
嵐
や

霰
交
落
葉

霰
う
つ　

あ
ら
し
の
庭
ハ　

と
き
は
木
も　

あ
へ
す
乱
る
　ゝ

音
の
は
け
し
さ

散
は
て
し　

木
末
ハ
か
せ
の　

音
た
え
て　

落
は
さ
わ
か
し　

ふ
る
あ
ら
れ
哉

霜
夜
聞
鐘

埋
火
も　

霜
に
な
り
行　

さ
よ
中
に　

ひ
ゝ
く
や
い
つ
こ　

や
ま
寺
の
か
ね

山
寺
に　

お
こ
な
ふ
法
の　

か
ね
さ
え
て　

お
く
し
も
ふ
か
き　

あ
か
つ
き
の
声

木
枯
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九

山
か
せ
の　

う
ち
ふ
く
な
へ
に　

こ
か
ら
し
の　

そ
の
名
し
ら
る
　ゝ

杜
の
し
た
道

ね
く
ら
鳥　

空
に
ミ
た
れ
て　

真
よ
中
に　

い
と
ゝ
ゆ
る
き
の　

杜
の
木
か
ら
し

 

3
オ
」

蘆
花

た
ゝ
よ
ひ
し　

秋
の
ミ
な
と
の　

く
れ
な
ゐ
も　

白
々
か
へ
る　

あ
し
の
花
か
な

花
紅
葉　

う
へ
夢
な
れ
や　

あ
し
か
ち
る　

な
に
ハ
ほ
り
江
の　

冬
の
夕
風

冬
旅

東
路
を　

た
と
る
〳
〵
も　

旅
衣　

は
る
ち
か
く
こ
そ　

い
ま
ハ
な
り
け
れ

た
き
捨
し　

松
の
跡
さ
へ　

つ
ら
ゝ
ゐ
て　

あ
く
る
は
こ
ね
の　

杉
の
下
道

垣
根
寒
草

ゆ
ひ
こ
め
し　

里
の
垣
ね
の　

か
れ
を
花　

か
せ
ふ
く
こ
と
に　

ひ
ま
そ
ゝ
ひ
行

か
れ
た
ち
て　

お
く
し
も
さ
や
く　

茅
垣
の　

下
根
に
春
や　

ま
ち
わ
た
る
ら
ん

わ
ら
は
の
落
は
か
く
処

 

3
ウ
」

お
ち
つ
も
る　

木
々
の
あ
ら
し
の　

な
こ
り
こ
そ　

明
日
の
あ
さ
け
の　

烟
な
る
ら
む

里
の
子
か　

あ
ら
し
に
さ
わ
く　

霰
を
も　

杜
の
落
は
に　

ま
し
へ
て
そ
か
く

冬
の
池
を
見
る

あ
さ
ま
し
く　

朽
に
け
る
哉　

玉
は
や
す　

露
の
行
へ
の　

池
の
は
ち
す
は

原
の
池　

こ
ほ
り
は
て
ゝ
ハ　

嵐
ふ
く　

く
ゐ
り
に
迷
ふ　

水
鳥
の
こ
ゑ

爐
火

埋
火
の　

ほ
の
け
か
す
ミ
て　

あ
た
ゝ
か
に　

き
ゝ
な
さ
れ
け
り　

山
水
の
声

う
つ
み
火
の　

炭
か
き
く
つ
し　

か
た
ら
ふ
に　

あ
か
す
更
行　

こ
し
方
の
春

網
代

あ
し
ろ
人　

さ
む
さ
を
わ
ふ
る　

衣
手
の　

田
上
川
に　

し
ら
む
か
ゝ
り
火

 

4
オ
」

あ
し
ろ
見
に　

河
か
せ
し
の
き　

都
人　

ひ
を
の
よ
る
〳
　〵

と
め
つ
ゝ
そ
く
る

柳
に
雪
の
か
ゝ
り
た
る
を

い
つ
も
〳
　〵

い
つ
も
と
柳　

む
つ
の
花　

ち
る
こ
と
し
ら
て　

か
ゝ
れ
と
そ
お
も
ふ

春
か
せ
の　

お
も
か
け
見
え
て　

乱
れ
け
り　

柳
の
絮
と　

か
ゝ
る
し
ら
雪

冬
衣

わ
ひ
な
か
ら　

と
し
へ
た
り
け
り　

雪
し
も
の　

冬
ハ
ふ
る
き
の　

皮
衣
き
て

な
ら
ひ
た
る　

雪
見
車
の　

下
す
た
れ　

あ
ら
そ
ひ
出
す　

き
ぬ
の
色
哉

冬
祝

白
雪
の　

つ
む
と
も
つ
き
し　

大
国
の　

お
の
つ
か
ら
な
る　

言
の
は
草
ハ

ま
も
り
ま
す　

神
の
恩
頼　

ふ
か
き
色
ハ　

言
は
の　

花
に
て
そ
し
る

 

4
ウ
」

冬
暁
月

窓
を
も
る　

月
の
光
も　

し
ら
み
け
り　

す
ひ
つ
の
炭
も　

下
く
つ
れ
つ
ゝ

と
を
あ
ま
り　

ふ
た
ゝ
ひ
ミ
つ
る　

有
明
の　

光
の
間
に
や　

と
し
ハ
行
ら
ん

寒
雁

か
り
か
ね
の　

霜
の
お
ほ
ひ
羽　

こ
ほ
る
ら
ん　

門
田
に
さ
わ
く　

声
さ
ゆ
る
也

声
高
く　

鳴
て
そ
わ
た
る　

天
つ
か
り　

こ
ほ
る
か
と
田
に　

落
ま
よ
ふ
ら
ん

仮
字
を
四
ツ
つ
ゝ
あ
か
ち
て
人
々
に
冬
の
う
た

よ
ま
せ
給
ひ
け
る
に
羅
怒
梨
流
と
い
ふ

四
も
し
を
た
ま
は
り
て
よ
め
る

の
こ
り
な
く　

今
ハ
ち
り〇

ぬ〇

〇る　

む
ら〇

紅
葉　

其
色
な
か
ら　

こ
ほ
る
山
川

 

5
オ
」

し
ら
玉
を　

つ
ら
ぬ
る
つ
ら
　ゝ

つ
ら
つ
ら
に　

つ
ら
な
り
ち
ら
ぬ　

野
等
の
た
か
む
ら

簾
外
雪

常
磐
木
の　

梢
の
雪
の　

あ
さ
風
に　

を
す
の
ま
と
ほ
し　

花
そ
ち
り
く
る

す
ゝ
た
れ
し　

軒
は
の
雪
の　

よ
し
す
た
れ　

よ
し
あ
る
さ
ま
に　

ふ
り
に
け
る
哉

氷
上
雪

日
頃
へ
し　

氷
や
い
つ
ら　

よ
の
ほ
と
に　

汀
も
わ
か
す　

つ
も
る
し
ら
ゆ
き

夜
の
ほ
と
に　

ふ
る
し
ら
雪
も　

あ
つ
氷　

鳥
の
跡
さ
へ　

ミ
え
ぬ
池
水

雪
は
れ
て
有
明
の
月
清
く
す
み
わ
た
り
た
る
を

有
明
の　

月
の
光
を　

さ
な
か
ら
に　

野
山
の
雪
の　

う
は
ふ
よ
は
哉
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一
〇

さ
へ
き
り
て　

目
に
た
つ
色
も　

な
か
り
け
り　

月
と
雪
と
の　

曙
の
空

 

5
ウ
」

鷹
狩

た
ち
い
つ
る　

大
鷹
か
ひ
の　

す
り
衣　

け
ふ
を
は
れ
と
そ　

ふ
る
ま
へ
り
け
る

は
し
鷹
の　

心
た
か
く
も　

見
ゆ
る
哉　

君
か
ミ
ゆ
き
の　

野
へ
の
曙

冬
祝

御
園
生
の　

霜
の
松
か
え　

い
く
そ
た
ひ　

冬
の
さ
か
え
を　

か
そ
へ
ら
る
ら
ん

を
と
め
等
か　

蚕
か
ひ
も
よ
し
と　

た
な
す
ゑ
の　

御
調
を
い
そ
く　

冬
の
里
々

待
春

い
は
は
る
　ゝ

わ
か
身
の
老
の　

嬉
し
さ
に　

翁
さ
ひ
し
て　

春
を
し
そ
ま
つ

吾
門
に　

た
て
る
榎
木
も　

は
る
を
ま
つ　

心
し
ら
れ
て　

烟
そ
め
け
り

歳
暮
市

 

6
オ
」

つ
も
れ
る
ハ　

月
日
の
ミ
か
ハ　

山
人
の　

は
こ
ふ
都
の　

市
柴
の
雪

春
を
し
も　

市
所
せ
く
た
つ　

民
（
ひ
と
び
と
）ハ　

ひ
と
つ
心
に　

待
い
そ
く
ら
む

除
夜

あ
す
や
ま
た
ん　

け
ふ
や
を
し
ま
ん　

待
を
し
む　

心
ま
と
ひ
に　

ふ
く
る
よ
は
哉

を
し
ミ
つ
る　

年
も
こ
よ
ひ
と　

な
り
は
て
　ゝ

春
ま
つ
よ
り
ハ　

外
な
か
り
け
り

ミ
に
つ
も
る　

老
の
数
を
も　

こ
と
な
ら
ハ　

鬼
に
お
ふ
せ
て　

や
ら
ひ
て
し
哉

ゆ
た
か
な
る　

春
も
し
ら
れ
て　

を
か
み
す
る　

小
蓑
も
か
を
る　

里
の
う
め
か
ゝ

冬
草

根
に
こ
も
り　

春
ま
つ
草
ハ　

老
ら
く
の　

霜
を
い
た
ゝ
く　

た
く
ひ
な
り
け
り

く
つ
は
む
し　

今
ハ
声
せ
す　

な
り
は
て
　ゝ

か
れ
ふ
す
ま
ゝ
の　

の
へ
の
冬
く
さ

 

6
ウ
」

第
五
冊
　
恋

田
豆
の
毛
衣
恋

寄
水
恋

よ
の
人
ハ　

ミ
な
く
ち
〳
〵
に　

さ
わ
か
れ
て　

山
田
の
蛙　

音
を
の
ミ
そ
な
く

か
す
か
き
し　

か
ひ
ハ
何
そ
も　

よ
と
み
な
き　

袖
の
涙
の　

水
く
き
の
跡

寄
湖
恋

あ
ふ
ミ
て
ふ　

名
を
た
の
み
つ
　ゝ

か
ら
さ
き
や　

か
ら
き
く
い
し
て　

岸
を
へ
に
け
り

ひ
ら
山
や　

か
せ
ふ
き
あ
れ
て　

お
も
ふ
事　

お
ほ
つ
の
沖
に　

ま
よ
ふ
う
ら
舟

寄
雪
恋

し
ら
ゆ
き
の　

と
け
む
期
を
た
に　

ま
た
す
し
て　

我
身
お
も
ひ
に　

き
え
か
へ
り
つ
ゝ

こ
し
路
な
る　

白
山
の
雪　

年
を
へ
て　

な
と
ゝ
け
さ
ら
ん　

人
の
こ
ゝ
ろ
は

 

1
オ
」

寄
嶋
恋

よ
ひ
〳
〵
に　

舟
さ
し
め
く
る　

嶌
つ
と
り　

う
し
や
千
つ
な
の　

乱
て
そ
お
も
ふ

わ
か
中
ハ　

お
き
波
と
ほ
く　

は
な
れ
嶋　

朝
夕
た
ゝ
に　

こ
ひ
渡
り
つ
ゝ

寄
鳥
恋

声
の
ミ
ハ　

ま
れ
に
き
こ
え
て　

あ
ふ
こ
と
ハ　

い
た
く
ほ
と
ゝ
き　

す
き
の
下
陰

暁
の　

と
り
の
お
も
は
ん　

こ
と
さ
へ
も　

う
た
て
ま
ろ
ね
の　

夜
を
か
さ
ね
つ
ゝ

寄
笛
恋

も
ら
さ
し
と　

く
ち
か
た
め
て
も　

お
も
ひ
あ
ま
り　

声
を
そ
た
つ
る　

夜
は
の
横
ふ
え

夜
を
か
さ
ね　

あ
ひ
ミ
ぬ
と
き
は　

ふ
え
竹
の　

こ
ま
ほ
し
く
の
ミ　

音
そ
な
か
れ
け
る

寄
鶯
恋

 

1
ウ
」

寄
樹
恋

す
ま
の
あ
ま
の　

や
く
と
や
く
な
る　

も
し
ほ
木
の　

つ
く
る
こ
と
な
き　

わ
か
思
ひ
哉

か
せ
ふ
け
ハ　

あ
を
う
な
は
ら
に　

た
ゝ
よ
ひ
て　

う
か
ふ
浮
木
も　

よ
る
て
ふ
も
の
を

思
恋

う
き
て
た
　ゝ

お
も
ひ
ま
菅
の　

ね
も
ミ
す
て　

ふ
か
き
こ
ひ
ち
に　

ま
よ
ふ
頃
哉

心
か
ら　

お
も
ひ
思
ひ
に　

あ
ち
き
な
く　

う
き
人
や
り
と　

な
に
か
こ
つ
ら
ん

寄
嶺
恋

た
と
り
て
も　

こ
え
す
ハ
や
ま
し　

こ
ひ
の
山　

わ
か
い
る
か
た
の　

ミ
ね
た
か
く
と
も
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一
一

我
か
た
に　

な
ひ
き
や
こ
か
る
と　

雲
の
ゐ
か　

生
駒
の
峯
を　

う
ち
な
か
め
つ
ゝ

寄
舟
恋

 

3
オ
」

第
六
冊
　
雑

田
豆
の
毛
衣
雜

嶋
鳥

さ
ゝ
波
の　

立
も
さ
わ
か
す　

を
し
か
も
ハ　

む
れ
て
翅
を　

か
は
し
ま
の
水

い
せ
し
ま
や　

と
こ
よ
の
波
の　

し
き
波
に　

あ
ら
ふ
か
あ
さ
る　

田
つ
の
毛
衣

名
所
関

よ
ゝ
へ
て
も　

其
名
は
か
り
ハ　

山
水
の　

な
か
れ
て
と
ま
る　

河
口
の
関

す
ま
の
う
ら
の　

花
と
月
と
に　

ミ
を
す
て
　ゝ

関
守
に
た
に　

な
り
に
て
し
哉

駿
河
の
国
久
能
山
の
宮
の
御
修
理
た
く
ミ

の
棟
梁
を
お
く
る

宮
柱　

ふ
と
し
き
た
て
　ゝ

い
さ
を
ゝ
も　

た
て
ゝ
か
へ
ら
ん　

時
を
し
そ
ま
つ

 

1
オ
」

寄
水
祝

た
ゝ
へ
た
る　

門
の
磐
井
ハ　

天
つ
水　

い
や
を
ち
に
こ
そ　

わ
き
か
へ
り
け
れ

を
さ
め
し
る　

民
の
草
は
も　

う
る
ほ
ひ
て　

水
ゆ
た
か
な
る　

天
の
龍
川

神
祇

も
の
さ
わ
に　

わ
か
君
か
よ
そ　

さ
か
ゆ
な
る　

大
国
主
の　

御
国
い
わ
ひ
て

宮
つ
こ
か　

さ
し
は
や
し
た
る　

榊
葉
の　

風
か
く
は
し
き　

神
の
広
前

樵
夫

船
木
こ
り　

木
を
こ
る
ま
ゝ
に　

お
の
ゝ
お
と
の　

ほ
と
〳
〵
け
ふ
も　

暮
ん
と
そ
す
る

を
り
〳
〵
ハ　

真
木
こ
り
す
て
　ゝ

天
つ
た
ふ　

雲
に
う
そ
ふ
く　

嶺
の
杣
人

谷
間
に
は
し
見
え
た
り

 

1
ウ
」

橋
見
ゆ
る　

此
谷
川
の　

水
上
や　

斧
の
え
く
た
す　

所
な
る
ら
む

月
日
の
ミ　

と
は
に
そ
わ
た
る　

苔
む
し
て　

跡
た
に
見
え
ぬ　

谷
の
岩
橋

亀
の
う
た

よ
の
長
の　

も
の
と
し
人
に　

ゆ
る
さ
れ
て　

君
か
み
き
り
に　

す
め
る
池
水

岩
渕
の　

心
の
と
け
き　

人
こ
そ
ハ　

亀
の
よ
は
ひ
も　

か
そ
へ
つ
く
さ
め

鯉

青
渕
の　

い
つ
藻
の
下
に　

ふ
す
こ
ひ
の　

う
き
て
あ
き
と
ふ　

晩
そ
し
つ
け
き

今
〳
〵
と　

鯉
ハ
ひ
そ
ミ
て　

瀧
つ
せ
を　

ミ
な
き
り
の
ほ
る　

時
を
ま
つ
ら
む

雑
草

ふ
ミ
わ
け
て　

く
る
人
も
な
し　

ふ
る
郷
の　

草
の
は
山
に　

関
ハ
す
ゑ
ね
と

 

2
オ
」

行
く
れ
て　

わ
け
こ
そ
ま
よ
へ　

か
た
〳
〵
に　

む
す
ひ
捨
た
る　

の
ち
の
草
村 

名
所
渡

故
郷
の　

夢
路
は
る
け
き　

枕
香
の　

こ
か
の
わ
た
り
に　

ま
よ
ふ
旅
人

夜
を
こ
め
て　

誰
い
そ
く
ら
ん　

う
き
ゝ
り
の　

ふ
か
き
淀
路
の　

舟
わ
た
り
し
て

名
所
湊

大
船
の　

鹿
子
の
ミ
な
と
の　

朝
ひ
ら
き　

や
ま
と
嶋
よ
り　

追
か
せ
そ
ふ
く

ミ
な
と
か
せ　

お
ひ
て
ふ
く
ら
し　

草
陰
の　

阿
濃
の
舟
人　

声
さ
わ
く
也

流
水
浮
雲
根

松
か
せ
に　

声
を
あ
は
せ
て　

雲
お
こ
る　

岩
根
と
よ
も
す　

山
川
の
水

千
曳
な
す　

岩
秀
に
あ
た
る　

瀧
波
の　

雨
雲
み
た
れ　

は
る
ゝ
日
そ
な
き

 

2
ウ
」

第
七
冊
　
文
章

田
豆
の
毛
衣
文
章

浜
辺
に
い
て
ゝ
貝
ひ
ろ
ふ

か
ね
て
も
よ
ほ
し
仰
ら
れ
し
事
な
れ
は
朝
ま
た
き
よ
り

人
々
は
ま
へ
に
い
て
ゝ
波
よ
き
ほ
と
な
る
処
に
軟
（
ぜ
じ
ょ
う
）

障
な
と

引
め
く
ら
し
お
ま
し
物
し
て
わ
れ
見
て
も
ひ
さ
し
く
な
り



『田豆の毛衣』抄

一
二

ぬ
と
松
陰
に
う
そ
ふ
き
あ
ふ
め
り
ほ
と
も
な
く
殿
も
い
て

お
は
し
ま
し
て
や
か
て
渚
ち
か
く
立
い
て
さ
せ
給
ひ
て

海
松
に
ま
し
る
貝
つ
も
の
ひ
ろ
ひ
あ
つ
め
さ
せ
給
ふ
か
い
ろ

〳
〵
な
る
を
見
給
ひ
ゑ
ら
せ
て
歌
ひ
と
つ
〳
〵
奉
れ
と
仰
ら
れ

け
れ
ハ
ま
つ
さ
か
し
け
な
る
わ
ら
は
の
さ
し
い
て
ゝ

　

波
の
間
に

 

1
オ
」

　

う
か
み
よ
り
け
り　

春
か
せ
の　

吹
ち
ら
し
た
る　

う
め
の
花
貝

か
を
ら
ぬ
春
か
せ
こ
そ
あ
や
し
か
り
け
れ
と
お
の
れ
ひ
と
り
お
も
ひ

ほ
こ
り
た
る
わ
か
う
と

　

う
ら
の
あ
ま
の　

す
み
ふ
る
し
た
る　

板
屋
貝　

い
た
く
か
す
め
る　

春
の
う
み
つ
ら

な
つ
か
し
か
ら
ぬ
板

屋
か
な
ふ
は
の
関
な
ら
ま
し
か
ハ
と
い
ひ
く
た
し
て
又
ひ
と
り

　

延（
あ
ま
）虫

の
子
か　

か
つ
き
出
た
る　

あ
は
ひ
に
そ　

け
ふ
の
御
あ
へ
の　

か
ひ

　

に
は
あ
り
け
れ

と
て
奉
り
た
る
は
も
の
ほ
し
け
な
り
や

あ
さ
ま
し
と
人
々
も
と
き
あ
ふ
め
れ
と
さ
す
か
に
よ
き
御

さ
か
な
な
り
け
り
な
と
興
し
玉
ふ
ほ
と
に
ゑ
ひ
の
す
さ
み

の
さ
へ
づ
り
も
あ
ま
た
あ
る
め
れ
と
さ
の
み
ハ
え
ま
ね
ひ

 
1
ウ
」

あ
へ
更
な
ら
む

胡
蝶
辞

こ
ろ
も
は
る
さ
め
ふ
る
こ
と
に
あ
ら
た
ま
り
ゆ
く
野
山
の
け
し

き
う
ら
〳
〵
と
霞
た
な
ひ
き
も
ゝ
ち
と
り
声
を
つ
く
す
ハ

い
と
心
ゆ
く
縣
の
さ
ま
な
り
け
り
風
あ
た
ゝ
か
に
た
も
と
吹

か
へ
す
に
つ
れ
て
ひ
ら
〳
〵
と
う
ち
ひ
ら
め
く
も
の
あ
り
空
に

し
ら
れ
ぬ
雪
そ
ふ
り
け
る
と
う
ち
誦
し
て
夕
日
の
ま
は

ゆ
さ
に
さ
し
か
さ
し
た
る
扇
の
つ
ま
に
と
ゝ
ま
り
た
る
を

ミ
れ
ハ

　

ち
る
花
と　

ミ
し
ハ
か
す
め
る　

そ
ら
め
に
て　

春
に
た
は
る
　ゝ

こ
て
ふ
な
り
け
り

い
か
な
る
夢
を
か
む
す
ふ
ら
む
と

 

2
オ
」

か
ひ
な
た
ゆ
さ
を
念
し
て
も
て
ゆ
く
こ
ゝ
の
杜
陰
を

た
ち
は
な
れ
た
る
所
ハ
お
し
な
へ
て
菊
の
花
さ
き

ミ
ち
た
れ
ハ
黄
々
青
な
と
し
き
た
ら
む
や
う
に
て

目
も
あ
さ
む
は
か
り
な
る
に
心
う
つ
り
て
ゆ
る
き
や
也

け
ん
立
さ
る
行
へ
も
し
ら
ぬ
に
ま
た

　

菊
の
花
の　

色
に
ま
き
れ
て　

た
つ
蝶
の　

羽
か
せ
も
か
を
る　

暮
そ
し
つ
け
き

い
て
や
白
き
も
黄
な
る
も
大
き
な
る
も

ち
い
さ
き
も
す
へ
て
お
し
か
ら
ぬ
は
な
き
を
は
ね
ひ
ろ
く

黒
き
筋
い
か
め
し
き
を
と
り
よ
そ
ひ
て
髭
な
か
く
お
ひ

た
る
こ
そ
品
お
く
れ
て
見
え
し
か

 

2
ウ
」

暁
帰
雁
辞

夕
く
れ
曙
春
秋
と
お
も
ひ
く
ら
へ
て
老
の
ね
さ
め
の

つ
れ
〳
〵
な
く
さ
む
る
も
あ
ち
き
な
き
わ
邪
な
り
け
り

さ
す
か
に
何
と
な
く
心
中
こ
ゝ
ち
し
た
る
枕
か
み
の
と
も
し
火

の
陰
か
す
か
に
な
り
ゆ
く
か
も
の
む
つ
か
し
け
れ
ハ
ひ
ま
し

ら
ひ
窓
お
し
あ
け
た
る
に
か
り
か
ね
の
声
な
き

か
は
し
か
へ
り
行
を
花
を
見
す
て
ゝ
と
う
ら
み
な
か
ら

春
か
す
ミ
か
す
ミ
て
い
ふ
も
秋
霧
の
ち
き
り
た
か
へ
ぬ

た
め
し
こ
そ
あ
は
れ
な
と
お
も
ふ
ほ
と
や
う
〳
〵
東
の
空

む
ら
さ
き
た
ち
て
高
ね
の
よ
こ
雲
も

　

今
ハ
と
て

 

3
オ
」

　

わ
か
れ
も
行
か　

秋
の
よ
を　

月
に
ち
き
り
て　

天
つ
か
り
か
ね
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一
三

と
に
よ
ひ
い
て
た
る
を
あ
は
れ
と
は
か
り
き
く
人
し
な
け
れ

ハ
ひ
と
つ
ふ
た
つ
と
か
き
か
そ
へ
て
か
す
ハ
た
ら
て
そ
と

う
ち
な
か
め
た
る
春
の
曙
の
あ
は
れ
な
る
に
友
よ
ひ

か
は
し
わ
た
り
こ
し
秋
の
夕
を
お
も
ひ
く
ら
ふ
る
に
い
つ
れ
を

い
つ
れ
と
も
我
心
か
ら
さ
た
め
か
ね
て

　

春
秋
の　

夕
暁　

き
り
か
す
む　

ふ
か
き
あ
は
れ
に　

ま
よ
ふ
か
り
か
ね

か
へ
し
も

を
り
ふ
し
に
つ
け
て
そ
ゝ
ろ
に
あ
は
れ
す
ゝ
む
も
よ
の
か
□

か
な
り
け
ら
し

杜
若
を
か
け
る
辞

 

3
ウ
」

呉
竹
の
を
り
か
け
垣
し
め
く
ら
し
た
る
家
あ
り
ほ
と
な
き

心
地
す
れ
ハ
何
の
心
も
な
く
う
か
ゝ
ひ
見
る
に
人
け
ミ
え
ね
と

さ
す
か
に
心
に
く
ゝ
す
み
な
し
た
り
桜
も
今
は
散
は
て
て

柳
の
眉
お
か
し
け
に
ほ
こ
ろ
ひ
た
る
か
た
は
ら
の
水
か
ゝ

ミ
き
よ
く
杜
若
さ
か
り
な
り
そ
も
〳
〵
源
氏
君
の
垣
間
見

し
給
ひ
し
夕
く
れ
の
小
柴
垣
に
ハ
さ
ま
か
は
り
た
れ
と

　

な
つ
か
し
き　

若
む
ら
さ
き
の　

杜
若　

か
く
る
ゝ
く
ま
も　

見
え
ぬ
園（
そ
の
）生
か
な

水
辺
款
冬
辞

う
た
て
あ
る
か
は
す
の
声
か
な
山
吹
の
咲
を
こ
り
た
る
峯
陰

 

4
オ
」

さ
ら
す
朝
霧
夕
か
せ
に
う
ち
ミ
た
れ
て
い
は
ぬ
色
に
も

は
ち
す
い
と
か
し
ま
し
く
啼
た
ち
て
何
か
あ
る
な
き
を
水
に
す
む

蛙
花
に
な
く
鶯
と
一
つ
か
ひ
の
歌
よ
ミ
に
え
ら
は
れ
け
ん
む
か
し
の
さ
た
め

こ
そ
あ
や
し
け
れ
な
と
い
ふ
も
又
口
さ
か
な
し
さ
れ
と
お
も
ふ
ほ
と
い
は
て
は

は
ら
ふ
く
る
ゝ
こ
ゝ
ち
し
て

　

き
く
耳
も　

ゝ
た
ぬ
な
る
や
し　

く
ち
な
し
と　

い
ひ
さ
わ
か
る
　ゝ

山
ふ
き
の
花

と
へ
と
こ
た
え
ぬ
と
か
こ
ち
し
も
う
へ
な
り

け
り
と
い
ひ
つ
ゝ
一
え
た
を
り
た
る
に
は
ら
〳
〵
と
ち
り
う
き
て

水
の
ひ
か
り
き
よ
く
な
か
れ
ゆ
く
岩
間
に
い
と
し
の
ひ
や
か
に

　

口
な
し
と　

さ
の
ミ
い
ふ
ら
む　

お
ほ
か
た
も　

花
も
の
い
は
ぬ　

な
ら
ひ
な
ら
す
や

と
本
末
か
す
か
に
き
ゝ
な
さ
る
ゝ
に
お
と
ろ
き
て
見
わ
た
せ
は
例
の

 

4
ウ
」

歌
よ
ミ
の
う
か
ひ
出
て
も
の
ゝ
あ
は
れ
し
り
か
ほ
つ
く
り
た
る
も

に
く
し
か
な河

辺
夏
月
と
い
ふ
こ
と
を
か
け
る
詞

水
の
ほ
と
り
に
出
て
す
ゝ
み
て
む
と
お
も
ふ
に
に
し
河
ハ
道
と
ほ

く
て
く
る
し
か
も
川
は
人
々
む
れ
来
て
う
る
さ
し
中
川
こ
そ

よ
か
ら
め
と
か
ね
て
し
る
人
か
り
し
か
〳
〵
此
夕
暮
に
と
い
ひ
や
り

つ
る
に
や
り
水
の
め
い
ほ
く
と
よ
ろ
こ
ひ
な
か
ら
俄
に
て
人
食
お
ろ

そ
か
な
ら
む
ハ
い
か
ゝ
は
せ
む
よ
し
や
と
い
ひ
お
こ
せ
け
れ
は

夕
月
と
ゝ
も
に
立
出
て
行
つ
る
に
木
の
し
た
や
ミ
を
く
ら
き
か
た
に

か
ゝ
り
火
け
う
と
か
ら
す
ミ
な
し
水
の
流
れ
石
の
た
ゝ
す
ま
ひ

 

5
オ
」

な
と
心
し
ら
す
ミ
え
て
お
か
し
き
所
の
さ
ま
な
り

　

河
ち
か
き　

軒
は
の
荻
は　

秋
か
せ
の　

ふ
く
は
か
り
な
る　

夏
の
よ
の
月

ひ
る
の
ほ
と
空

す
み
わ
た
り
て
涼
し
と
も
す
ゝ
し
な
興
に
い
る
ほ
と
山
の
は
紫
た

ち
た
る
夏
の
よ
の
さ
か
こ
そ
に
く
け
れ

扇
風
と
い
ふ
こ
と
を

は
し
め
を
は
り
ひ
と
し
き
も
の
は
ま
れ
な
る
な
ら
は
し
に
て

よ
に
か
し
こ
き
人
達
も
時
を
う
し
な
ひ
て
は
跡
を
く
ら
ま
す

た
く
ひ
お
ほ
か
り
け
り
男
女
の
な
か
ら
ひ
も
こ
そ
あ
り
け
る
ま
し

て
お
ほ
か
た
の
も
の
ハ
な
と
扇
う
ち
な
ら
し
て
お
も
ふ
に
こ
の
も
の
也

う
月
の
末
つ
か
た
よ
り
時
め
か
さ
れ
て
水
無
月
ハ
ミ
さ
か
り
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一
四

に
世
の
お
ほ
え
お
ほ
か
た
な
ら
す
あ
け
て
も
く
れ
て
も
手
を
も

は
な
た
す
は
た
〳
〵
と
う
ち
ひ
ら
め
か
し
こ
の
君
な
ら
て
ハ
と

誰
も
〳
〵
お
も
ふ
め
れ
と
荻
の
声
や
う
〳
〵
耳
た
ち
て
文
月
も

末
に
な
る
ま
ゝ
に
い
つ
れ
か
さ
き
に
と
露
に
き
は
ひ
て
お
き
そ

め
ら
れ
て
は
て
〳
〵
ハ
骨
の
ミ
こ
ち
〳
〵
し
く
な
り
も
て
行
も
の
ゝ
す
み
に

う
ち
す
て
ら
れ
て
心
は
花
に
と
老
さ
ら
ほ
ひ
て
う
ち
わ
ふ
め
り

う
へ
し
も
常
な
き
は
世
の
中
な
り
け
り
し
か
ハ
あ
れ
と
歌
絵

な
と
物
に
か
き
な
し
夕
顔
朧
月
夜
な
と
そ
の
名
を
と
め
た
と

き
い
や
し
き
人
々
の
手
に
も
な
ら
さ
れ
ゐ
や
〳
〵
し
き
を
り
に
ハ
先
と
り
い
て

う
ら
る
ゝ
な
と
こ
そ
本
末
た
か
は
ぬ
栄
な
り
け
れ
と
あ
ち
き
な
き
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こ
と
ゝ
も
お
も
ひ
つ
ゝ
け
て

　

秋
た
ち
て　

露
よ
り
ほ
か
に　

お
か
る
ゝ
も　

な
ら
す
あ
ふ
き
の　

か
せ
は
わ
す
れ
し

か
く
そ
ゝ
ろ
な
る
口
す
さ
ひ
も

心
の
あ
ら
ま
し
か
ハ

　

わ
す
れ
し
の　

そ
の
一
言
も　

た
の
ま
れ
す　

秋
に
あ
ふ
き
ハ　

よ
の
さ
か
そ
か
し

と
や
い
は
ま
し

初
秋
風

あ
つ
し
〳
〵
と
い
ふ
こ
と
を
わ
れ
も
人
も
た
ゝ
此
こ
ろ
の
ま
く
ら
こ
と
に
て

あ
か
し
く
ら
し
つ
る
に
い
つ
し
か
星
ま
つ
る
夜
も
過
て
秋
ま
つ
心
は

は
き
に
あ
け
て
天
河
を
も
わ
た
ら
ま
ほ
し
う
な
む
は
し
ち
か
く

ゐ
て
狩
衣
の
ひ
も
し
と
け
な
く
む
ね
の
あ
た
り
は
う
そ
く
な
る

さ
ま
し
て
は
た
〳
〵
と
扇
う
ち
な
ら
し
水
飯
な
と
も
よ
ほ
す
ほ
と

 

6
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心
つ
く
し
の
秋
ハ
来
に
け
り
と
な
か
め
い
た
す
夕
月
の
光
さ
や
か
な
る

に
垣
ね
の
萩
も
軒
は
の
を
き
も
や
う
〳
〵
う
ち
そ
よ
き
て
ふ
き
く
る

も
の
ゝ
い
と
う
れ
し
く

　

夕
月
の　

露
ほ
の
め
か
し　

む
し
の
ね
も　

も
よ
ほ
し
か
ほ
の　

秋
の
は
つ
か
せ

寝
覚
聞
鹿

暁
は
か
り
う
き
も
の
は
な
し
と
ハ
恋
す
る
人
の
い
ふ
事
と
の
ミ
お
も
ふ
ハ
あ
ら

さ
り
け
り
埋
火
か
き
お
こ
し
は
い
か
ち
な
る
は
い
と
む
く
な
る
に
ふ
す

ま
の
下
に
老
か
ゝ
ま
り
て
こ
し
か
た
行
末
お
も
ひ
つ
ら
ね
て
い
と
心
ほ
そ
く

な
ん
や
う
〳
〵
春
待
つ
け
て
鶯
に
い
さ
め
ら
れ
て
ハ
月
と
花
と
の

か
け
ふ
ミ
な
ら
し
つ
ゝ
心
を
や
り
ほ
と
ゝ
き
す
に
お
と
ろ
か
さ
れ
て
ハ

 

7
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人
つ
て
な
ら
ぬ
声
に
ほ
こ
り
な
と
さ
す
か
に
寝
さ
め
も
お
し
か
ら
す

ハ
あ
ら
す
な
ん
さ
る
中
に
も
山
ふ
か
き
す
ま
ゐ
の
か
ひ
よ
と
紅
葉

ふ
ミ
わ
け
妻
こ
ひ
わ
ひ
て
谷
間
に
か
へ
る
暁
の
声
い
は
む
か
た

な
し

　

秋
の
よ
ハ　

ね
さ
め
か
ち
な
る　

こ
と
わ
り
の　

声
あ
は
れ
な
る　

峯
の
さ
を
し
か

今
ハ
か
く
ま
て
老
は
て
ゝ
松
も
昔
の
と
か
こ
つ
枕
に

さ
と
声
は
る
か
身
に
し
ミ
て
ふ
し
か
へ
り
て

　

あ
か
し
か
ね　

あ
か
つ
き
侘
る　

と
も
な
れ
や　

ま
く
ら
に
ち
か
き　

さ
を
し
か
の
声
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編　集　後　記

　この度、図書館フォーラム第26号を予定通り刊行することができ、編集担当一同、大変嬉しく思います。昨年

度に引き続き、新型コロナウイルスが猛威を振るう中、ご協力いただきました関係者の皆様には改めて御礼申し

上げます。

　今号は、新型コロナウイルス特集号として、2020 年度に取り組んだコロナ禍での対応を、事務長とサービス担

当の立場から振り返り記録することとしました。口絵にも当時の写真を掲載しておりますので、限られたスペー

スではありますが、より具体的に実際の様子を伝えることができたのではないかと思料します。

　2020 年度は利用者サービスのみならず、電子資料の収集にも力を入れ、これまでの業務を大きく見直すことに

なりました。これまでも電子資料は存在し利用されていましたが、やはり「図書館」と言うと図書館員・利用者

共に、紙の資料を想像する方が多い印象でした。また、紙の資料に比べて電子資料の方が高額になることが多い

ため、予算との兼ね合いもあります。社会全体が対面ではなく、オンライン主体で物事を進めていく中で「実体」

ありきと思われていた図書館サービスをどう展開するか、その問いの答えを追い求めた年となりました。それは

2021 年度の現在も引き続いております。変化する社会の中で、利用者と資料を繋げ続ける姿勢は変えずに、いち

早く状況に対応していけるよう今後も邁進していく所存です。

　最後まで図書館フォーラム第26号をご覧いただき、誠にありがとうございました。引き続き、関西大学図書館

をよろしくお願い申し上げます。

 （石塚）


図書館フォーラム編集担当

石塚　夏実・畠山　勝代・堀口　和弘
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